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司祭長アヴァクム自伝

松Jt:，支まffi rVミ

支えがき

ここにかか庁る「可祭まとアヴァクム白伝J<<苫{HTHenpOTOnOna A88aKyMa， HM CaMHM HanHCaH・

Hoe >>の試訳は、 A.H. P06HHCOHが 1963年に AHCCCPから出した校1fT本のテクストによった

もので、 「丁付け」もこの本によりました、ただし和露両交の構ー造上の相違から厳密を期しがたいの

で、構外(偶数頁はプ王、奇数五は右〉に大体のところを示しましたっ本のよー題は次のとおりです:

)KH3HeonHcaH邸 ABBaKyMaH EnH争aHH5I， HCC.nes.OBaHHe H TeKCTbI ¥テクストの部分は、 CTp.139-

178i，なお次のテクストも参照しました、一-H. K. fy江3凶 (pes..)H s..， )KHTHe npoTonona 

A88aKyMa， HM caMHM HanHcaHHoe 目立pymeero co可HHeHH5I，rl1xλ，抗.1960， CTp. 53-122; 
H. K， fYs.3H長(pe瓦.l， XpecToMaTH冗 nos.pe8HeH pyCCKO註 .i'IHTepaTypeXI-XVII BeKOB， Y4訂E・

丘f113，M. 1955， CTp. 490-502; Ad. Stender-Petersen (edit.)， Anthology of old畏ussianliterature. 

Columbia university press， New York and London， 1962 (初肢は 19ラ4i、p.405-421)後の二つ

はいず、れも 1927年に出た訂aM兄THHKHHCTOpHH cTapoo6p兄s.qeCTBa XVII B.， KHHra nepBa刃，

8hlll. 1一九 JI.からの抜草でずっ これらの間tこはかなりの異同がありますので、 そうしみ場合には最

も!日夜午代の新しい P06HHCOH の段~n本tこもっぱら従いましたっ

アヴ γ クムの自伝には多くの異本があり、それらはおおむね三つの系統本に分けられていますJ 1: 

記のテクストはいずれもアヴァクムの良筆本によっており、これによって代去される」苦手が一般にA

系統本と呼ばれ、 1672-1673年に或立したと考えられています o B系統に麗するもちは遅くとも1676

午までに成立し、 E系統本は AとBとの中間の過起に成ったものと思われますJ 6， B系統の諸本に

は A 系統本tこえEいア 1アァクムの書き加えが見られます、 fJ1XJI の故にはそれらのriIで《支学的興

味》のあると患われるものを欄外に所訳しております。この諸訳では岳筆本の結構を乱さないように

留意しつつその中の若干を訳出し、本文中に (6:. . . Jまたは (B:. . . Jと明示しましたJ

翻訳にあたっては、英訳 Thelife of the Aτchpriest Avvakum by Himse1f. Translated from the 

Seventeenth Century Russian by .Tane Harrison and Hope Mirrlees， with a Preface by Prince 

D. S. Mirsky. London， 1924. 及び τheLife of Archpriest Avvakum by Himself.ー-B H3s.. 

<< A Tresury of Russian Spirituality >>. Complied and edited by G. P. Fedotov， London， 1950， 

CTp. 137-181 (nepeBo瓦 EJIeHhIJ13BOJIhCKO前.仏沢 Lavie de l'archipτetre Avvakum， ecrite par 

lui-meme. Traduite du vieux russe avec une introduction et des notes par Pierre Pascal. Paris. 

1938.を参照しました。また多〈の疑点について木村彰一先生からいろいろ御教示をいただきまし

た、感謝の意を表したし、と思いますご

なお註は、訳者自身の研究がまだ是りまぜんので、前記の校，d者、翻訳者たちの註釈から安当と~.

えられるもりを取捨選択し、本交の理解に必要と思われる程度に止め、研究者間の意見の相違をあげ

るようなこと辻故意に避けました♀

× × x 
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188ウ 司祭j去

アヴァクム

は、修道櫓エピ

ブァーニイから、争中

の御わざが忘れられませ

ぬよう、自伝を書けと中しつ

けられました、一一ーその故は、 こ

の移道{曽が彼のざんげ聴同信だからで

ございますのわれらが主キリスト

を讃めまつるために、彼がざ

んげ聴i苦H曽から申しつけ
ら才工ましたのは、 こ

のためでござい

ます。アー

メンy

訟井茂雄訳

189オ 神聖きわまりない三位一体。神よ、全世界の創り主よ! とるにもたらぬわたくしがこれから語ろ

うと思っておりますことを、分別をもって書きはじめ、 りっぱな投事で終えることができますよう、

わたくしを助け、わたくしの心をお導きください。わたくしは自分の無知をよく心得ておりますゆ

え、ひれ伏して‘あなたにお願い申しあげ、あなたの御加護におすがりいたします、一一よい仕事に

よってわたくしの愚かな呂が関かれ、裁きの庭で島なたがお選びなされたすべての人々と共にあなた

の右の需に加わることができますよう、このよい仕事を或しとげます心構えのために、わたくしの分

部を正し、わたくしの心を堅自にしてください。さて今こそ、主よ、祝福をお与えください、わたく
4) か

し誌心から息をつき、ディオニシウス・アレオパギータの《神の御名について》の言葉を語りて、語

189ウりはじめることにいたします。神には初めもなく務わりもない真実の締名、すなわち本質をあらわす

ものと神にふさわしい御名、すなわち称讃をあらわすものとがございます。本質を島らわす御名は、実

在、光明、真実、生命でして、この四つだけが本来の御名でありますが、詞;讃の御名は数多くござい
おそ

ます、すなわち、主、全能のお方、理解を絶したお方、畏れおおいお方、輝き~.こ満ちあふれたお方、

三位一体を形づくられるお方、栄光の玉、いかなる所にもいらせられるお方、炎、霊、神などであり

1 )エピファーニイの生地・生年は共に不詳。アヴァクムのざんげ聴関僧(ブストゼールスク流問中〉

となったところから見て、アヴァクムよりいくらか年長であったことが知れる。 1645年、白海溝上

のソロヴェーツキイ島のソログェーツキイ僧院に入った。 7年間、新発意として務練を麓み、 1652

年に修道士:となり、 5年間をここで過ごした。その後白海部岸地方の反ニーコン派の諸処の僧庵で

暮らし、 1666年頃、!日教護婦をツアーワに説くためにモスクワに!卦たc 1667年7月17目、初志をひ

るがえさなかったために、破門の立告を受け、舌を切られ、アヴアクムたちと一緒にプストゼール

スクに流された。 1682年4月14司、アヴァクム、ラザ一九ブヨードノレと共に火剤jに処された。

2) この序支はエピファーニイによって三人称で占かれている O

3) 1吏徒パウロの弟子であったと伝えられている (CM. 1吏能行伝、 XVII，34)。中世の凶歌及び東欧
の教会で非常に権威を持っていた凶つの神学上の論説と 10通の書簡の作者とされていた。しかし、

現在では、これらの著作は、新プラトン学派の彰響を受けたラ位紀未-6世紀始めのシリヤの不明

の作者によって書かれたことが明らかにされている。ロシヤでは、 1371年に既にギリシャ語から教

会スラヴ語に鱗訳されている。

を〉ディオニシウスの第二の著作。
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II"J祭長アヅアクム自伝

ます、その挫の御名につきましてはニれにならって考えなさるがよL、七

このデイオニシウスは真E理1甲F

ある、なぜと申すに、真f埠翠

の子否子定でで、ある O 神は実在から離脱できない、神には存在しないということ辻あり得ないのである。 190オ

わたくしたちはこう中します、 一一改革派のゃからは、まことの主、神聖で生命をはぐくまれるそζ

からの離税によって、神の実在を失ってしまったと。デ fオニシウスによりますなら、ひとたび彼らが

完封!から離脱したからには、それはとりもなおさず実在をも否定したので、あります。神はその実在か

ら離税できません、存在しないということは持にはあり得ないことですc なぜ、と中しますに、わた〈

したちのまことの神は永遠にあらせられるからでござし、ます。真実のというf-=l・葉を部除するくらいな
、、、 n

ら、彼らはふさわしい御名であります主というよミ葉を台仰筒条のIドで唱えない方がよいのですっなぜ、
とtfJしますに、この真実のとL、う言葉の中に神の本質があるのですからむわたくしたち、まことのじ

長は、ミれらの御名を二つながら崇めまつります.一一矢と fと共に敬いまつるわたくしたちの光、 190ウ

J己主を、真実にして生命をはぐくまれます主を信じております、わたくしたちは、神の御加護iこよ、、、、、、、、、、、、、、、、、、

りまして、その方のためにこ苦しみ、死んでゆくのでございます〕デ fオニシウス・アレオパギータは、

わたくしたちを慰め、その書の中でこう書いておられます、一一一次のような人こそまことに真実のキ

リスト教徒と中せましょう、その故は、真'j~によってキリストを理解し、こうして神の認識にでり、

nらに打克ち、現在l:の欲望と誘惑にあずかることなし館)立をわきまえ、ありとあるまどわしの不ι
仰をはなれ、かつはまた、真実のために死に至るまで懇難辛苦する辻中すに攻ばず、裕iり:のi

'
}れを矢口

あか

らずに生首長を終え、分別正しく位をj2iるからで、あります、その員rl:しとなるのがキリスト教徒でござい

ますハ一一ーさてこのディオニシウスは使徒バウロからキリストの信仰を教わったのですが、キリスト 191オ

のLfflJに帰依します前は、アテネにおりまして、星lLi¥.，、の道にたずさわっておりましたっけれども、

キリストをf，iじましてからは、こうしたことをすべて塵あくたのように見なしたのでございます 1 彼

は自分の書いた書物の中でテモテにこう中しております、 《わが子よ、 このようなうわベだけの一切

のまどわしが、ひとえに嘘偽と無常と滅びにすぎないのを知っておられるか? 事実わたくしはその

I t ~を通ってきましたが、強妄のほかには何ひとつとして得るところがありませんでした》。この書物を

お読みの方はお分かりのことと存じます) 111~l品、を愛する者は滅びのj亘を行くことになります、なぜ

と 1\-1しますに、設いを得るために真':j~の愛を受けいれないからでございます。ですからニそ、彼らが 191 ウ

i鑑偽を信ずるように、神はまどわしのわざをお送りになるのです、それは真実を信じないで不義を内

ぶ者が裁きを受けるためなのですc {吏徒主の 275第をお読みになってください J

このデ fオニシウスがまだキリストの信仰にす{らなかったころ、王のはりつけがございましたと

き、 ヅ、の弟 fとへリオポリスにおりまして、かようなことを討にしました、一一一日は陪く、月は1(ll

となり、足は昼の日なかに累々と空に現われでたのですれ彼は弟子にむかつて、 《この置の終わりが

きたのか、それとも持の御子が偏に苦しんでおられるので、す》と申しました、それと三いますのも、

Jj・物がし、つもとは違って一変したのを目にしたからで、彼が)1<志議に思いましたのはそのためで、ござ
しるし

います J このデ fオニシウスは、渡るnの光がかげりますときにあらわれる太陽の徴について書いて
6i 

おります、一一空には月とi呼ばれる五つのさすらいh1.があります 神はこれらの足をほかのJtそのよう 192オ

1 iァヴァクムi之、従来の信仰筒恭子!lにふった <<JTkの》という Ii主がニーコンジ〉改訂によって削除

されたことを.)1唯Lている

2)ピリピ人への主、 III，8c 
3)テ→「ロニケ1表ij:、 II， 10-12， 
4) I'dにエジプトの者I~m (カイロジ〉北31キロ

う〉 ヨエノレ主、 II， 10， 31.0 
6) 主寝(1J1.在の惑豆、)は、 I'i (えの占星街でiヱラ偶とされてしたっ
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笹井英誰訳

に定った場所に置かれなかった、しかし、それらはあるいは怒りの徴をあらわしながら、あるいは正

営な軌道をたどりつつ慈愛の徴をあらわしながら、全天をめぐっております。あるさすらい星、すな

わち一つの月が、もし西から太陽に近づき、その光をかくすならば、この日食は人間にたいする神の

怒りをあらわします。もし月が東から近づくならば、それは正常な軌道をたどりながら、太揚をかく

します。

わがロシヤにもその徴がござし、ました、 162年のこと、ベスト騒ぎのーと月前かーと丹たらず薪に、

192ウ太陽が光を失いました。聖ベテロ祭の二週間ほど前、シベリヤの大主教シメオンがヴオノレガ河を旅し

ていましたとき、昼のさなかに真の閣となりました、人々は泣く泣く三時間段ど岸ベに立っておりま

した。太陽はかげり、月が西から近づきました。ディオニシウスによりますならば、神が人々にその

怒りをあらわされたのですO そのころ、背教者ニーコンが信抑と教会の錠をゆがめました、そのため

に神が烈火の怒りの盃をロシヤの地に詮がれたので、す。ベストの勢いはそれこそたいへんなもので、

今でも忘れることができません、わたくしたちは誰もがよく穏えております。その後、十四年延どた

ちましてから、ふたたび日食がございました、聖ベテロの斎戒期中のことでした、金曜日の六時に、

193オ日が措くなりました、太陽はかげり、月が西から近づいて、神の怒りをあらわしました、一一このと

き、高f曽どもが、ほかの人たちともども、あわれにも不幸な入、可祭長アヴァクムの髪を大聖堂で切

り落とし、破門の呪盟をあびせ、ウグレシャの牢にほうりこんだのでございます。まことの信者は、

教会の混乱のためにわが国で、どんなことが起こっているかを承知しております。こんな話をするのは

もうたくさん、最後の審判の自にすべての人々にわかることです、そのときまでじっと耐え忍びまし

ょう。

このディオニシウスは、イスラエルでヌンの子ヨシュアの前に示された太陽の識について書いてお

ります。ヨシュアが異国の員を撃ちましたとき、太陽誌ギベオン空の上、すなわち真南にありました、

ヨシュアは十字架をかたどり、つまり再手を広げて立ちました、彼が敵を撃ち誠ぼすまで太陽はそ

り歩みを止めました。太陽は東に引き返し、つまりいったん後ずさりしまして、それからいつもの歩

193ウみにかえりました、さて太揚が十時に戻りましたので、このBとその夜のうちに三十回時間かかりま

し丈たこ、かようなわけで一昼夜が十時間延び

た、一一太陽は昼の十二時にもとにもどりk、この5とその夜のうちに三十六時間かカか冶りました。デイ

オニシウスの書物をお読みなさい、くわしいことはそれでおわかりになりましょう。

またこのディオニシウスは、天使のことも書いております。彼は天使の九つの位階を三つの組に分

けて数えあげ、彼らがどのように神を讃めまつるかを示しております。産天変とケルピムと蟻天変は

1) 1654年8月2日〈新響12日)水躍。 162年はいわゆる天地開びゃく紀元7162年をEきした書き方
(西震に直すには男08年を引けばよ Lう。

2)事実と異る O ベスト騒ぎ辻既に1654年の 7月にモスクワで拾っていた。
3) これも事実に相違する。聖ベテロ祭は 6月29日、従って聖母昇天祭 (8月日日〉と取違えたもの

と思われる O

4) cM.208オの註。
ラ〉総主教ニーコン(160ラ-1681)は1653年の春に教会の改 E宇に若手した0

6)黙示録、 XVI，10 
7) 1654年の 7月から12月まで、ベストはそスクワその虫色の都市で猛戒を振るった。モスクワでの死
亡者は、全人口の半ば以上、 15万人にのぼった。
8)アヴァクムの思い違い。 14年後では記くて、 12年後の1666年6月22日〔新暫7月2日〉。

ヲ)アヴアクムは、 1666年5月13自、クレムリンのウスベンスキイ;寺院で位階剥奪の上、破門の宣告
を受け、 5月15日ツアーりの命でモスクワ近郊ウグレシヤのニコーラ修道践の牢に入れられた。
10) CM.ヨシュア言三、 X，12-130 
11) CM.烈王紀略下、 XX， 8-110 
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可祭長アヴアクム自伝

さかえ 1) 

神の浄めをうけ、高らかに叫びます、一一主の栄光のそのところより出づるものは讃むべきかな!一ー

さて、彼らを通して、この浄めは、二番目の組、すなわち主天賓と権天使と能天使に及びます、この

組は神を讃めたたえながら、高らかに叫びます、一一ハレルヤ、ハレノレヤ、ハレルヤ!一一《伊呂技 194オ

事典集》によりますと、ハルは父を、エルは子を、イヤは聖霊を意味します。ニァサのグレゴリゥ主

は、ハレルヤは神の讃美であ〉と説き、大スンリゥLL、ハレノレヤは天変の言葉で、人詞の言葉で申せ
ば、神よ、あなたに栄光あれ! に当たると書いておられます。パシリウスの前までは、教会では

《ハレルヤ、ハレノレヤ、ハレルヤ!>>と天痩の言葉で~歌っておりました。 しかし、 パシリウスのとき

になりましてから、彼は、天安の言葉を二回、三番日を人間の言葉で、《ハレルヤ、ハレルヤ、持よ、

あなたに栄光あれ!>>と歌うように命じられました。ディオニシウスにおきましても、パシリウスに

おきましても、聖者たちの意克は一つで‘ございます、わたくしたちは讃美を三たびくりかえして、天

安たちと共に持を議めたたえ、 ローマの異端にならって四たびくりかえしはいたしません。<<ハレノレ 194ウ

ヤ、ハレルヤ、ハレルヤ、神よ、あなたに栄光あれ!>>と西たび歌いますのは、神のi忌み嫌われると

ころでございます。このように歌う者に呪いあれコさて話をもとにもどしましょう c 三番目の組、す

なわち力天使と大天箆と天震は、二番口の組を通して浄めをうけ、 《聖なるかな、聖なるか記、万平

の主エホパ、その栄光は天地tこ満つりと歌います。ごらんなさい、一一この讃美の呼びかけも三回

でございます。いとも浄らかな聖母は、ブ。スコブのエブロシークの弟子で‘ヴ、アシーリイと申す者に

境われなすって、ハレノレヤについてくわしくお説きになりました。ハレルヤにこめられております神

の讃美は大きうございます、しかし、さかしらぶるやからによる侮辱も大きうございます、一一彼ら

は、ローマの流犠にならって、聖三位一体を西たび唱え、聖霊が御子からも発すると申しておりま

す。このようなへりくつは邪悪であり、神と聖者たちに現われております。梓よ、われらが主イエス・ 195オ

キリストの御名によりまして、このよこしまなたくらみからまことの信者たちをお守りください、こ

のお方に、今のときも、絶えることなしとこしえに栄光がありますように。アーメン。

大アタナシウスは申しておられます、一一教し、を持ょうと願う者は、何よりもまず正教教会の信仰

を保たなければなりません、これを完全に正しく守らない者は、疑いもなく永遠に滅びるでありまし

ょう。正教教会の{言1rp~主次の通りでございます、わたくしどもは、三位一体におわすーっの神を、単

ーにおわす三位一体をあがめまつり、三つの位務を融合したり、唯一の本性を分割したりいたしませ

ん。一つは父の註格、一つは子の位格、いま一つは聖霊の位格であります、しかし、父と子と聖霊の

神性は→つであり、その栄光は相同じく、その荘厳は等しく永遠でございます。父のましますごとく、

Fもその通りにましまし、聖霊もその通りにし、らせられます。突は無始無許であり、 子は無始無終で

1 )エゼキエル去、 111，120 
2) (< A神 aBHT>>一一百矛l詩典的性格を持った r'l'代ロシヤの主物。
3)ニヅサの主教(33ラ-394)、パシりウスの弟。
4)グレゴリウスの兄で、カイザザヤの主教 (329-378)。
ラ)アヴァクムは、ニーコンの改苧ーにより《ハレルヤ》が従来ーより ..1[1]余分につけ加えられることに

なったのを非難している。

6)イザヤ i皇、 VI，30 
7)プスコア近郊の修道院の創カ:fr' (1481子t)o <<ハレルヤ》は三同ではなく、二1111唱えるべきことを
主張した。

8) f海道僧と Lての名はヴァルラーム。エフロシーンの《伝記》は、 1505-1510年の間に不明の作長
によってさかれたが、 1547年にヴァシーリィが更ι千を加えた。
9) カトリックの詰俳笛条では、《聖'，it:>>は《父なる神》と《子なる持》より発するとされているが、

ギリシャ正教では前者のみに隈られていたO アヴァクムi工、ニーコンの改革にあらわれたカトリッ

クの彩響を非難している。

10)アレクサンドリヤの主教 (293-373) アリウス説(父と子のー致を否定する)と割ったο
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195ウあり、聖霊も無始無終であります。交は創造されずに初めからいらせられ、子は創造されずに初めか

らいらせられ、聖霊も創造されずに初めからいらせられます。父なる神、子なる持、聖霊なる神は、

三つの神ではなく、一つの梓でございます。それは、三つの創造されずに初めからいらせられるもの

ではなく、一つの創造されずに初めからいらせられるもの、一つの無始無終でございます。同様に、

父は全能のお方であり、子は全能のお方であり、聖霊も全能のお方で、あります。また同様に、父は時二

解を絶したお方で、あり、子は理解を絶したお方であり、聖霊も理解を絶したお方で、あります。しかし、

三つの全能の方々ではなく、唯一の全能のお方であり、三つの理解を絶した方々ではなく、唯一の理

解を絶したお方、唯一の一切を超越なされているお方であります。この神聖な三位一体Iこは、前後の

別もなく、大小の到もありません、しかし、この三つの位格は、共に等しく永遠であり、相同じもの

でございます。特別な点は、父に捻出生がなく、子は生まれたまい、聖霊は発出せられたものである

196オことです、 もちろん神聖と王国はいずれにも共通でござし、ます。(さてあなたがたの故いのために、

神の御子が御託身なされたことについても、お話しておかなければなりません入無量の大慈大悲ゆ

えに、神の調子は、父なる持のふところを出られ、浄らかな聖童女の中tこ宿らせたまい、時が至りま

したとき、聖霊と聖母によりまして肉体を与えられ、人となられましたっそれからわたくしたちのた

めに苦難にあわれ、三司目によみがえりたもうて、天に昇られ、上天の神の名手にお坐りなさいまし

た、そして、万人をそれぞれの所業に応じて裁き且つ応報をき二えられんがために、再臨なさろうと患

っておられます。この王国には終りはござし、ません。この調企ては、持におかれましては、アダムが

創られます前から、彼がかたどられる前から、おありでござし、ました。(父の得はからしう。父は、《わ

れらにかたどり、われらのかたちに鉱せて、人を高11ろう》と子に申されました。子は、 4父よ、創り

ましょう、 でも人は罪をおかすでるりましょう》と答えました。父はまた申されました、《おお、わ

196ウがひとり子よ! おお、わが光よ! おお、子なるキリストよ! おお、わが栄光の輝きょ! 自ら

の創ったものを気づかうのであれば、おまえは老少不定の人間の姿をかりねばならね、して、地上を

めぐり、使徒たちをうけいれ、苦しみをなめ、すべてを成しとげねばならぬ》と O そこで fは、《父
こころ

よ、あなたの得意がむわれますように!)}と答えました。そのあとで、アダムが長Ijられましたδ くわ

しく知りたし、方は、《真珠母集》の《縄託身の話》を読みなさい、そこにちゃんと書いてございます。

わたくしは、神の御意を知っていただくために、ざっとこれに触れておきました。このように神を信

ずる者は、誰一人として恥じることがないでしょう、また信じない者は、前に述べたアタナシウスの

言われる通り、罪せられて、永遠に滅びるでありましょう O わたくし、可祭長アヴァクムは、このよ

うに信亡、このように信仰を告白します、この信仰を抱いて、わたくしは生き、そして死んでまいり

ます。

わたくしの生国は、ニジェゴーロド地方、クドマ河のかなた、グリゴログォ村でございます。わた

くしの矢はピョートルと申して可祭でございました、母は一一一マリヤ、修道女の名をマノレファと申し

197オました。父は酒にうきみをやっしておりましたが、母は精進と新議tこはげみ、つわひごろ神の畏れお

おし、ことをわたくしに教えてくださいました。いつぞやわたくしは近所の家畜が死んだのを目にしま

1 )従来は、 << HeT KOHua }) (終わりはなし〉と書かれていたのが、改，11ft:俺<(He 6y，瓦eTKOHua )} 
(終わりはなレであろう〉と改訂された。アヴアクムたちは、この改訂の中に、宗教合liiJ振の異端
的見解(キリストのT=.同がかつて中断され、キリストの再臨によって再開されるとする)を認め、

神の王国に中顕がないことを主張した。

2) << MaprapHT })一一コンスタンチノープルの総主教で、 ズラトウースト《黄金の弁舌》と呼ば

れた聖ヨハネ・クリソストムス(347-407)の説教集。ロシヤでは、 《マルガリーはは14世紀に
ブノレガリヤ訳で知られるようになった。モスクワでは1641年に出版されている Q
3)ヴオノレガ右岸の支流。

4)現在のゴーリキイチIi、ポリシヱ・ムラーシキノ[夫。
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した。その夜、起きあがって、死に思いをめぐらしながら、聖{象の前で自分り魂のためにいたく泣き

ました、わたくしもまた死ななければならないのですから。このときから夜ごとの訴りがわたくしの

ならわしになりました。その後、わたくしの母がやもめになり、わたくしがえたくしてみなし子になり

ましてから、親類縁者に追いだされました。母はわたくしの結婚を望みましたじわたくしは救いの道

のム:となる長を授けたまえと聖母にお祈りしました。同じ村tこ、やはりみなし子のま良が一人おりまし

て、つねひごろ教会に通いつけておりました、一一娘の名広アナスターシャと中しました。彼女の父

はマルコと中す鍛冶屋で、たいそう浴福でござし、ました。しかし、彼が死んでしまいますと、後に浅

された財産はすっかりなくなってしまいました。彼女は貧しい暮らしをしておりました、そして、わ

たくしと結婚させてくださいと神に薪っておりました。さて、神の思召しによって、その通りになり 197ウ

ました。その後、精進に精進を重ねておりました母が、神の鰐もとにみまかりました。わたくしは遂

われて53IJの土地に移りました。二十ーの年に補祭に任ぜられ、二年後に司祭の位を長けられましたっ

司祭を八年勤めましてから、正教の主教たちによって可祭長に任ぜ、られました、一一それから二ト年

の月 Bが流れました、従って、僧職についてから合わせて三十年になるわけでございます。

{曽聴にありましたとき、わたくしに辻たくさんの教子がございました、一一今までtこ冗百人か六百‘

人になるでございましょう。罪人なるわたくしは、教会で、家部で、辻で、町で、村で、さてはまた

ツアーリの簡で、シベリヤの地で、神の御言葉を説き旦つ教えながら、たゆまず励んでまいりました

一一一それ以米二十五年ほどになりましょう Q

わたくしがまだひらの可祭でありました時分、たくさんの罪を負い、ありとある乱行政義の悪事を 198オ

おかした若い女が、わたくしのところにざんげをしに来たことがござし、ます。彼女は、教会で、福奇書

を前Iこして、涙ながらにくわしく話しはじめました。ところがわたくしは、まことに罪深い医者でし

て、自分の方が病にかかり、みだらな簿念の火に身内を燃えたたせたので、ございます、そのときわた

くしはすzい思いでいっぱし、でした。わたくし誌ろうそくを三本ともし、読経台の l~に出え、右の手を

炎にかざして、欲't吉の火が消え失せるまでそのままにしておりました。それから、 ~'f\" 、v..ーをひきとら

せ、 w点を脱ぎ、おも寄りをしましてから、悲嘆にくれて家路につきました。それは真夜中のことでし
た、わが家につくと、聖像の前で両の日が腫れあがるほど泣きました、そして、わたくしを敦子たち

から引きはなしてくださいまし.わたくしには誌がかちすぎ、肩にたえがとうござし、ますから、と A

，むに神にお訴りいたしました。わたくしは地面にうつ試せに割れ、いっそう痛ましく泣きました、そ

して伏せったまま、忘我の境におちました。と、れほど泣いていたのかわかりませんが、わたくしの心

阪にヴォルガの誌とりが浮かびでました Q 見ると、二つの金りふねが整然と進んできますc ふねの棋 198ウ

も金、砂L住も金、何もかも金づくめです。 ふねにはそれぞれ舵耳元りが一人ずつ乗っています。わたく

しは、 <<，&;のふねかね?>>とたずねました。すると彼らは、《ノレカーとラヴレンチイのふねですよ》

と答えました。この二人はわたくしの教fでして、わたくしとわたくしの a家を救いの道に導き、存Ir

の御子?にかなってみまかった人たちで、ございます。それから三番口のふねがrlにとまりました、それ

は金ではなくて、色さまざまなまだら模様一一赤や白や占や黒や灰色一ーで彩られておりました、そ

の美しさ、素晴らしさは、人間の智恵ではとてもはかることができませんつ晴れやか託行者が、とも

1 )結婚した時、アヴァクムは17歳、アナスターシャ;主凶長であった。
2) アヴァクムは、グリゴログォの村人と折合いが志く(1京Iペはよく分からな L、入ニジェゴ一戸ドj也

}jのロパチーツイ村に移にここで宅戟に人ったコ

3) 従って、アヴアクムは、 16421f-1こ能祭、 16壬毛王子に IfJJ;号、 16ラ2年に If]祭長に任ぜられた O ロパチー
ツイ点在はこの1642年から1652年までし IiJ 1';宅長のfT:1也は、ユーリェヴェツ〈現在のイワノフチ1'1)。
4 )アヴァクム i土、日分の r.ょ:導期 fl司令2ラ年と L て L 、る ;'j. 、 IÌÎj に t_~f かれて L 毛るように、実際の憎戟WW\I

¥.t301tである O 佼は、そのj也{，'!:と若年のために教子を持ち得たかった捕察時代の 2年間と可車内始

めの立Hrl¥lそここで{主除外 lてL、石、
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に坐って、ふねをあやつっています。このふねがわたくしを呑みこまんばかりの勢いで、ヴォノレガか

らわたくしめがけて進んできますo<<それは誰のふねだ?>>ーーとわたくしは大声で叫びました。ふね

の乗手は、《あなたのふねで、す! さあ、たっての望みなんで、すから、奥さんや子供さんたちと一緒に

199オ乗ってゆきなさい!)>と容えました。わたくしはびっくりして起きあがり、《この夢は何なのだろう?

あの船旅はどうなるのだろう?>>と考えました。
よみ なやみ

その後まもなく、死の縄われをまとい、陰掃の苦しみわれにのぞめり、われは患難とうれえとにあえ

り、と聖書に書かれておりますような事態が、わたくしの身にふりかかりました。ひとりの村おきが

さるやもめから娘を取り上げました、わたくしはこのみなし子を母親に返しなさいと彼に頼みまし

た。ところが彼は、わたくしたちの懇願に写もかさず、わたくしに怒りをま暴発させ、おおぜ、いして教

会に押しかけて、死ぬほどわたくしをぶちのめしました。わたくしは半時間あまり死んだように横た

わっていましたが、神の思召しで;'.btミたび患をふきかえしました。彼は、おそれをなして、娘をわた

くしに引き渡しました。その後、彼は悪魔にそそのかされて、教会tこ持しかけ、わたくしを打ち、法

衣をまとったまま両足を摘んで引きずりまわしました、そうされている関わたくしはお祈りを唱えて

おりました。

その後、到の村おさが、あるときわたくしにひどく腹をたてました、一一ーわたくしの家に乗りつけ

199ウて、わたくしを打ち、犬のようにわたくしの指に禽をたてました。喉が血でいっぱいになりましてか

ら、彼はわたくしのチーから掲を離し、わたくしをうっちゃって、自分の家に引きあげました。わたく

しは、神tこ調礼を申しあげ、子に小ぎれを巻いて、晩祷に出かけました。道を歩いておりますと、二

了の小さなピストノレを手に、彼がまたもやわたくしに襲いかかりました。彼はわたくしのそば近くに

来て、ピスト/レを発去すしました、神の思召しで火薬は火lIIlの中で燃えつき、 ピストノレは不発におわり

ました。彼はそれを地面に叩きつけ、もう一つのピストノレを発射しました、しかし神の思召しはかわ

りませず、ーーこのピストルも不発におわりました。わたくしは歩きながら、一心に神にお祈りをさ

さげました、それから片手で十字を切って彼を祝福し、彼に抵く頭を下げました。彼はわたくしに悪

200オ態をつきましたが、わたくしは《イワン・ロジオーノヴィチ、あなたの ~~1 に持のお恵みがありますよ

うtこりと彼に申しました。 (E:彼は教会の勤行のことで、わたくしに腹をたてていたので、すO 後は早

く切りあげてほしかったのですが、わたくしは提どおりに急がずにお勤めをしておりました。それが

彼にはいまいましかったので、す。 (11ウ)Jその後、彼はわたくしから家を取り上げ、あらいざらい奪

い取って、わたくしを開きだし、道中のパンさえくれませんでした。

今わたくしの息子のプロコーピイは母親と一緒に土牢に入れられておりますが、この子が生まれま

したのは、ちょうどこのころのことでございます。わたくしは杖を手にし、母親は洗礼のすまぬ赤児

をかかえ、神のお導きにまかせてさすらいでました仁B:わたくしたちは、出発し、聖歌や福音書の

唱句を大きな声で歌いはじめました。わたくしたちは、 《錦昇天のありし後、 山のぼりゆく弟子たち

に、主の御姿を現わせば、皆その前にひれ伏しぬ》としづ歌を、おしまいまですっかり歌いました。

わたくしたちの先頭には聖橡がかかげられておりました。わたくしの家にはたくさん歌い手がござい

ました。わたくしたちは涙ながらに歌い、天をイrp1.、でおりました。この地方の見送りの人々、男、

女、子供たち、おおぜいの人々が戸をあげ、で泣き悲しみ、わたくしは断腸の患いがし、たしました、

彼らは野ベ遠くわたくしたちを見送りに来たので、す。わたくしはお祈りのためにもうけられた露につ

き、神を讃めたたえ、彼らに神の教えを説き、祝福を与えて、やっと彼らを家に帰し、家人らと共に

先へ進みました。く12ウ一一日オ)Jわたくしたちは、道すがら、その昔ピリポが宣官を洗礼したよう

1 )詩語、 CXIV， 3-40 
2)アヴァクムの次男く1648生〉。母、元イワンと共にメゼー γの土牢に入れられたことについては、

この告伝の後半に詳Lく書かれている。
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に、赤児に洗礼をほどこしました。わたくしはそスクワにたどりつきますと、ツアーリのざんげ聴問

僧である司祭長スチェファンと可祭長イワン・ネローノプのところにまいりました。彼らはツアーリ

にわたくしのことを請しました。ツアーリがわたくしを知るようになりましたのは、このときからで

ございます。神父たちは、公の書:lKを持たせてわたくしをもとの任地に送りかえしました。やっとた
どりついてみますと、一一一わが家の壁は崩れおちておりました。わたくしはあらためて家の整鋸にと

りかかりました、ところが悪震はまたもわたくしに騒ぎを1)Iきおこしました。鈴のついた手太鼓やロ 200ウ

シヤ・ギターをたずさえた態度いの晶座が、わたくしの村にやってきました。わたくしは、罪人なが

ら、ひたすらキリストを思うあまりに、後らを追いはらいました。わたくしは一人で多勢の前に立ち、

野ベで道化の仮而や手太j誌を紅ち砕き、二頭の大熊を反り上げました、 づ頁はぶちのめしました

が、また息をふきかえしました、もう・頭は野原に放してやりました。さて、知事就在のためカザン

に向かつてヴ、ォルガを下っていたワシーリイ・ベトローグィチ・シヱレメーチヱブが、こむことでわ

たくしを船に引き立て、さんざん罵倒したあげく、詳をきれいに弟Ijりあげた自分の息子マトフェイに

祝福をう二えよと命じました。わたくしは、彼のみだりがましい顔を見て、祝福を与えず、聖書を引い

て彼をj去りました。この民族はかんかんになって、わたくしをヴォルガにほうりこめと命じ、さんざ

んι二しめたあげく、タおこ突き出しました。しかし、民になって彼らはわたくしにやさしくするように
なりました。絞らはツアーりの陸えの開でわたくしに行しを乞い、夫人のワシーリエヴナはわたくし

の合iIiの教子になりました。神は御白すのしもべたちをこのように導きたもうのでござし、ます 201オ

活をもとにもどしましょう。その後、~Ijの村おさがわたくしにひどく践をたてました。彼i土手下の

~どもをう i き述れてわたくしの家に来りつけ、矢を紋ち、 ピストノレを発射して、襲し、かかりました。

そのとき、わたくしは一室に閉じこもり、《神よ、あなたむおはからいによって、伎の心を和らげ鎮め

たまえらと泣き誌がら神にお祈りしました。彼は聖霊に逐われて、わたくしの家から遺散しました。

さて、その夜、彼のところから人々がかけつけ¥おいおし、泣きながら、わたくしを呼びたてました、

一一一《やさしい神父様!エプアイ F ミイ・スチヱアァーノヴイチガ死にそうでございます、あの }j~ 土

伐しく nq.ひ、たて、われとわが身をHち、 111:ιl、をついて、一 アヴァクム神父iこ会わせてくれ!あのh

のために神様の誤が当たったのだ! とおっしゃっています丸一一わたくしは、自分をわなにかけよ

うとしているのだなと君、うと、身内が寒くなりましたっそこでわたくしは、神にこうお祈りしました、

←ーー《ほの胎内からわたくしを導きたまい、燕カミら'j:.あるものにわたくしをお自IJりくださいました神 201ウ

1) CM.誼徒行伝、 VIII，27-38.， 
2 )アヴァクムがロパチーツイからfは仰にモスクワ i二逃jしたのは、息子プロコーピィの誕生1(1・向、

16481j三のことである υ

3 )スチェファン・ヴォニブアーチェア(1656死)0 1645年または1646年からモスクワのヴラゴヴェシ

チェーンスクキ訟の IIJ~lとなっとめ、ツアーリのざんげ l掠間僧でも;らった、いわゆる《敬神会》り

指;[1.:(f 0 

4)イワン・ネローノフ (1591--1670)01646年または16471Fからモスクワのカザン寺あ'ごの司祭j去をつ
とめた。アヴアクムのざん;刊誌間僧。改jif*t:~'こ反対し、ニーコンの迫害にあって、後に安~を I1召したっ

5)遊興の来土、五人、 j引となどは、当時政府と教会によってきびしく以締まられていた。

6 )シェレメーチヱフ(16ラ9タビ〕。伎がモスクワからカザンi二主どいたのは1648年 7月末または 8月初め

である O jぶって、 1648年の li江、1';ニモスクワに逃れたアヴァクムl士、車;にはロパチーツイにiえってい
k こと iJ~ 才ョカ逸る 3

7)辞そりの風習は、 1611上紀に IJl.j欧からロシヤに入ってきた。当11)ーの指1f!jたち、 15に府主投ダニーノレ
は、!民t{{}を棄すとの理由で(当時かなり広まってし、たり;色とも関連して〉、この新しい民??をJl士揮し
たり《敬科I会》の{曽{呂たち、特にアヴアクムは同じJ:IH[11でi放しくこれに反対していた。

8)壬スクワ・ロシヤでは、官(IJ近すiーたちはよ白ど毎日ツアーリの抑えのIt¥lに集まるならわしであったJ
9) アヴァク人の弔エフフ fーミイ・ベトロブゎ

93 



松井茂誰訳

ょ! もしわたくしが絞め殺されましたなら、わたくしをモスクワの府主教フ 4 リップの聖列にお加

えください、もしわたくしが斬り殺されましたなら、わたくしを予言者ゼカリヤの聖列にお加えくだ

さい、もしわたくしが水に沈められましたなら、あなたがベルムのスチェファンになさったように、

わたくしをいま一度お救いくださいまし!丸一一そして、お祈りを唱えながら、エフフィーミイの家

に向かいました。屋敷に連れてゆかれますと、彼の妻ネオニーラがかけ出してきまして、わたくしの
かて

読をとり、《ょうこそ、やさしい神父様、 さあお入りくださいまし、 心の糧をお与えくださる尊いお

方!>>と申します。そこで、わたくしは、《これ誌異なことを! さきほどはちくしようで、今は碑父

様だなんて! どうやらキリスト議の鞭がぴりっときいたようですな、あなたの御主人がすぐ後悔な

202オさったんで、すから h と答えました。彼女は、わたくしを室に通しました。エプブイーミイは羽ぶと

んから跳びおきて、わたくしの足下に身を投げ、えも言われぬ様子で懐突し、 《神父様、お許しくだ

さい、神tこ対し、またあなたの前に罪を犯しました!>>と申しました。そして自分は全身をわなわな

と震わせているのです。そこで、わたくしは、《あなたはこれから達者でいたし、かね?>>と申しました。

彼は横たわったまま、制まい、その通りでござし、ます、神父様!>>と答えました。わたくしは、《立ち

なさし、!神はあなたをお許しなされますぞ!>>と申しました。彼はきっく懲らしめられましたので、

一人で立ちあがることができません。わたくしは彼をかかえ起こし、ベッドにつかせてやりました、

それからざんげを聴き、聖油を注いでやりますと、伎は元気になりました。キリストはこうなるよう

に君、召されたので、す。明くる朝、彼は丁重にわたくしを家に送り婦しました、それから妻と共にわた
しもA ふせ

くしの教子となり、りっぱなキリストの僕になりました。 このように神は高ぶる者を拒ぎ、へりく、、、、、、、、、、、、
だる者に恵を与え給うのでござし、ます。

その後まもなく、ほかの人たちがまたわたくしをこの土地から逐い出しました。わたくしは足を引

202ウきずってそスクワにたどりつきました。神の御旨によりまして、ツアーリはヴォノレガのほとりのユー

リエヴェツの司祭長にわたくしを主命されました。そこでも謹かの間一一ほんの八週間暮らしただけ

でございます。恵、賓が僧侶や吉姓や立たちをそそのかしたので、す、一一一絞らはわたくしが聖務を執っ

ていた総主教事務所に押しかけ、おおぜいで、わたくしを事務所から引きずり出しました、一ーその数

はおよそ千人か千五百人ほどでした、一一彼らは道のまん中で、わたくしに捧をくらわせ、踏みつけま
かど

した、女たちは火掻き棒を手にしていました。何の霞果か、死ぬほどぶちのめされて、役所の角にほ

うり出されました。知事が砲手たちを率いてかけつけました、後らはわたくしを抱えあげ、馬に乗せ

てわたくしの家へ飛ばしました。知事は砲手たちをわたくしの家のまわりに配置しました。群集がわ

たくしの家に押しかけ、町中が大騒ぎになりました。わたくしのために淫らな所業を押さえられてい

203オた楢侶と女たちは、《あの泥棒野郎、ちくしょうめをぶち殺せ、死援を溝にほうりこんで犬どもにく

れてしまえりと人一倍わめきたてました。わたくしちょっと休養をとり、三日目の晩、妻子を残し

。フ 4リップ(1507-1569)。イワン霞帝の命で、マリュータ・スクラートフに絞殺された。
2) 12入のいわゆる <dゅ予言者の」入。 j日約のゼカリヤ書の作者。伝説によれば、籍手荒な暴露的予
言をしたために、紀元前520年領、斬殺されたと伝えられている。
3)スチヱファン(1396死〉。エピファーニイ・プレムードルイが5世紀の初めに書いたスチヱファン
の長記によれば、設は真の信仰について魔法使と論争し、水と火の試練によって結蓑をつけること

になった、しかL魔法{吏法最後の瞬間に恐怖におそわれて粍fえした。

を)CM. Jレカイバ、 XV，18 (放蕩怠子の話〕。
ラ〉ヤコプ書、 IV，60
6)アヴアクムの 2窓口のモスクワ逃亡は、 1652年の少くとも 5月の初めより吉iiと考えられる。
7)ニージニイ・ノーヴゴロド(現ゴーリキイ市〉の上流 146キロにある商業都市(現イヴアノヴォ
州、ユーリエヴェツ市〉。

8)民衆がアヴアクムに制裁を加えたのは、被の厳栴きのほかに、彼が総主教領の税金をきびLく取

立てたことにも原内がある Q
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て、二人の仲間と一緒にヴォルガを上ってモスクワに逃れました。コストロマーについてみますと、

一一一ここでも司祭長ダニーノレが逐い出されていました。ああ、何と悲しいことでしょう! どこにい

ても悪魔のために辛い思いをしなければなりません! モスクヲにたどりつきますと、ツアーリのざ

んげ聴問僧スチヱファンのもとにまいりました。伎は、 《どうして教会を捨ててきたのか?>>と悲し

げな頭をしました。かさねて辛い思いをしようとは! さて夜になりましてから、ツアーリが読福を

受けにざんげ聴問措のところにやってきました、そこにわたくしがし、るのを弓にとめられて、 《どう

してfIIfを捨てて来たのかヲ》と申されましたので、またまた辛い思いをしました。一一ー妻や子供、そ

れに引か、たち、二十人ほどの者がユーリエグェツ~こ残っていました、後らが一一生きてるものやら、

殺されてるものやら一一ーとんと分かりません! そこでまた悲しい気持になりましたコ

その後、わたくしたちの友で、あるニーコンが、 ソログヱーツキイ{曽院から府主教フィリップの聖遺 203ウ

骨を運んできました。彼の到左ずる弟、ツアーリのざんげ聴問僧スチェファンは、教毘の{中間たちと

A緒}こ、 ・週間、我々の魂を救う牧者を与えたまえと、総主教のことで神tこ祈り、精進いたしました、

一一わたくしもその中に加わっておりました。わたくしは、カザソの府主教コノレニーリイと共に、ざ

んげ諮問僧スチヱブアンを総主教にしてくださるようにとの請願をしたため、告らの手で署名して、

ツアーリと王妃に差し出しました。しかし、スチヱファンその人はこれを望まず、府主教ニーコンを

推しましたο ツアーリは彼の言葉に従いました、そして、モスクワへの途上にあったニーコンに宛て

て、 ノーヴゴロドとヴエリーキエ・ノレーキ、ならびに全ロシヤのモ聖なる府主教ニーコン師に得挨訪

中し i二げます云々と、手紙を書き送りました。復は、至Ij著すると、わたくしたちに対して弧のように

ふるまい、接を低くして御機謙をとりました。伎は、自分が総主教にされるに違いないと心得ていた

ので、どこからか邪魔が入りはしないかと心配していたのです。彼のこうしたずるいやりくちについ

ては、たくさん話すことがござし、ますコ CB:ツアーリが伎を総主教に招きましたが、彼はなりたくな 204オ
告)

いような額をして、ツアーリと人々を，心配させました、しかし、毎晩アンナと到来に努め、悪賓と共に

懸命の努))をして、法折な立F7X毛と?言、、によってツアーリを龍結し、例!の思{~しによって総 t.教の{立に

ついたのでございます。(15ウ)Jいったん総主教の盗につきますと、伎は友人たちを邸内のtUF堂iこ
さえ通そうとしなくなりました。そしてすぐさま毒気を吐きはじめたので、ございます。復活祭言ijの大

斎期にカザン聖母寺のイワン・ネローノフに通達を送ってきました。伎はわたくしのざんげ聴問僧で

ございました。わたくしはず、っと彼の教会に住んで、おりまして、改がどこかへ出て留守のときには、

わたくしが教会をあずかつておりました。わたくしには、故人となったシーラ i司祭J去の後任として、

クレムリン舟の救世主守践に任命されるという話がございましたが、神はこれをお望みになりません

1) 1652年の:H;長官。涼 I々は、アヴアクムの場合とい]じく、 ダニールカ;教民i亡を厳格に掠ったことに
トコr
《人生}、

2 )ニーコンがブイリップの県Ji'i'I'ì'をソローフキからモスクワに移したのは、イワン ~1i慌のIi寺111:にフ

ィヲツブの絞殺によって失暁させられた教会の権威を高める UI白であった。ニーコンはツアーリの

命を受け、 16ラ21r3月1111;こ遺骨を取りに出発し、 7 ) J 6 Il iニiえった。
3) 総主教ヨシブは、 1652~ド 4 )J 1ラ口に死亡し、後任がjえまっていなかった士

毛〉このる古溺13は弓ur=しなし。
5 )アレクセイ常がノーヴゴロドの府主教ニーコンに宛てて、総~L教ヨ予フの死(16ラ21r 4月15口)
ずどう'211らせた手紙は、 16ラ2年のラ)Jに出された

6) Ir(iとして総主教就任合-tuんでし、たニーコンを説き伏せるために、ツアーリ(土質いて彼に1111)主主乞
うた。ニーコンはツアーりと大貴族たちに絶対服従を晋ーわせた上でポ諾した。

7)アンナ・ミハーイロヴナ・ルティーシチェワ一一フヨードル・ルティーシチヱフの姉妹で、

コンの改不の熱烈な支持者であったコ

8) ニーコンの総主教就在は、 16ラ2年7)]2ラ[l

9) 総 I~ ~支部内の畏見及び会 l義主
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でした。それにわたくしも気乗りがしませんでした。わたくしはカザγ聖母寺が気に入っており、そ

こに止まって、民衆に聖書の話を開かぜておりました。たくさんの人々がやってきました。一ーさて、

ニーコンは、その通達の中に、《某年某E。聖なる使徒ならびに聖なる教父たちの伝統にのっと仏教

会において艶拝すべからず、腰まで日11頭すれば足る、さらにまた三本の指にて十字を切るべし》と書

204ウいてきました。わたくしたちは額を集めて、考えこみました。苦難の冬が迫っていることが分かりま

した、心頭は凍り、足は震えはじめました。ネローノフは、教会をわたくしに託し、ただ一人チュー

ドフ僧院にこもり、一一七日のあいだ僧房でお祈りをいたしました。伎がそこでお積りをしていまし

たとき、聖繁から彼にお戸がかかりました、一一ー《苦難の持は至れり、汝らひるむことなく苦しむ

べし h と。伎は涙ながらにこれをわたくしに話しました。それから、ニーコンによって後にノーヴ

ゴロドの地方で、火刑に処されたコロームナの主教パーヴェルに話しました。その後で、コストロマー

の可祭長ダニーノレに話し、さらにまた教団の僧全一員にも話しました。わたくしとダニーノレは、十字を

切るときの指の組み方と札拝の仕方について教父たちの書物から抜華をとり、ツアーリに差し出しま

した。この抜輩はたくさんございました。ツアーリがこれをどこに穏してしまわれたのか、わたくし

にはわかりませんO どうもニ一コンtにこ渡したので

205オ その後まもなくふ、ニ一コンは、 トヴヱ一リ門のカか込たわらの{増曽院で、タダ、叩、ニ一/ルレを捷え、 ツア一リの御前

で髪を切り落として破門しました。奴らは、彼の僧衣を剥ぎ取り、罵声をあびせ、チュードフ僧院の

パン焼場に引きたてました、そして、さんざん苦しめたあげく、アーストラハンに掩しました。そこ

で彼はし、ぱらの冠をかぶせられ、土牢の中で殺されました。ダニーノレが破門された後、チェームニコ

フの可祭長をしていたJJIjのダニーノレが捕えられ、ノヴォスパースキイ僧院に閉じこめられました。そ

れからニーコ γは、司祭長イワン・ネローノフを捕え、一一一教会で設の僧帽を宗iぎ取り、シーモノフ

僧院に閉じこめ、その後ヴォーログダのスパーソフ・カーメンヌイ憎践に追故し、更にその後コーラ

の岩に流しました。そして最後には、あまたの苦難をなめた後に、この不幸な人は力尽きてしまいま

20ラウした、一一三本の指でト字を切ることを認めたのです.そしてぽっくり死んでしまったので、ござし、ま

す。ああ、何と悲しいことでしょう! 自ら立てりと思う者辻、倒れぬように必せよ。)主の御言葉に

1) 1653年のこの通達で、エプレム・シーリンのざんげの祈轄の際の麓拝の数を17同から 4自に減ら
すこと、十字を切る際の 2本の指を 3本の指に改めることが指令された。

2) クレムリン内の{曽院。

3)パーヴェノレ(1656JE)。ネローノフの友人で、ニーコンの改革に反対した。 1654年の宗教会議の
後、{曽職を解かれて追放された。説によれば、長く迫害を受けた後、ニーコンの命により、ノー

グゴロド地方のフトゥインスキイ僧院で殺されたと伝えられ、又一設によれば、ノーヴゴロドで火

あぶりにされたと伝えられている。

4) この抜草は現存しない。

5)モスクワのストラースナヤ広場(現プーシュキン広場〉にあるストラースヌイ僧錠 3

9)現在のそルドグァ宮治共和国内。

7)モスクワにある{曽説。

8)モスクワ南東の郊外にある憎院。

9)ヴオーログダの北45キロ、クペンスコエ湖上の小島にあった。

10)ネローノフとニーコンの最初の衝突は、ネローノフがムーロムの司祭長ローギンの震を持ったこ

とから起こった。ネローノフは、 15ラ3年7月にスパーソフ・カーメンヌイ僧院に流され、次L、でコ
ーラ半島の城砦コーラに流された。

11)ネローノフは、 1667年になって、ツア一人総主教、全体宗教会議(1666-1667)に書を送り、
節を屈して許しを乞うた。彼は、 1670年 i月2日、信院長の位で世を去り、モスクワのダニーノレ僧
院に葬られた。アヴアクムは、ネローノフが変節したにもかかわらず、彼に緩い態度でのぞんでい

るO これは、ネローノプがアグアクムに対して官に同信的立場をとってきたことによる。

12)コリントliij-51
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ありますように、もしなし得ベくんば悪賓の選民をも惑わさんとする恐ろしい時代になったのですJ、、、、、、、、、、、、、、、、、、、、、、、
わたくしたちは、どうかわたくしどもに救いと患寵をお与えくださいましと、一心不乱に神にお祈り

しなければなりまぜん、なぜと中しますに、神は慈悲深〈島らせられ、人々を心から愛しておられま

すから。

さて、わたくしも晩譲の場でポリース・ネレジンスキイとその読兵たちに捕えられました。わたく

しと一緒に六十人ほどの人が捕えられ、牢屋tこ連れ去られました。その夜、わたくしは鎖をかけられ4

て総主教の館に閉じこめられました。日曜ヨの夜が白みかけるころ、奴らはわたくしを指馬車にのせ、

両手をまげさせて、総主教の麓からアンドローニエフ積院に連れてゆきました。そこで鎖、をかけられ 206オ

たまま暗い地下室にほうりこまれ、三日のあいだ、飲まず食わずで過ごしましたコわたくしは|告閣の

111におりまして、鎖をかけられたまま礼拝を行なっておりましたが、どちらが束でどちらが酉か一ーと

んとわかりませんでした。誰一人わたくしのところにやって来ません、いるものといえば、ただ鼠と

油虫だけ、それにこおろぎが鳴いており、蚤がふんだんにおりました。三日目に、わたくしはとても

ひもじくなりました、一一つまり麗がぺこぺこになったので、す、一ーさて、晩薦を終えましたところ、

誰やらわたくしの前に立っております、それが天捷なのやら人間なのやら(一一わたくしにはかし、もく

わかりません、今だって合点がゆかないのですが、後tヱ暗闇の中でお祈りを唱えましてから、わたく

しの諸に手をかけ、鎖ごとわたくしをベンチのところに連れていって、人I~らせました、そして、小さ

な匙をわたくしの手にのせ、パンとスープを少しばかりわたくしに食べさせてくれました、一一一何と

ま島おいしし素散だったことでしょう!一一そこで彼は、《結構、これで、十芳元気がつくよりとわ

たくしに申しました。そしてぱっと姿を請しましたコ扉はあいていなかったのに、いえEくなったので

す! 人間だったとしたら一一不思議な話です、でも天使だったとしたら、何もあやしむにあたりま

せん、-ーし、かな場所でも天使の通れなし、所はございませんから。明くる朝、橋詰長と穆道僧たちが 206ウ

やって来て、わたくしを引き出しました。彼らは、4どうして総主教の言われることを聞かないのだ?)> 

と文句を主らべました。そこでわたくしは、望書をヲ11.、てさんざん彼を非難し、罵ってやりました J

彼らは大きな鎖をはずし、小さな鎮をかけました。彼らはわたくしを一人の穆道常に監督させ、教会

に引きたてるよう命じま Lた。教会のそばで、絞らはわたくしの髪をヲiっぱり、協接を突っき、 j裂を

揖んで揺すぶり、 i裂に時をIH:きかけました。神は現役でも来i止でも彼らをお故しなさるでしょう、そ

れというのも、これは彼らの仕業ではなく、読者?な悪賓のなせる業でございますからっわた〈しは内

週間ここで過ごしましたコ

そのころ、わたくしに続いて、ムーロムむ司祭長ローギンがj言えられました。大聖堂で、礼詑式の

ときに、ツアーリの御前で、彼は破門されました。望さん奉献の際に、総主教は、 WJ祭長が頭上に村¥
71 

げた聖盆を耳元り、キリストの聖体をのせたその聖盆を祭壇の上に置きました、一方チュードフ情院長

のブェラポントは、内陣の外、祭壇中央の扉のそばに、聖杯を手にして立っていました〆ああ、キリ 207オ

ストの聖体と聖杯を離しておくなんて、ユダヤ人の所業にも劣るではなし、か! 彼らはローギンを絞

門し、彼の{曽衣とカブタンを剥ぎ坂りました。ローギンは撚えさかる信イ阜の情熱にかられて、ニーコ

ンを罵りながら、内陣のしきい越しにニーコンのnに報を吐きかけました、それから帯を解いてルパ
ーシカを税ぎ、ニーコン目がけて内陣のI!qこ投げつけましたうあら不思議 f-彼のルパーシカはさ

1 )マタイ缶、 XXIV，24つ
2)アヴアグム;土、 16ラ3年8月21日、 I!峠tI! il)伐に捕えら，1Lた
3)モスクワ郊外の増設今

4) -lli l 、ギリシャ正教の習嶺では、 i，f[)j;こI('Jかつて礼拝することになっていたっ

ラ)クレムリン内のウスベンスキイ寺院コ

6)ローギンの破門は1653年ヲ月 1Bに行われた 3
7)墜さん用のパン σ
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っと広がり、まるで聖さん覆いであるかのように、祭壇上の聖盆を覆ったので、す。このとき王立己も教

会の中におられました。ローギンは鎖をかけられ、教会から引き出されました。そしてポゴヤグレー

γスキイ僧院につくまで、等と鞭で、打たれ、課のまま一室にほうりこまれました。銃兵たちが厳重な

見張りに立たされました。その夜、神が薪しい外套と帽子を彼にお与えになりました。明くる朝、こ

207ウのことがニーコンに伝えられますと、彼は大笑いして、 《わしはそういうまやかし聖者どものことは

先刻承知だりと言いました、一一そして彼から帽子を取りあげましたが、外套は彼に残しておきま

したっ

それから再びわたくしを僧浅から引き出し、読のように両手を広げさせ、徒歩で総主教の館にijIき

立てました、そして、さんざんわたくしと議論を戦わせてから、また連れ戻しました。その後、聖ニ

キータ祭の日に十字架行進がございました。わたくし詰また荷馬車に乗せられて、行列の来る方に向

かつて連れてゆかれました。彼らは、わたくしを薮門しに大聖堂に連れだし、礼拝式の詞しきいのと

ころに長いことわたくしを立たせておきました。ツアーリは王座を下りられて、総主教のそばに行か

れ、懇穎のすえ破門を患い!とまらせました。わたくしは設内をまぬがれて、シベリヤ庁をこ連れても予か

れ、書記のトレチャーク・パシマコープにあずけられました。彼は、今はサヴアーチイという名ゎ修

道僧で、キリストの御為に苦しみをうけ、ノヴォスパースキイ僧践の地下牢に閉じこめられておりま

す。神よ、複をお救いくださL、! 被はあのころわたくしに親切にしてくれたのでーす。

208オ その後、わたくしは妻子ともどもジベリヤに送られました。わたくしたちが道々どれ詰ど難援をし

ましたか、残らず話すとなれば、それは長い話になりますので、少しだけに止めるとしましょう。可

祭長夫人は赤ん坊を生んだばかりでした、一一この煎人が荷馬車に乗せられて、 トポーリスクまで連

れてゆかれたので、す。わたくしたちは、三千露呈を十三週間ほどかかって、高馬車、河舟、それに道

の半ばは議に乗って、どうにかこうにか進んでゆきました。

トボーリスクの大主教は、わたくしをさる教会に任命してくれました。そこの教会で、わたくしは

大きな災難にあいました。わたくしは一年半の間に五回も国事犯として密告されました。ある男、大

主教の役所の書記でイヮ γ ・ストゥノレナーと申す者でしたが、この男がわたくしをさんざん苦しめま

した。大主教がモスクワに出かけられました。その留守に、彼は悪棄にそそのかされて、わたくしに

襲し、かかりました。彼は何のいわれもなく、わたくしの教会の書記アントーニイを苛めようとしまし

208ウた。アγ トγは彼の手を逃れて、わたくしの教会に駆けつけました。イワン・ストゥノレナーは人々を

寄せ集め、 Bをあらためてわたくしの教会に押しかけてきました、一一わたくしは娩譲のおっとめを

しておりました、一一伎は教会におどりこみ、聖歌隊蕗で7 ントンの暑をう|っ撞みました。わたくし

はすぐ教会の扉を閉ざし、錠をおろして、誰も中に入らせないようにしました、一一ストヮルナーだ

1 )聖ニキータ祭(9月15日〉に、ウスペンスキイ寺院からニキータ措読まで十字架行進が行なわれた。

2)シベリヤ庁の下級書記。この後間もなく聖書改訂反対の請願書を出し、{修道{曽となった。

3)アヴァクムの事件は急速に処理され、 1653年9月17日頃、モスクワからシベリヤに送られた。

9 Ji 15日のシベリヤ庁の耳元調べでわかるように、当時アヴアクムには 4人の子供方弘、た。三人の息
子一一イワン(9船、プロコーピイ (5歳〉、むしニーリイ (8民、娘が一人一一アグワッピナ (8

歳)。

4) .~家 6 人の護送径路一一一モスクワ、ベレヤスラーヴリ・ゼレースキイ、ヤロスラーヴリ、 ヴオー

ログダ〈荷馬車〉、 トチマ、ウースチュグ・ヴヱリーキイ、 ソーリ・ヴイチヱゴーツカヤ〈水銘〉、カ

イゴロド、ソーリ・カムスカヤ、ヴェルホトゥーリエ、 トゥワンスキイ砦、チュメーン、 トボーリ

スク〈樟〉。 トボーリスク到着は12月の末。

ラ〉大主教シメオン〈アヴァクムの同部入)は、アヴァクムをトボーリスクのヴオズネセンスキイ教

会の耳祭長に任じた。

6) シメオンは、ニーコンヵ~I日教徒弾圧のため招集した宗教会議に出るために、 1654年 l丹22日に出

発し、年末までジベリヤを留守にした。
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Ilj祭長アグアグム自伝

げが、悪賓のように教会の中をかけずりまわっておりました。わたくしは晩爵を止め、アントンと

諸に、伎を教会のまん中の床の上に世らせ、教会を騒がせたかどで、革紐でしたたかに彼を打ちすえ

ました。ほかの連中は、二十人ほどおりましたが、聖霊に逐われてことごとく逃げ去りました3 わた

くしは、ストゥルナーからざんげのあかしを取り、彼を家に放免してやりました。ストゥルナーの身

内の{曽侶や修道僧たちは、同とかわたくしを破滅させようものと、町中の人を煽動しましたっ彼らは 209オ

真夜中に援でわたくしの家に乗りつけ、家の中に押し入ろうとしました、一一わたくしを掛まえて、木

の中に設けこむ葬段なので、す。しかし、後らは持ぉ威嚇に恐れをなして、退散しました。わた〈しは

疲らからこっそり身を轄し、ーと月認かり難儀いたLました。あるとき立教会で一夜を明かしある

ときは知事のところに逃がれました、 CB:公爵夫人は、わたくしを積の中に入れて送り出すことにし
ました、そして、竜神父さん、あ在たを見つけに人が来たら、わたくし段あなたの主に!-!~り主すからね》

と申Lました。知事もあの乱暴者たちを恐れていました、そして、わた〈しを見て涙にくれており主

したっ 09ウ)Jまたあるときは牢記入れて段しいと頼みました、一一ーしかし通してもらえませんで

した。マトフェイ・ロムコブが伺かとわたくしに付き添って守ってくれ宣しずこっ役立、修道橋となっ

てミトロプアーンと名乗り、一一後にモスクワでパーヴヱノレ府主教の下で聖器室係りとえr.1) ，構祭ア

ファナーシイと共に、犬聖堂て、わたくしの髪を切り落としました。当時は警長な男でしたが、今はJE

賓のノ主拘になり下がっています。さて、大主教がモスクワからお帰りになりました、そして、提を犯

した罪により、ストヴルナーを鎖につなぎました、そのわけ辻、ある男が自分の娘tこ不舗の所業をし

たのに、ストゥルナーが彼から半ループノレ銀貨を取って、この百姓を放免したからでございます。丈 209ウ

主教は、彼に樹を止めるように命じ、わたくしのことも引き合いに出されましたづところが、被スト

ヴルナーは、知事たちの役所に逃亡し、わたくしを《国事犯》として密告しました。知事たちは、彼

を上毅大貴族の息子ピョートル・ペケートブの監替にゆだねました。悲しいかな、ピョートルの屋敷

に死が訪れました。そのときのわた〈しの心も悲しゅうござし、ましたづ大主教は、わたくしと一籍に

思案しまして、近親椙姦の罪に関する規定により、四句祭の第一日曜日に大会堂でストゥノレナーを破

門しました。教会に来ていたピョート/レ・ベケートフは、大主教とわたくしを罵り、すぐに教会を出

てゆきました、屋敷へ向かう途中、彼は気がふれて、痛ましい非業の最後をとげました。きて、わた

くしと大主教は、町の人々が彼の罪業を嘆き悲しむように、死援を道のまん中に賓き、犬どもにくれ 210オ

てやれと命じました。-方、わたくしたちは、長後の審判の自に被にお赦しがありますようにと、三

日のあいだ一心に神にお顧し、し、たしましたσ ストゥルナーに詩情したために、被辻このような不幸を

招いたのです。大主教とわたくしは、三日後に、彼の死摂を自分たちで、ちゃんと葬ってやりました。

こんなしめっぽい話誌もう止めにしましょうう

さて、それから一つの指令が思きました。わたぐしが聖書をヲ ft 、てニーコンの異端を罵り、その手!~
5) 

を鳴らしているというかどで、わたく Lをトポーリスクからレナへ流せというのです。そのころ、わ

たくし宛てにモスクワから一通の手紙が居きましたっわたくしの二人の弟は、雪中で主主己に仕えてお

りましたが、二人とも妻子ともどもペストで死んでしまいました、また友人や身内の多くの人たちが

い公爵ヴァシーリイ・イワーノヴイチ・ヒ yレコフワ614--1677)01652年ラ月31円から1656年2月17
日まで、 トボーリスクの知事を勤めた(

2) IIIU二知事夫人。

3)アヴアクムの礎門は、 1666午5丹13n，
4)シメオンの帰着は、 1654年12月25nっ
ラ7アヴアグムのトボーリスク滞在は、一年'1ぺ{jミりであった
6)アヴアクム自身が名前をあげている自分の弟i士、エフフィーミイ、ゲラーシム、コデマーの二人

である。このうちベストで死んだのは、エフフ fーミイだけで、残りの二人江この後も生存してい

る。従って、アヴアグムに;士、エブフ fーミイとー・緒にベストで死んだ弟がもち一人いたものと考

えられる。

99 



松井茂雄訳

死んだということです。神がその怒りの杯をこの国にお注ぎになられたので、す! それなのに、哀れ

210ウなやからは海い改めようともせず、教会を混乱させているのです。当時ネローノフは、教会の分離の

ために三つの災厄、すなわち、ベスト、戦争、分裂が生ずるであろうと、しばしばツアーリに申しあ

げておりました。それが今、現実となってあらわれたので、す。しかし、主は慈悲深くあらせられます、

わたくしたちをお罰しなされても、題い改め設にわたくしどもをお赦しになり、心と体の病をいやし

て、平安を与えてくだされます。わたくしはキリストを深く心に頼み、そのお慈悲を待ち、死者の復

活を期待しております。

それから、前にお話ししましたあの夢のrllで、わたくしに示された自分の婦に再び乗りました、一

一そして、レナに向かつて出発しました。エニセーイスクに着きますと、次の指令が患いており、モ

スクワから二万露呈以上もあるダウーリヤへ送られることになりました。わたくしはアプアナーシイ

・パシコープの部隊に引き渡されました、一一一伎には六百人の部下がおりました。何の因果か、彼は

気性の荒い男で、人々を火責めにし、苦しめ、鞭打っておりました。わたくしはしばしば伎に説き開

211オかせておりましたが、とうとう自分の方が彼の手にかかってしまいました。 彼は、モスクワのニーコ

ンから、わたくしを迫害せよと命じられていたのですc

エニセーイスクを後にして、大トゥングースカ河にさしかかろうとしましたとき、わたくしの船は

嵐で沈没しそうになりました、需の中段どで水がいっぱし、流れこみ、統はずたずたに裂け、一一甲板

だけが水の上に頭を出し、残りはすっかり水につかってしまいました。わたくしの妻辻、かぶり物も

せずに駆け回り、やっとのことで子洪たちを水中から平板にヲiっぽり上げました。わたくしは天を仰

いで、《神よ、救いたまえ!神よ、 WJけたまえ!)>と呼ばわりました。神の御はからいによりまして、

わたくしたちは岸辺に吹き寄せられました。この話を続けたらきりがないほどございます! ほかの

船では、二人も波にさらわれて、溺れてしまいました。それから岸辺で仕度を整え直し、 iヰび先へ進

んでゆきました。

わたくしたちが、ンャーマンの早瀬に着きましたとき、上流から船で、やって来た人たちと出あいまし

た。彼らの中に二人のやもめがおりました、一一一人は年のころ六十ばかり、もう一人はもっと年寄り

211ウでした。二人は足になるために鯵道院へfj-くところでした。ところが、パシコープは、二人をもと来

た方に連れ戻し、結婚させようと思いたちました。そこで、わたくしは、《教会の徒によって、このよ

うな人を結婚させるのはよろしくなしゅと彼に中しました。彼は、わたくしの言葉に耳をかして、や

もめたちを放してやるどころか、かえってわたくしに読をたて、わたくしを苦しめようと志し、たちま

した。次のドールギイの早瀬で、彼は船からわたくしを追いたてようとし、 <<)fl足がおそいのはお前の

せいだ! この外道め!山の中を歩いてゆけ、コサックたちと一緒に行くことはならん!)>と亘いま

した。ああ、何と悲しいことでしょう，斗は高く、森は深い、きりたった岩は壁のようにそそりた

ち、見上げるには一一一吉の骨を折らなければならないほどです! この山々には、大きな蛇が住んで

います。そこには、維や赤い羽の鴨、黒い大穏や灰色の小鳥がし、ます。この山々には、鷲、底、年、

1) 1653年11月6日村け、ネローノブのアレクセイ帝にあてた千訳。

2) CM. 198オ-199オ。
3)出発の日は、 16ララ年6月29日。
4)パイカノレ湖以東一帯の古L、呼称。二万露呈は誇張、実際は5500露目f弱。
ラ〉アフアナーシイーフィリッポヴイチ・パシコープ (1664死)。アヴアクムがエニセーイスクに蒼い

犬二時の当地の知事。 1655年8月、ツアーリの命により、数百の銃兵、コサックを率いて、ダウーリ
ヤに向かった。目的はアムーノレ流域地方の予定にあったの

6) 1656年の春。
7)エニセイ河の支流、パイカ/レ湖に発す(別名アンガラ一戸J)。

8)古いロシヤの信仰では、婦人がかぶり物をせずに人前に出ることは、ヨドとされていた 3

9)当時ジベリヤには、女性〈特にロシヤ人の〉が非常に少数でらったという事曹による。
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縫 f¥ペリカン、色白、その他の野五むなど、さまざまな烏が数以りなくいます。またこのIU々 には、 212-4‘ 

たくさんの野生の獣一一山羊、龍、ジベリヤ鹿、大在、猪、狼、野生の肖羊ーーが訪往し、一一わたく

したちの日の前に姿を見せても、捕えることはかないません!パシコープ辻、こうした1[1の中に、獣

や蛇や烏のI!rに、わたくしを住まわせんものと、わたくしを追い出そうとしました。そこで、わたく

しは後に短し、手紙をしたためました、その書き出しに、《人の子よ!天龍たちの上にましまし、はる

かなる下界を見そなわし給う神を怖れよ、天の軍勢と人間や生きとし生けるものが、その御前に怖れ

長んでいるのに、汝ただ一人が神をないがしろにし、不遜のふるまいに及んでいる》云々としたため、

そのほかいろいろと書き継し、で、伎に送りま Lた。すると、五十人ほどの兵士が駈けつけて、わたくし

の船を哀り押さへ、三露呈ほと守離れた彼のもとへ、大急ぎで船を曳きはじめました。わたくしはコサ

ツクたちのために協をたいて、絞らにふるまってやりました。かまっし、そうに、後らは食べながら廷え 212ウ

ていました。彼らの中のある者は、わたくしを見て1Iに涙を浮かべ、わたくしをふびんがりました。

l~Úが4' きました、 JflJ吏どもがわたくしを顕まえて、彼の前に引き立てました 伎は針を:手にし、-!1'を

長わせて立っていました。彼はまず、《お吉ijは語部か、 それとも絞門僧か?))と口をきりました こ

ちらは、けったくしは可祭長アヴァクムです、わたくしにや!の揺があるのか、 r-;いなさしゅと答えまし

た、彼は、野獣のように吠えたけり、わたくしの額を打ちすえ、次いでもう .}jの煩を打ち、さらに

頭をなぐりつけて、打ち倒しました、そして、斧をfj Iっ桝むと、倒れたわたくしの背中を三担!なぐり

ました、それから着物を芸IJぎとり、 その河ヒ普中に七十二の鞭をくらわせましたムわたくしは、 Uミ

イエス・キリストよ、神の御子よ、わたしくを助げたまえ!>)と問えていました。 M定も何度も、わ
ね

たくしはこの間じ言葉をたえずくりかえしておりました。わたくしが《許してくれ!>>と音をあげな 213オ

いのが、彼にはひどくこたえたので‘す。換が打ち下ろされる変ごとに、わたくしは同じ訴りを唱えま

した、この鞭打ちの最中に、わたく Lは、 《もう打つのは止めろ!>>と伎に悶t-びました士彼は打つの

を中止させました。わたくしは、《なぜわたくしを鞭打つたのか?そのわけを知っているのか?>>と

彼に中しました。彼立さらにわたくしのわき腹を鞭打つように命じました、その後で、わたくしは放免

されましたうわたくしは体に震えがきて、ばったり倒れました。設は調毘舶にわたくしを引き立てる

ように命じました。わたくしは手是に梅をかけられ、揺の横桁のとにほうり出されました それは秋

のミとでした、 mがわたくしの上に降りそそぎ、一晩中その雫にうたれて横たわっておりましたっ早;N~

Hたれたとき辻、お祈りをしてし、て、ちっとも痛くありませんでした。しかし、こうして横たわって

おりましたとき、一つの想念がふとわたくしの頭に浮かびました、一ー《袴の輝子よ、なぜあんなひ

どい鞭打ちを彼にお許しになったので、ございますか? わたくしは、あなたのやもめたちをかばって

やったので辻ありませんか?わたくしとあなたの間を誰が裁いてくれるのでしょう?わたくしがよ

からおふるまいをしたときに、あなたはこれほどわたくしを懲らしめになりませんでした、けれども 213ウ

今は、わたくしがどんな罪を犯したのか、合点がまいりませんら一一詩人ぶりやがって!一一ι心
づら

深い偽詩者出をした射のわたくしが一一神と正邪を/[tうなんて! ヨプがまうのように中しましたとし

ても、彼は正しくて罪なき者でした、しかも彼は、野生人の司で、持の誌の外におり、聖書のことを

知りませんでした、彼は被創造物を通して神を識ったので、す。ところが、三のわたくしめは、まず第

」にー←罪深し、人間で、ございます、第二には一一神の誌に支えられ、{司かにつけて聖書によって守ら

れております、我ら時多くの頚難を歴て神の国に入るべきなのに、こんな馬鹿な考えを起こすと誌!、、、、、、、、、、、、、、、、、、、
ああ、情なし、!あの船がわたくしを乗せたまま、どうして本の中に沈んで、しまわなかったのでしょ

1 )この手続は:lJi:frlない。
2)火薬、弾薬草!の運送船っ

3) CM. ヨブ記0

4)使徒行缶、 XIV，220 
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う?そのとき、わたくしの骨は痛みだし、筋が引きつりはじめ、心臓は止まりかけ、今にも死にそう

214オになりました、水がわたくしの口にはねかかりました、わたくしは深い溜患をついて、神にざんげい

たしました。やさしい神は慈悲深くあらせられます、一一わたくしどもの以前の罪をざんげ設にお忘

れになってくださいます。わたくしは、また少しも痛みを惑じなくなりました。

明くる朝、わたくしは小舟に抵うりこまれ、さらに先へ曳いてゆかれました。わたくしたちは一番

大きいパドゥーンの早顕に着きました、一一ここでは河幅はー露呈ほどで、河をよぎる三つの暗礁は

非常に賎しく、もし館が水路をあやまったら、こっばみじんになってしまいます、一一この早瀬にわ

たくしは連れてこられました。雨が降り、雪が蜂っておりました。わたくしの肩に泣粗末なカブタン

カミヲiっ掛かっているだけでした、水が腹や背を伝って流れます、一ーその辛さはたいへんなものでし

た。わたくしは小舟から引き出され、鎖をかけられたまま、早瀬を迂回して岩づたいに曳かれてゆ

きました。とても辛うございましたが、心は晴れやかでした、それと申しますのは、今度はもう神に

214ウ恵、療を申さなかったからです。わたくしの心に、予言者で告を誌であられたお方のおっしゃった言葉一

一《我が子よ、主のこらしめを軽んずるなかれ、主?こ戒めらるるとも力を落とすなかれ、主はその愛、、、、、、、、、、、、、、、、、、、、、、、、、、、、、、、、、、、、、、、、

する者をこらしめ、凡てその受け給う子を鞭うち給う。もし汝こらしめを忍ばば、神は汝らを子の加

かくしご

くあしらい給わん。もし汝らにこらしめなくば、そは私生児にして、まことの子にあらず》ーーとい

う言葉が思い浮かびました。この言葉で、わたくしは心をなぐさめました。

それから、わたくしはプラーツクの砦に連れてゆかれ、牢にほうちこまれて、少しばかりのわらを

あてがわれました。わたくしはひどく寒い塔の中で、フ 4 リップの斎戒高まで過ごしました。ここでは

そのころ冬でございましたが、神立下着だけのわたくしを緩めてくださいました。わたくしは、犬こ

ろのようにわらの中に横たわっていました、食物はくれることもありましたし、くれないこともあり

ました。 (8:あの鞭打ちの後、わたくしは援をすかせておりましたが、食べたし、と思っても全くまま

になりません、それと中しますのも、彼らは気が向いたときしか食物をくれませんでしたから O あの

札義知らずのゃからはわたくしを愚弄しました、一一あるときはパン切れだけを、あるときは煮えて

もいないハムだけを、またあるときはパγ抜きでパターだけよこしました。それでも、わたくしは犬の

ようにがつがつ食べました。わたくしは顔も洗っていなかったので、礼拝を行なうことができません。

ただキリストの十字架を見つめ、お訴りを唱えていただけで、す。いつも五人ずつ番兵が少し離れたと

ころに立っていました。壁に小さな穴があいていました、一一一匹の小犬が毎日わたくしのところに
かど

やって来て、わたくしを眺めておりました。富者の門べの護みただれたラザロのもとに、犬どもがや

って来ては、その膿をなめ、彼に慰めを与えたように、わたくしも自分のこの犬と語り合いました。

人々は遠くの方を回り道し、牢の中をのぞこうとしませんでした。 (24ウ)Jそこには誌がたくさんい

215オました、わたくしは僧帽で鼠どもを打ちました、一一島の馬鹿者たちときたら、わたくしに棒きれさ

えくれません!一一わたくしはたえず腹ばいになっていました、背中がただれていたからです。蚤や

主主もたくさんいました。わたくし、 《許してくれりとパシコープに叫びかけたくなりました。 しか

し、神はこれを差し止められ、樹え忍ぶように命ぜられました。その後で暖し寸、屋に移されました、そ

こで樹をか吟られたまま、入賞や犬たちと一緒にーと冬ず、っと過ごしました。妻と子供たちは、わた

1 )へプル書、 XII，5-80 
2)プラーツクの砦は、 1631年に、アンガラー討のほとり、ノミドゥーンの早瀬のそばに築かれ、 1654

年に、オカ持とアシガラ一再の合流点に移された。ここに二つの塔があり、アヴアクムが閉じこめ

られたと長えられるその中の一つは、現在モスクワ近郊のコローメンスコエ村に移されている。

3)フィリップの斎戒態は、クリスマスの40B前、すなわち11月15f::l Vこ始まる。

4) CM. ルカ伝、 XVI，19-310 
ラ〉シベリヤの諸種族から《完CaK)> (一種の貢租、主に毛皮〉を徴収する手段として、各種族の主

に名門に属する家柄の者を、人質として砦の中に藍いていた。
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くしのいるところから二十嘉里ほど離れた場所に追いやられていました。日使いのクセーニヤは、:忌

}違をついたり符めだてしたりして、 」と冬じゅう彼女を苦しめました。息子のイワンーーそのころは

まだ幼ろございましたーーが、クリスマス後、注んのしばらく泊まるつもりで、わたくしをたずねて

来ました。ところが、パシコーフ時、わたくしが前にほうりこまれたあのひどく寒い牢の中に、彼を

入れさせました。いとしいこの子は、ここで一夜を拐かし、凍え死にするところでした。明くる輯、

彼は母親のもとに追い返されました。わたくしは彼の姿さえ見ませんでしたコ設は母親のもとにたど 215ウ

りつきましたが、一一一手足はすっかり凍えておりました。

在になると、わたくしたちは再び先へ出発しました;たくわえは浅り少なになっていましたム何も

かもすっかり景1]ぎ耳えられました、一一本や着物は耳えられたものもありましたが、残ったものもござい
うみ 3) 

ました。パイカルの海で、わたくしはまた溺れそうな日にあいました。わたくしは、ヒーログi日jで船

の曳網を曳かされました、その行程で・とても難議をいたしました、一一一食べるひまも、寝るひまもな

いほどなのです。わたくしたちは aと夏ずっと苦しみぬきました。字い本中作業のために人々は死ん

でゆきました、わたくしの足や複は青く腫れ上がりました。二二た夏本の中をさまよい、冬は連水陸蕗

をやっとの患いで進んでゆきました。これで、三度目になりますが、このとーロク河で、わたくしはまれ6オ

た溺れかけましたう荷訟が本勢に押されて岸から離れてしまいました、一一ーほかの人たちの船は岸に

臨まっていましたが、わたくしの船は設にさらわれ、どっと押し流されました 1 妻とf-供たちは岸に

残っていましたが、わたくしと駐取りの二人は婆い勢いで流されてゆきましたっ水の流れは速く、荷

船は横転したり、ヲiっくり返ったりします。わたくしは船の上を這いまわり、 《聖母様、お助けくだ

さし、!善望の光であられるお)jよ、溺れさせないでください!))と時びました。あるときは両足が本

につかり、そうかと思うとまた上に這いずり出ます。ー露呈か・露呈余りも流されてから、人々が訟

を押し正めてくれました。全身ぬれ良です! しかし、これがキリストと聖母の思呂しならば、何と

も致し}jございません。わたくしは笑いながら本から上がりましたさ人々辻、わたくしの若特を本の

茂みに懸け広げながら、溜息をついておりました。健子と環泊織りの外去、それに何やかやつまらぬ

物が、 トランクと袋の中にまだたくさん入っていました、それがみんなこのときから構ってしまい、 216ウ

一一わたくしたちは着るものがなくなりましたっさて、パシコープは、またわたくしを鞭打とうと忠

いたちました、《道fヒたまねをしていやがる!>>というのですっわたくしは今度も、 4聖母様、あのよヰ

陀者をおとなしくさせてくださいりとやさしい聖母にお願いしました。話望の光で、あられるおjjは、

その通り彼をおとなしくしてくださし、ました、一一彼はわたくしをふびんがるようになりましたヮ

それから、わたくしたも時イグレン湖に著きましたっそこからは達水陸蕗で、一一わたくしたちは

冬に旅立ちをしましたっパシコープは、わたくしから費用人たちを取り上庁、わたくしに雇われるこ

とはならぬと、ほかの人々に命じました。子洪たちは幼く、食い子はおおぜいで、働き子はいません，

長れ不幸なこの可祭長は、一人で議を作りました、そして、ーと冬ずっと連本陸路をのろのろ進んでゆ

きました， CB:ほかの人たちは陸を曳かせる犬を持っていましたが、わたくしは-jlliも持っていませ

ん。わずかに二人の息子一ーそのころ法まだ小さかったイワンとプロコーとイ←ーが、雄の小犬よろ

しく、連J.K陸路をわたくしと一緒に鳩を曳っばってゆきました。この速水陸路は、百露呈ほどありまし

た。長れなわたくしたちは、やっと向ミうに渡りつきましたコ司祭長夫人は、麦粉の安と赤ん.t)jを背に

いアヴアクムの長司、 1656-1657年の冬に辻12殺であった、

2) 1657年5汀上旬。
3)セレンガ-it可〈パイカノレ泌jに注ぐ〉の名作の支流 J
4) 1657-1658年に、 ・行はヒーロク河を潜り、インゴーダinf会下った 3
5) ヒーロク向上流のイグレンi拐からインゴーダ河へ抜ける睦路っ

6)パイカノレ潟東方、 ヒーログ河のと流地方にふる C
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して歩いてゆきました;娘のアグラブェーナは、足を引き引き歩いていましたが、ばったり棒の上に

倒れてしまいました。二人の兄弟は、わたくしとー諸にどうやらこうやら議を曳っばってゆきます。

あのころのことを思い出すと、おかしいやら、悲しいやら!一一子供たちがへとへとになって雪の上に

ばったり倒れます、すると母親が糖蜜菓子をーきれずつ彼らにくれてやります、二人はそれを食べ終

わると、また曳縞をヲ!っばるのです。わたくしたち辻、どうにかこうにか連水陸路を渡りきりました、

そして、アプラムがマムレの揮の木のほとりに往んだように、松の木かげで暮らしはじめました。パ

シコープ辻、初めのうち、存分に気がすむまでは、わたくしたちを寵砦に入れてくれませんでした。わ

たくしたちは、一・二週間人かげもない林の中で、親子水入らずで、松の木かけとに凍えていました。その

後、後はわたくしたちを麗砦に入れ、落ち着き場所を指定しました。わた〈しは子供たちと毘いを作

り、掘っ立て小屋をたて、火を焚きました、こうして河の氷がとけるまでひどい難義をいたしました。

(26オ一一26ウ刀その春、わたくしたちは筏に乗ってインゴーダ河を下りました。わたくしのこの船

217オ旅は、 トボーリスクを発ってから四年巨に当たります。〉わたくしたちは、住居や砦を遺るために材

木を流送しました。食べるものがなくなりました、人々は凱えと水中作業の過労で死にはじめまし

た。河は浅いし、筏は重い、監脅たちは情を知らず、杖は太く、握棒は館くれだち、鞭は鋭く、苛責

は峻烈、ーーまるで吊7flJ台の火責めのようです。しかも人々は飢えきっています、一一この上ちょっ

とでも背貢が加えられたら、すぐにも死んでしまったで、しょう!(豆:後らは、鞭打たれなくてさえ、

やっと患をしているありさまでした。春から、ーと夏分の食いぶちとして、麦芽が十人当たり一袋ず

つ支給されておちました、それだけで汗水流して働き、よそへ食物を探しに行くのはまかりならぬの
ねこ

です。品うるかわいそうな男が、粥に入れる調]の7Eを取りに行きました、一ーそのために彼は額十こ鞭を

くわされ、 《うろつきまわるな、どん百姓めが、 くたばるまで鋤くんだ!>>とどやされました。六百

人からの人がし、たのですが、パジコープはみんなをこのように耳元り締まっていました (26ウ))ああ、

何というひどい持代でしたろう!どうして彼が正気をなくしてしまったのか、わたくしにはわかりま

せんo わが司祭長夫人はモスクワ仕立ての外套をー着持っておりまして、これ拭まだし、たんでおりま

せんでした、一一一モスクワで、二十五ループルほどしましたから、こちらではもっと値打ちがありまし

た‘一一設はそれと引きかえに裸麦を四袋わたくしたちにくれました。わたくしたちは、一・二年の

あいだ、ネーノレチャ河ら誌とりで暮らしながら、野草で何とかやりくりをつけては、この裸麦で食い

217ウつないでゆきました。筏はたえず人々を銭死に追いやり、よそへ食糧あさりに行かせませんでした、

一ーたくわえは乏しくなりました。人々拭草原や野療をさまよい、草や根を握り返しました、わたく

したちとて、一一彼らと同じでした。冬には一一松の皮を食べました、時には神が馬肉を与えてくだ

iうこの時、イワンは13哉、プロコーピイ辻9哉、コルニーリイは4京、アグラフェーナは12哉であ
るo 従って、ここに書かれている赤ん坊はシベリヤで新たに生まれた子供と思われる。

2) CM.創世記、 XIII，18。
3)アムーノレ水系の河。オノー γ河と共にシールカ河を形成する。

4) 1655-1658年のアグアクムの行曹をまとめると次めように立る。 n1655年の夏一ートボーリス
クからエニセーイスク(ここで越冬)02) 1656年の夏と秋一ーエニセーイスクからプラーツクの砦

(ここで越冬入 3)1657年の春から秋一一ブラーツクの砦からバイカル湖を渡ってイグレン滞ま

で¥冬一一イグレン濡から連本陸路でインゴーダ河へo4) 1658年の春一一一イ γゴーダ再の筏流送。
5)二つの砦と間属の住居を連設する吾的で、越冬中にインゴーダ河畔で伐採が行なわれた、これは

下流のネー fレチャ河一帯に材木が之しかったためである。この時は2・3人乗りの筏が全部で170造

られた。

6) 25ループノレは当時と Lては大金であった〈馬宮{が1.5ルーブノレ入従って、アヴアクムはモ子、

クワでかなり豊かに暮らしていたものと思われるo

7)ジーノレカ河左岸の支流。パシコープは、 1658年6月初めにネールチャ河の河口に到着し、シール

ヵ河左岸のネールチャ河口にネルチ γスク砦を築いた。
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さいました、また猿に殺された獣の骨を晃つけたこともあります、一一狼の食い残しさえ余さず食べま

した。ある人たちは、凍死した狼や狐を、それに手に入ったものであれば、一ーありとあらゆるどん

な戸λ、ものでも食べましたo --Illiの乾馬が仔を生みました、凱えた人々は、仔馬を羊誤ごとこっそり

食べてしまいました。パシコープは、これをかぎつけ、絞らを息の根が止まるほどぶちのめしました。

この花馬も、ひどい目にあって死にました、それと申しますのも、人々が白黙の理にさからって、仔

患を胎九から引き出したからです、一一外に頭が出るか出ないかに、彼らは仔馬を引っぱり出し、汚い

虫を立大みはじめたのですO ああ、何というひどい時代でしたろう! こうした難儀をなめていました 218オ

ころ、わたくしの小さL¥豆、子が二人死にました、この二人は、ほかの子供たちと一緒に、山をったい、

とがった岩の i二を、裸tこ素足でさまよい歩き、草や根で露舎をつなぎ、さまざまな苦しみをなめまし

た。罪深い人間でありますわたくしも、よんどころなく罵肉や死んだ鳥獣の肉を食べました。ああ罪

深いわたくしの魂ょ! 現世の扶来のためにひどくそこなわれました哀れなる我が魂を嘆き悲しまん

がために、我が頭に水を注ぎ、我が目を涙の泉となさん人ゃあるヲ しかし、知事の息子の嫁エヴ

ドキーヤ・キジーロヴナと彼アブァナーシイの妻ブヨークラ・セミョーノヴナは、キリストの御為に

わたくしたちをよ抱けてくれました。この二人は、わたくしたちが銭死せぬように、彼に内緒で、こっ

そり嬉しい贈物をしてくれました、一一あるときはーきれの内を、あるときは丸パンを、あるときは 218ウ

できるだけの麦粉と燕麦を四分のープードと一・二フント、またあるときは半プード溜めて接してく

れましたし、またあるときは難の部を餌箱ーから掻き集めてくれたこともありました。わたくしの技、

あわれに不幸なアグラブェーナは、後女の窓べにこっそり出かけたものでした。まったくもって、お

かしいやら、悲しいやら!一一あるとき誌奥様の知らない関に窓の下から追いはらわれ、またあると

きはたくさん頂戴して戻って来ました。ぞのころ詰まだ子供でしたが、今ではもう二十七になってい

ます、一一可哀そうなこの子は、まだ娘のままメゼーンにおりまして、妹たちと一緒に何とか糊口をし

のぎながら、悲しみの中に呂を送っております。また彼女の母と兄弟たちは地下写に閉じこめられて 219オ

おります。しかし、致し)jござし、ませんつあの不幸な者たちは、皆キリストの御為に苦しむがよい!

神の御加護によって、どうぞそうなりますように。キリストの信仰のために苦しむのは、まったく当

然のことでございます。かく申す司祭長はかつては高貴の方々と喜んで交わりを結んでおりました、

しかし、今度は、不幸な人間よ、喜んで最後まで耐え忍ぶがよ L、。聖書にも、始めし者にあらずし

て、終えし者こそ、さし、わし、なれと書かれております。この話はもうたくさんです、話をもとに戻し

ましょうっ

夕、、ウーリヤの土地で、六・七年、ひどい難儀をしましたが、その間には時には~I~ しいこともござい

ました。ところで、彼アファナーシイは、わたくしに摂も葉もない言いがかりをつけて、たえずわた

くしを殺そうとねらっていました。こうした憂き目をみていましたころ、彼はわたくしのもとに二人

1) riijに述べたように、アヴアクムがシベリヤに出発した持には、 3入の忠子(イワン、プロコーピ

イ、コルニーリイ〉があった。上の二人はこの按にも出てくるから、死んだのはコルニーリイとも

う ・人シベリヤで生れた子供であるつ

2)エレミヤ記、 IX，10 
3)エレメイ・アフアナーシヱヴイドパシコーフ。一一アフアナーシイ・パシコープの息子。後に
物語られているように、アヴアクムにたIしてjnj情的な立場をとり、献身的に彼に尽く Lたっ
4)共にロシヤの111重量単位。《プ一向一一一約16.4キロ、《フント》一一約 410グラムコ
ラ〉アグラフェーナの妹たちの誕生については、 クセーニヤ (CM.233ォ)以外は、 この伝記では何
も語られていなL、。

6)これについては、後に詳しく語られている (261ォ入
7)マタイ伝、 XXIV，130 
8)アヴアクムのダウーリヤ滞主は、実際には16見竿から1662年までであるつ按はトボーリスク出発
06ララ年)から計算LているとJEわれる』
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219ウのやもめをよこしました。この二入試、彼のお気に入りの小間集いで、マーリヤとソープイヤと申し、

悪鬼にとり愚かれておりました。後らにおまじないや妖術をいろいろ試みてみましたが、まったくき

きめがないばかりか、かえって騒ぎがひどくなってゆくことが分かりました、一一悪鬼がひどく二人

を苦しめましたので、彼らはのたうちまわり.わめきたてておりました。伎はわたくしを呼びょせ、

おじぎをしまして、 《お願いです、被らを引き取っていただきたい、神にお祈りをして、二人の面倒

をみてほしい、神はあんたのお新りなら荷いてくださるだろうから》と言いましたG そこで、わたく

しは、 4あなた!その穎いはわたくしの力に及ばぬことです、しかし、聖者様たちの祈祷をおかりす

れば、神はし、かなことでも叶えてくださいます》と答えました。わたくしは二人の不幸な女を引き取

りました。わたくしをお苔めにならないでください! これにつきましては、ロシヤで、経験ずみなの

でございます、一一悪鬼に悪かれた入が三・四入、わたくしの家に連れてこられたことがあります、

わたくしが聖者様たちの訴講を唱えますと、生ける神、我らの主イエス・キリスト、やさしい神の御

220オ子の御力と御命令によって、悪鬼どもは彼らの中から退散いたしました。わたくしは、被らに涙と聖

水を注ぎ、聖油を塗り、キリストの御名において摂薦を唱えました、すると神の御力がこれらの人か

ら悪鬼どもを追いはらい、彼らはすこやかになりました。これはわたくしの手柄ではなく、一一決し

てそんなことはありません、一ーやって来た人々の信仰によるものです。その昔、パラムにあってはろ

馬に、荊教者ユリアヌスにあってはILJ猫に、シシエウスにあっては鹿に、神の恩寵があらわされまし

た、一一これらの動物が人間の声でものを申したのです。神がお望みなされるところでは、自然の法

員百も変えられるのでございます。エデッサのテオドルスの伝記をひもどかれて、鱈婦が死者をよみが

えらせた話をお読みください。寺法類購には、聖霊はすべての人を聖職に上げ給うにはあらざれど、

異端者金らざるすべての人に梅力を及ぼし給う、と書かれています。さて、悪鬼に愚かれた女たちが、

わたくしのところに連れてこられました。わたくしは、いつものように、昌ら食を断ち、後らにも断

220ウ食させました。それからお祈りを唱え、聖、油を注ぎ、知っている通りに試みました。女たちは、キリ

ストのおかげで、正気に返り、元気に左りました。わたくしはざんげを帯、きとり、聖さんを授けてや

りました。二.人はわたくしの家に住み、神に祈っておりました。彼らはわたくしを慕って、家に'婦ら

ないでいたので、す。彼拭二人がわたくしの教子になったことを知り、またしても前にもましてわたく

しに腹をたて、わたくしを火で喪き殺してくれようと考えました、一一《お前立二人から俺の秘密を

開き出してるんだな!))というのです。いったし、ざんげを聴かずに、聖さんを援けるなんてことがで

きましょうか?また悪鬼に意、かれた者に聖さんを援けなければ、悪鬼を完全に追い出すわけにはまい

りません。悪鬼とし寸奴は、百姓とはわけがちがし、ます、鞭など奴は恐れません、奴の需がるのはキ

リストの十字架と聖水と聖油です、それがキリストの聖体ですと文句なしに退散してしまいます。わ

たくしは、こうした機密を援けずには、癒すすべを知りません。わたくしたち正教の信仰で、は、ざん

221ォげを聴、かずに聖さんを援けることはありません、しかし、ローマの信仰ではそうしたことをやらか

して、 ざんげをないがしろにしております。 このようなことは、正教を奉じますわたくしたちには

ふさわしいことではなし"'"、かなる場合にもざんげを求めなければなりません。もし止むを得ぬ事慢

で、 f曽揺が見つからなければ、自分の罪を心得のあるf中間に告白なさるがよい、神はあなたのざんげ

1 )マタイ伝、 XXVII，240 
2) CM.民数紀略、 XXII。

3)聖さん用のパン (CM.206ウ〉。
4)カトリックの《秘蹟》に相当する。アヴァクムは、ここではいわゆる《聖さんの機密)) (キリス

トの府と血の象徴であるパンと蕎萄酒を援けること)を念頭に置いているが、それと河時に、十字

を切り、聖水を注ぐという行為も、当熟これに含めている o

5) IfJ教信者は、改革派の僧侶を忌避した。それでアヴァクムは、!日教の僧が見つからない場合の心

得を、以下に説いている。
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を御覧になって、あなたを赦してくだされます、それからお祈りを唱えて、聖さんを受けなさい。常

に子議の聖吉井を携えておりなさい。道中であったり、持、や狩tこ出ていたり、あるいはとにかく教会の

ない所に岩合わせたようなときには、神の御前に深く息をつき、先に中しました通り、仲間に告点を

し、清らかな心で聖さんを受けられるがよい。それで結講なのです! 斎戒し、お祈りを唱えてから、

キリストの御橡の前に、事きれを諮の上Jこ広げ、燈明をともしなさい、それから、うつわに水を少し

入れ、それを匙にすくい、お祈りを唱えながら、キリストの重体の--部を匙の本にひたしなさい、そ 221ウ

して、たえず香を焚き、涙を流して、こう申されるがよい、《主よ、信じます、あなたが罪人をお救いに

なるために、中でもわたくしが一番の罪人でございますが、この世に縄降臨なされた生ける神の御子

キリストでありますことを、心から信じております。このパンが清浄きわまりないあなたの肉であり、

この水が清純きわまりないあなたの血でありますことを、心から信じております。そのためにあなた

にお祈りいたします、わたくしを憐れみ、わたくしをお赦しください、言葉の主で、行ないの上で、知っ

ていることや知らないことで、判断や思考の掃で、意識的・無意識的に行ないましたわたくしの罪を

軽くしてください、そして、罪汚れをはらい、永遠の生命にあす'かれますように、お警めなしに聖さ

んを受けさせてくださいまし、それと中しますのも、あなたが永遠に祝福されていますお方ですか 222オ

ら。アーメンれそれがすみましたら、望縁の御言IHこ、大地にひれ伏して、赦しを乞いなさい、それか

ら;立って聖像に接吻し、十字を切り、お祈りを唱えながら聖さんを受汁、聖水をいただいてから、も

うー-疫評判こおるrrりしなさL、。ああ、キリストに栄光がありますように! たとえその議で死んだとし
ても、心配はいりません。もうこの話は十分です。あなたたちも、これが善いことであることぐらい、

ちゃんと知っておられます。併の女たちの話にもどることにいたしましょう。

パシコープは、哀れなやもめたちをわたくしから取り上げ、お札を言う代わりにわたくしを罵りま

した。伎は、キリストがこのへんでおしまいにしてくれるだろうと思っていました、ところが、二人

は前よりいっそうひどく狂いだしました。彼は二人をあき小屋に閉じこめ、誰も近ょせないようにしま

した、そhから・人の修道{曽をつかわしましたが人が彼に薪討支げつけましたので¥彼以送致

してしまいました。わたく Lは家で泣いておりました、どうしてよいやらわからなかったのです。彼 222ウ

の屋敷に近づく気にはなれません、彼がひどくわたくしに腹をたてていましたから。わたくしは、こ

っそり聖水を二人に届け、それで身を浄め、それを飲むように命じました、この不幸な女たちはよく

なってきました。彼女たちはこっそりわたくしのところにやってきましたコわたくし誌、キリストの

御名によって、二人に窒摘を注いでやりました。今)j[もまた、神のWJけによって、二人は治って家に

戻りました、そして、神に祈るために、毎晩こっそりわたくしのところに駆けつけてまいりました。二

人はりっぱな教子になり、遊びごとをやめて、勤行に励むようになりました。後ほど、二人は、奥毒

と一緒にモスクワのヴォズネセー γスキイ僧院に身を落ちつけました。彼女たちのために神に栄光が

ありますように!

その後、ネーノレチャ汚から再びロシヤに向かつて引き返しました。五週間、援で永の上を進んでゆき

ました。子供たちと古着やがらくたをのせるために、やくざ馬が二頭わたくしにあてがわれました。

わたくしと司祭長夫人は、永につまづきながら、とぼとぼ歩いてゆきました。そこは未開人の土地で、 223ォ

たけだけしい土居の民がおりま Lた。わたくしたちは、馬におくれるのはこわいし、かといっておく

れずについてゆくこともできません、一一一みんな競えに苦しみ、疲れきっていたので、すO あわれな司

祭;長夫人辻、とぼとぼ足を引きずりながら、よくころんだものでした、ー一ーとてもつるつる潜るので

1 )パシコープの妻フヨークラ・セミョーノヴナ(168ラ死〉。夫の死後 (1664年入二人のやもめと共に
グレムリン内のヴォズネセーンスキイ 1;:子修道践に入り、 f三情となった、 1673年から死に手るまで
修近院長の署長にあった。

2) 1660-1661年の冬の終 1)

107 



松井茂雄訳

す! あるとき、歩きながら彼女は転倒しました、一人の疲れきった男が彼女につまずき、その場に

ばったり慣れました。二人とも大声をあげました、でも立ち上がることができません。その百姓は、

《奥さん、ごめんよ!>>と時びました。司祭長夫人は、《まあ、おとつつあんてば、潰れっちゃうじゃ

ないの?>>と!u¥-びました。わたくしがそばにゆきますと、一一可哀想な妻はわたくしを責めて、《司

祭長よ、この苦しみはまだまだ続くのですか?)}と申しました。そこでわたくしは、《マルコーヴナ、

223ウ死ぬ最後の時までだよりと中しました。彼女は深く息をついて、悲し、し、ですとも、ベトローヴイチ、

ではまた先へまいりましょう》と答えました。

わたくしたちは黒い蜂難を一羽持っておりました。この雄難は、神の御指図によって、子供たちに

食べさせるために毎日卵を二つずつ生み、わたくしたちの窮状を救ってくれました。神がこのように

はからってくださったので、す。議に乗ぜてゆく途中、不幸なことに、この雌難は押し潰されてしまい

ました。この雌難のことを思い出すたびに、今でも可哀想でなりません。これは単なる雄難ではなく

て、まったく奇蹟の烏でした、一年中毎B二つずつ卵を生んでくれたので、すO たとえ百ルーブルだっ

て、これにくらべたら、二束三文のあたし、もありません、屑鉄みたし、なものです! 袴がお創りにな

られたこの烏は、生命をtj.えられ、わたくしたちを養ってくれました、そして‘わたくしたちと一緒に

訟の皮でつくった粥を鍋の中から啄んだり、また魚が手に入ったときは、その魚も啄んだものでした。

224ォそのお返しに毎日一つずつわたくしたちに卵を生んで、くれました。すべてをよいようにおはからいく

ださった神に栄光がありますように! さて、この雌難がわたくしたちの手に入りましたについては、

特民なわけがございます。実議のu笹難が、どれも日が見えなくなって、次ぎ次ぎに死んでゆきました。

彼女誌、難たちを箱に入れ、一一神父様、どうか雄難むためにお拐りしてくださいと、わたくしのと

ころに届けてきました。思うに、彼女はわたくしたちに食料を分けてくださっており、しかも御自分

とて幼いお子さんたちを抱えておられたので¥これらの雌難は彼女にはなくてはならぬものでした。

わたくしは訴講を唱え、水を浄めて、難にふりかけ、香を焚いてやりました。それから森に出かけ、
かい一一

吉枝入れる飼槽を作り、聖水をふりかけて、そっくり彼女に送り返しました。雌難たちは、事t1の御室

により、彼女の信仰のおかげで、 1i与が癒え、元気になりました。わたくしたちの推難は、その中の 4

揚でした。でもこの話はもう十分です! キリストにありましては、こうしたことは加に今日はじま

ったことではありません。その昔、クジマーとデミヤーンは、キリストの御名において、人や獣のた

224ウめに尽くし、病を惑やしてくれました。神に試すべてが御入用です、獣も烏も溝浄きわまりない主を

讃めまつるためにあるのです、それはまた人間むためで、もあるのです。

さて、わたくしたちはやっとイグレン湖にたどりつきました。奥様は、わたくしたちのことを心配

されて、一一小麦を鍋tこ一杯とどけてくれました、わたくしたちは蜜飯を作って腹いっぱし、食べまし

た。エヴドキーヤ・キリーログナはわたくしたちの養い手でした、ところが、悪賓が彼女とわたくし

を仲違いさせました。そのわけをお話しいたしましょう。彼女にはシメオンという息子がおりまし

た、一一この子はあちらで生まれ、わたくしが産後む感謝式を執り行い、洗礼を擁してやったので

す。彼女は、祝福を受けさせるために、わたくしのところに毎日この子をよこしていました。わたく

しは、十字架で祝福し、聖水をふりかけ、彼に接吻して、家に帰しておりました。この子はすこやかで元

気でした。ある日、わたくしが家を留守にしましたとき、この子が病気になりました。彼女はがつく
まじな

りしてしまい、わたくしに頭をたて、この子を百姓の呪い踊のもとへやりました。これをヰにして、

わたくしも俵女に読をたてました、こうしてわたくしたちの間にひどし市、さかし、が始まったのです。

22ラオ子供は前よりいっそう容態が悪化し、右の手と一方む足が棒のように子からびてしまいました。彼女

は自責の念tこかられました、でもどうしてよL、かわかりません、しかも持はいっそう激しくお苦しめ
も

になります。子供は死にそうになりました。この子のお守り役たちが、わたくしのところに来ては、

1 )パジコーフの息子エレメイの妻、エグドキーヤ・キリーロヴナ。
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泣きました、わたくしは、《あれ辻、性悪女だから、一人で勝手にさせとくがし、ぃ!))と申しておりま

した。そうして彼女の'海い改めを待ってし、たので、すG わたくしは、悪賓が彼女の心をかたくなにした

ことを知っていました。ですから、どろかを支女む口を!?;仏、て〈ださいと、科Iに祈りましたc われらが

J:.、操りなく蔀悲深い事11~土、彼女のかたくなな心を柔ら汗てくださいました。 明くる朝、後女は次男の

イワンをわたくしのところによこしました、一一総工ヘチカのそばを行きつ反りつ、頭を下げては、泣

く泣く母のために赦しを乞いました。わたく L辻、白樺の皮をひっかぶってペチカの上に探で接になっ

ていました。 Ir}祭長夫人はペチカにもぐりこj弘、子供たちはそこここに散らばっておりました。ちょう

ど、l'ftが降っていました、 fJるものはなくなっていましたし、この坂小屋は雨譲りがしていました、一一一 22ラウ

わたくしたちは、何とかやりくりをつけてしのいでいたのです。さて、わたくしは、彼女をこらしめてや
まとな 1) 

るために、《引い闘のアレーブ?に赦しを乞えと母に戸、、なさLゆと設に存じま Lたっそれから、病人

が運びこまれました、一一彼 1;，'(土、子~fJ~をわたくしの r1ínこ寝かせました吋わたくしは起き LiJ~r)、壊

の111から察知の肩告を取りH¥L、宅出を探しだしました。神に祈りをささげ、弄を焚きながら子供?こ

主治をそそぎ、 「字架で祝福してやりました。神のWJげによって、子供は手足がなおり、再び元気に

なりました。わたくしは設に聖水を立た主ぜ、母親のもとに返しました l きあ、わたくしの話をお聞き

のみなさん、母親の悔い改めにどれ詰ど大きなききめがあったか、とくと心に沼めなきるがよい、彼

立はn分の魂を癒やし、記、子の病541をなおしたので'-t! 当然のことではないですか?一一神が悔い
改める人たちのためにいらせられるのは、何も今日に限ったことではございません! 明くる朝、彼

立は魚、とビローグをわたくしたちにおけてくれました、こjしは腹ぺこのわたくしたちにはf'百よりの贈 226才

物でLtニ。それ以まわたくしたちはfrf'直りいたしました この優しい夫人i之、ダウーリヤを引き続げ

てから、モスクワで亡くなりました、わたくしはヴォズネセーンスキイ僧院に彼女を葬ってやりまし

た。ノミシコープは子供の一件を耳.rこしました、一一彼主が彼に話したので、す。その後で、わたくしは

彼のところに行きました。彼は低く頭を下げ、〈くありがとう! 島なたは父親のようにふるまわれ、一

わたくしたちの悪fjを忠.1Lてくれま Lr，こ》と Ijいました、仁B:この ri工後のおえ[に入りの認で i
fこ、 1)支は1'1分でこの f¥こ沈干しをしてやり、この子のことをとても心配しておりま L!;らづラオヴその

とき彼はたくさん食物を記けてくれました 3

さて、その後まもなく、彼はわたくしを拷関にかけようとしましたっそのわけをお聞きくださいヘ

彼は、息子のエレメイに七十二名のコサックと二十名の士民をつけて、モンゴールの国に遠症させる

ことにしました、そして、 --j、の土民iこ、 i主i正i或が成功するかどうか、勝って戻ってくるかどうかに 226ウ

ついてl見街、すなわち，!i l..、をさせました 3 この台強iの i兄姉ìm\i~之、タ )j ごろ、わたくしの仮小患のそば

に-[1五の11:.ーきた羊をJ生れてきて、 IJt詩fiことりかかりました、一一干の体をHJ支もくるくる[11¥してから、
(!ーをねじ切k 訴をぽんと投げすてましたコそれから、飛んだり跳ねたりして、悪魔どもの呼び出 L

にかかりました、そLて、さかんにわめきちらしてから、大地にばったり倒れ、口から泡を吹きはじ

めましたJJE葉どもが荻をしっかと押さえつ庁ました、彼は、《この遠征は成功するか?>>と彼らに出i

きました37主賓どもは、《大勝手:1]をおさめ、たくさんの貯貨を分捕って帰るだろう》と言いましたコ司

合'吉たちは点:び、みんなは結しがって、 <<f屯たちは金J.rになって帰るんだ!))と言いました。ああ、そ 227'，j'

1 )この(<放し》という言主は-耗の :~[i 主と兄られる。 ロシヤよーし')<< npOmeHl1e >)には、《故し》
の意味のほかに、，11'くは <<;?j'lluI'¥"J d~誌、拾の意味があった。ここではわしろ後円ーの意味で訳するのが
全当かと忠われる。いずれにせよ、すぐliiTiニイワン冷益<<:手のために故しな乞う>)CnpocHT npoll.J.e-
HHe) とあに更にここで<(npo凶eHHenpOCHTb )>と採り返Lているのは、アヴアクムの言葉の
I ~の i門落と考えら ;Jt る。

2) 二の遠征は、 1661年の 8-9JJに行なわjし、完全な失敗に許わったo )tI( I社は、 17名のエニセーイスク
のこI サックカ:、エレメイを~切り、ィミ γ に )1\ (，:~、弾薬三令い、インゴーダ河合技でよ主げ 'F ったためす

ふる V

3 )ノ、シゴーフと f レえイ 1汁
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のときのわたくしの掲のせつなかったこと、今でもやりきれない患いがします! わたくしは良から

ぬ牧人でした、自分の羊たちをだめにしてしまったので、す。悲しみのあまり、わたくしは福音書の次

の話を忘れてしまいました、一ーゼベダイの子らが薄暗な村人たちを主にうったえました、《主よ、、、
我らが天上より火を呼び下して、 ヨエノレがなせるま口く、彼らを減すことを欲し結うか》。 イエスかえ、、、、、、、、、、、、、、、、、、、、、、、、、、、、、、、、、、、、、、、、、

ここる

り見て彼らに言う、 《汝らは、自らがし、かなる精神t乙であるやを知らず、人の子の来たれるは、魂を、、、、、、、、、、、、、、、、、、、、、、、、、、、、、、、、、、、、、、、、
誠さんがためにあらずして、救わんがためなり。 かくして椙共に他の村に往き絵う。一ーと福音書、、、、、、、、、、、、、、、、、、、、、、、、、、、、、、、、、、、
には書かれております。ところが、現われたわたくしめは、そうしなかったので、す。わたくしは芋小

屋の中で陽突し、大声で主に呼びかけました、 《神よ、わたくしの言葉を聞いてくださしイ わたく

しの言うことを聞いてください、やさしい天なる神よ! わたくしの言葉を聞きとどけてください!

227ウ彼らが一人も戻りませんよう、みんなの墓をあちらにつくってください! 彼らにわざわいをお下L

ください、主よ、お下しになってください、悪魔の予言があたりませんよう、被らを破滅させてくだ

さい!>>わたくしはこうしたことをまだいろいろ申しあげました。またひそかにこのことをひたすら

神にお願いしていました。わたくしがこうして折っていることが、後の耳に入りました、でも彼はわ

たくしを罵倒しただけで、した。さて、彼は、自分の息子を部隊と共に送り出しました。彼らは夜空の

星の下を出発しました。そのとき、わたくしは彼らがかわいそうでした、わたくしの心は彼らが皆殺

しのめにあうことを予見していたので、す、それでもわたくしは彼らの死を祈っていました。数人の者

がわたくしに別れを告げにきました、わたくしは、 《お語たちはあちらで死んでしまうぞ!>>と彼ら

に言いましfこ。いざ出発というときに、彼らの乗っていた馬がとつぜん噺きはじめ、そこにいた牛ど

228オもが急に暗きだし、芋や!lJ羊どもが不意に鳴きはじめ、犬どもが吠えだし、土畏たちまでが犬のよう

に捻りはじめました。すべての人が恐怖にとらわれました。エレメイは、神父謀、わたくしのために

抗ってくださいと、涙ながらの言づてをよこしました。わたくしは援がかわいそうになりました。伎

はわたくしの秘密の友で、わたくしのために苦しみをなめました。伎の父がわたくしを鞭打ちました

とき、伎は父を止めようとしました、それで父は実Ijを手にして彼を追いかけました。またわたくした

ちが二番討の平瀬パドヮーンに在きましたとき、四十支の船がことごとく水路を通りおけました。と

ころが、彼アフアナーシイむ船は、一一装備がりっぱで、六百人のコサヅクが総がかりで骨折りまし

たのに、河上に曳きあげることができません、一一水の流れの方が優勢でした、一ーより正しく言え

228ウば、これは神がこらしめになっておられたので‘す! 人々はみんな水の中に引きずりこまれ、船は結

礁に投げ上げられました、水は船の上をのりこえて誌とほしるのですが、中には流れこみません。惑

か者どもに対する神の懲らしめられようは、不思議と申すほかはありません! 彼自身は岸におりま

したが、奥様は船の中におられました。エレメイは、 《父上、神があなたの罪をお答めになっておら

れるのです! あなたはし、われもなく司祭長を鞭打たれました、父上、弱い改めるべきときですり

と申しました。読は息子にiちかつて野獣のように乳えたてました。エレメイ誌、一本の松の木に身を

寄せ、両手を合わせて立ちました、そして、立ったまま、 《後生で、す、やめてください!)>と申しま

した。パシコーフは、車輪式引金のついたピストノレを従卒の手からヲ|ったくり、一一一度だって仕損

じたことのない代物でした、一一一息子に狙いをつけて、ヲi金をおろしました。神の得加護によって、

ピストルは不発におわりました。彼は火薬をつめなおし、再び撃鉄をおろしました、しかし、今度も

229オピストルは不発におわりました。彼は三たび試みました、しかし、三回目もやはり不発におわりまし

た。彼はピストノレを地面に投け令つけました。従撲がそれを捨い上げ、協の方tこ発射しますと、一一み

ごとdL:飛び出しました! ところで、離の方は訣然として本底の岩礁に乗り上げたままでした。
パシコーフは、床凡に腰をおろし、熊にもたれて、物思いに沈んでおりましたが、急に泣きだして、《呪

1) /レカ伝、 IX，54-56勺
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われたわたくしは、罪を犯しました、いわれもなく司祭長を鞭打ち、罪のない血を流しました。そのた

めに神がわたくしを懲らしめておられるのです!))と中しました。すると、 f可と不思議なことでしょ

う! 神は怒ることを遅くし、聴くことを速かにし給うと聖書に書かれてございますが、一ーその通

り、彼のこのざんげによって、飴~まひとりでに陪経を離れ、上流にへさきを向けたので廻すコそこでみ

んなが曳っぱりますと、一一船はたちまち波の静かな水[@こえり出ました そのとき、パジコーフ辻

息子をそばに呼びょせ、 《エレメイ、どうか技してくれ、おliHの三った通りだよ!)>と中しましたっ 229ウ

伎は駆けよって、父の足下に身を投じ、頭を下げて中しました、 <<3ミ i二、あなたをお赦しなさるのは

神様です! 神に対しまたあなたの言Ijに罪があるのは、このわたくしです!>)そして、父の腕をと

って、述れてゆきました 3 エレメイはとても分別のある善良な人で-した、もう者の白い年でしたが、
かしこ 3) 

非常に父を敬い、おそれ畏んで、おりました。持は親を敬う子らを愛すと聖書にありますように、そう

でなくてはなりません。さあ、わたくしの話をお開きのみなさん、エレメイ辻、わたくしたちのため

に、そしてまた何よりもキリストとその真理のために苦しんだのではないでしょうか? アブアナー

シイの船の蛇取りで、その場に居合わせたグリゴーリイ・チヱリノーイが、わたくしによくこの話を

してくれましたっ本題にもどるとしましょう j

さて、彼らは出発し、 I齢こおもむきましたっわたくしはエレメイを憐れに豆、い、彼に慈悲をおかげ

くださいと、 ~心に神にお穎いしました、人々は、戦すんで彼らが伺ってくるのを待っていました、

一-LかL、 1'/:Ëの期限がきても 'håってきませんっその問、八シコーブはわたくしをよぜつけよう土 230~~ー

もしませんでした。そうした島る口のこと、彼は拷間部以をしつらえ、さかんに火をおこしました、

一一わたくしを拷問にかけようと L、う腹なのです。わたくしは臨終の新i障を唱えました、と中Lます

のは、わたくしは彼の料理の仕方をよく承知していたからです、 伎のこうした火に婦られて、生

き残った者はまずないのです。わたく L~工、人が自分をヲ!っ捧えに来るのを待っていました、そして、
こころ

II!要をおちつけ、説いている妻と子供たちに、《神の御意の行なわれノん'hを!我らF主くるも主のために‘、、、、、、、、、、、
'1二27、ばぬるも Lのために死ぬ》とIjILまし た。見ると、わたく lをhliえに:人のが!定が主ってきま、、、、、、、、、、、、、
す まことに驚嘆すべきは主の御業、 iWJりがたきは神の思召しでございます! このとき、子傷をれ

ったエレメイが、いま一騎と連れだって、わたく Lの家と定のかたわらを小道づたいに通りかかりま

したふ彼は大戸で刑吏たちを呼び止め、一緒に連td吊りました吋彼パシコープは、拷間部屋をうっち

ゃって、息子を迎えにI-Uました、その様子は、悲しみに丹干し、しれた人間のようでLた G さて、エレメ

イは交にあいさつをすませ、 イお始経をくわしく話Lました、 彼の京勢が残らず梓殺Lのめにあ 230ウ

ったこと、 -人のそンゴール人が人の住まぬ上地を通って伎を案内Lてくれたこと、計111や森のrlTを、

Mも食べずに一一食べたものといえば J製品.]Z~だけでした じ弓もさまよい歩いたこと、わたくし

の姿をした人が伎の夢枕にあらわれ、彼を祝福し、行くべき追を教えてくれたこと、彼がこおどり L

て銚ね起き、!としい近にたどりiHたこと、一ーを父に物語りましたう伎が父に話をしておりましたと

き、わたくしは二人に挨拶にむきました。パシコープはわたくしにLlをあげて、一 まるで内熊のよ

うに、わたくしを生きたまま存みこまんばかりの形相でした、しかし、神がわたくしを絞の子に渡し

たりするものですか! 伎は持品をついて、《こいつはてっきりお前の仕業だな?あんなにたくさ

んの人間を続減させやがって!)>と:Jt、ましたつしかし、エレメイは、 《神父様、お願いです、お京

にお帰 I汁こなってください! キリストのためにfliIもおっしゃらないでください!>>とわたく L~こIj l

しまし7こ

1) CM. マタイ伝、 XXVII.4 
2) CM. ヤコブ 2号、 1，19 
3) ql命日己、 V.16 IHエジゾト XX，12
4 i ローへ円、 XIV， 8 
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松井茂雄訳

231オ 十年の問、設がわたくしを苦しめたのか、それともわたくしが設を苦しめたむか、一一それはわたく

しにはわかりません。それは、最後の審判の日に神がきめてくださいます。彼は新任者と交代し、わ

たくしはロジヤt昂還の指令を受け取りました。被は出発し、わたくしを置き去りにしてゆきました。

彼は援の中で、 《奴が一人で、出かけでもしたら、土民たちに殺されるさ》と考えていましたG 彼は船

に武器を積み、人々を乗せて旅立ちましたが、後で

一一敏らは土民たちを吾恋、れて、震えてし、たということです。さて、わたくしは、彼が出発してからー

か月後に、あちらでは何の役にもたたない年寄り、病人、負傷者を十人ほど集め、それにわたくしの

妻子を加え、総勢十七人で鯖に乗りこみました、そして、キリストを信頼し、へさきに十字架を立て、

運を天にまかせて、向ひとつ怖れず船出し、たしました。 (B:しかし、持には怖れもしました、何分わ

たくしたちは人間で、ございます、いったし、どこに隠れる所がござし、ましょう、所詮は死を免れませ

ん! このことは使徒パウロの身にもあったことです、震徒自身、《内には怖れ、外には不安ありき》
あか 、、、、、 、、、、、、、、

と自分について証しされています、また邪の箇所で、は、 《我もはや生きて事らん望みを失いぬ、され
6) 、、、、、、、、、、、、、、、、、、

ど主は我を救い給えり、また救い給わん》と証しされています。わたくしたちの不幸もまさにその通、、、、、、、、、、、、、、、、、
りです。もし主がお救いくだされなければ、やがてわたくしの魂は地獄に落ちるでありましょう。ダ

v、ま

ピテも、 《主もし我らのかたに在さざりしならんには、人々の我らに向かいて立ちし時、我らを生け、、、、、・、、、、、、、、、、、、、、、、、、、、、、、、、、、、、、、、、
るままに呑みしならん》と申しています。しかし、主は何かにつけてわたくしを守ってくださいました、、、、、、、、、、
し、今も守ってくださっております。わたくしは、小麦の中の雑草のように、善良な人々の中であく

せくし、またある時は、狼の中の羊のように、犬の中の兎のように、イエス・キリストの街為に何と

か命をつないでおります。異端者どもは犬のように歯を鳴らしておりますが、神のお許しがなければ、
ここる

わたくしを呑みこむことはできません。主の御意は経対です、一一何ごとも神の思召し通りになるの

です。わたくしたち時死をまぬがれません。向か善い行ないをし、何かを携えて、主の御前に出なけれ

ばなりません、わたくしたちはいずれは死ぬ身なのですから。この話はもう十分です。 (34オ一一-34
コールムチヤヤ コールムVチタ

231ウウ))わたくしは領地管理人に寺法類篇をやり、彼はわたくしに水先案内人をつけてくれました。また

わたくしは、身の代金を払って友のワシーリイを自由の身にしてやりました。伎は、パシコーフの下で

人々を告発し、そり血を流し、わたくしの苔を担った男で、す。あるときなどは、わたくしを鞭打った上

で、串刺しの芳lJv，こしようとしました、しかし、そのときも神は守ってくださいました! パシコープが

発った後、コサックたちはどうでも彼を打ち殺そうと思っていました。わたくしは、キリストの御為に

コサックたちに頼んで、彼をもらい受け、領地管理人に身の代金を払って、彼をロシヤに連れ撮り、命

を助けてやりました、一一この哀れな男が自分の罪を悔い改めますように! またわたくしは、もう

一人これと同様のろくでなしを連れ帰りました。人々は、この男をわたくしに渡そうとしませんでし

た。彼は死の手を免れようと森の中に逃ぜこみ、途中で、わたくしを待ち受けて、泣きながらわたくし

232オの船に飛びこんできました。すぐに追っ手が迫ってきます! 匠まう場所は島りません。わたくしは、
あそびめ

一一どうかお赦しください T一一よからぬふるまいをしてしまいました、ちょうどエリコの妓婦ラハ

1 )実際は 7年間。アヴアクムは、パシコープが当時知事をしていたエニセーイスクに1655年に着い

た。又パシコーフがシベリヤからモスクワに発ったのは1662年である O ここで10年と書いているの

は、 11年にわたるシベリヤ流用]を念頭において、概算したものと患われる。

2)パシコーフの後任イラリオーン・トノレブジンは、 1662年ラ月 12口、イグレン湖に到着した 0

3)パシコープのイグレンN選出発は、 1662年5月2ラ130
4)アヴアクムのイグレン湖出発は、 1662年の 6月末。

5) コリント後書、 VII，50 

6)コリント後書、 1，8， 100 
7)詩館、 CXXIII，2，) 
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ブがヌンの子ヨシュアの部下たちを匿まったように、伎を船底に長かせて、夜具をひっかぶせ、 IfJ祭

長夫人と娘にその上に墳になれと昌いつけました。追っ子たちはくまなく探しまわりましたが、わた

くしの妻を立たせようとはせず、ただ《かあさんや、やすんでいなさい、あんた辻ず、いぶん;苦労しまし

たねえ、奥さんりと言っただけで、す。ーーーところで¥わたくしは、一一どうかお赦しください、一

ーそのとき嘘をついて、 《あの男はここにはし、ないよ!)>と申しました、一一一わたくしは彼を死の子

に渡したくなかったのです。追っ手たちは、しばらく探してから、空手で戻ってゆきました、わたく
2) しも -<3)

しは彼をロシヤに連れてゆきました。神父ならびにキリストの撲よ、わたくしをお赦しください}

わたくしt主あのとき嘘を言いました。島なた方辻どう忠われますか? わたくしの罪は大きいでしょ 232ウ
あそびめ

うか? 妓婦ラハプにありましても、彼女辻再様にふるまったのだと思います、でも望書はこのこと

で彼女を讃めております。あなた}jも、どうか裁いてください、もしわたくしが罪を犯したのでした

ら、わたくしを赦してください、教会のならわしに長しないのでしたら、まことに結構なことですι

ここにあなたのために余白を残しておきます。あなたの子で、わたくしと妻と娘のために、執しまた

は懲罰の言葉を書き入れてください、わたくしたちは一緒になってよからぬことをしたのです、一一一

あの男が神にざんげすることを望んで、死の手からかばってやったので、す。最後の審判の布でキリス

トがこのことをお項り上げにならないように、お裁きください。神父よ、ここに何なりとお書き入れ

になってください〉

く神は、あなたとあなたの妥アナスターシャ、あなたの娘、それにあなたの一家を、現i止で、も去111:233オ

でも、ことごとく赦し給い、祝福を与えられましょう。あなた方は、 りっぱに、そして正しくふるま

われました。アーメン。>

ありがとうございます、神父様、梅親切を感謝します! 話の続きに入りましょう。
i1 

領地管理人辻、麦粉を三十ブ γ トほど、牝牛を一頭、山手を五・六匹、それになにがしかの乾しi却

をくれました。わたくしたちはそれを食べて、ーと夏船旅を続けました。この管理人はりっぱな人で、

わたくしの娘クセーニヤの教父になってくれました。この娘は、まだパシコープと一緒の時分に生ま

れたので、すが、設が香油や聖油をわたくしにくれなかったので、長いこと洗礼を受けておりませんで

した、一一わたくしが洗礼を施しましたりは、彼が出発してからのことでございますっわたくしが長

のために由ら童設の感謝式を執り行ない、菅.RH人を教父とし、わたくしの長女を教sJ:とし、わた〈し
が憎{呂の役を受け持って、子供たちを洗礼いたしました勺忌子のアブァナーシイ十こも、まったく同じ 233ウ

やり方で洗礼を施しました、メゼーンで、聖礼の式を執り行ない、彼に聖さんを年えてやりました。わ

たくし辻、自分で自分の f供たちのざんげを聴き、聖さんを授けておりました、しかし、妻にはそう

したことをしたことはありません、一一これについては教会の民に定められておりまして、それに従

わなければなりません。あの背教者どもの禁令などはキリストの御名において足で踏んづけ、奴らの

!児Iliiで、一一司にするのも胸糞が悪し、， lJi.をふいてやる。わたくしは、モスクワの望者でいらっ

しゃるピョートル、アレクセイ、ヨナ、ブイリヅプから祝福を援かっています、一一一わたくしはこの

1 ) CM.ヨシュア，;乙、 11つ
2)アヴアグムのざんげ聡向僧ニピフアーニイをおす

3 )アブアナーシイ某なる 11-1教信者合指すと忠われるつエヒブ F ーニイは、このアゾ/ナーシイにLI
分の《白伝》の第一部を贈った。なおこの《キリストの僕)>は241ウ、 277ウ、 285オにも IIIてくる O

4 )く 〉の中は、エピブアーニイのi!?き入れコ

ラ〉シベリヤで生まれた二人 I1の子供コ
6) 1665年七円、 メゼーンで生まれた4くの恵子

7) 1667年の宗教会議の決定で、{持 {~S/) ~自分の子に出よしを抱 L 、 ざんげをiWき、 l¥'!.さん主将げること
ぷ禁止されたっ

8)ピョートル(1326死〉、アレクセイ(1300-1373)、ヨナ (1461死入フイリヅプ.(1507-1ラ69)一

-~.ずれも教会によって聖者と認められたモスクワの府主教っ
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方々の書きi呈された言葉通りに、真心からi障を信じ、神に仕えております。わたくしは背教者どもを

否認し、呪っております、一一奴らは持の散です、わたくしはキリストと共にありますから、奴らな

234オんか恐れていません! たとえ我が身の上に石が積まれようと、教父たちの伝統を守って、石の下で

も酎え忍びます、ましてやあの道生・盗人のニーコソわやからの呪坦を耐え忍ぶぐらい何でもありま

せん。何で長々と話す必要がありましょう? 奴らの犠式や礼拝、それに奴らが手を入れた新販の聖

書に、唾をひっかけてやろう、一一それでし巾、のさ! キリストと聖母に喜んでいただくにはどうし

たらよいか、それについて話しましょう、奴らのたわけた話なんかもうたくさんです。ニーコンのや

からよ、さんざん罵倒したが、悪く思わんでくれ、お前たちは好きなように生きるがよい。わたくし

は、自分の苦難について、わたくしに対するお前たちの御親切なもてなしぶりを、語りつづけることに

234ウしよう。あれからもう二十年になります。お詰たち故のわたくしの受難を、どれほど梓がお望みにな

られようと、おお、主なる神よ、我らが設い主イエス・キリストよ、それはわたくしからすれば何で

もないことです! ですから、キリストがお望みになられる間は、ちゃんと生きてゆくつもりです。

もう止めましょう、一一ーとんだ横道にそれてしまいました。前の話にもどりましょう。

わたくしたちはダウーリヤの地を後にしました。食糧が乏しくなっましたので、仲間たちと神にお

祈りしました。キリスト拭一頭の大鹿を援けてくださいました、それは大きな獣でした、一一ーこれを食
うみ うみ

料にして、わたくしたちはパイカルの瀕にたどりつきました。湖のほとりでロシヤ人の一回に出合いま

した、後らは黒紹を捕りに来ていたので、すが、そのときは魚をとっておりました、心のやさしい人た
うみ

ち、チェレγチイとその仲間は、喜んで、わたくしたちを迎え、わたくしたちを船に乗せたまま渇から曳

き上げ、速くの岩の上まで運んでくれました。この愛すべき人たちは、わたくしたちを見て涙を流し、

わたくしたちは彼らを見て泣きました。彼らは、要るだけの食物をわたくしたちにくれました、一一

235オとりたてのちょうざめを西十尾ほどわたくしの前に持ってきて、 《神父様、これはあなたの分として
ゃな

神がわたくしたちの婆に入れてくださったものです、一一ーそっくり反ってください!>>と中しました。

わたくしは後らにおじぎをして、魚を祝福し、 《こんなにたくさんどうしましょう?)>と言って、彼

らに持ちj局ってくれと頼みました。しばらく僚らのfft話になりましてから、必要な食糧を彼らから貰
うみ うみ

い、船を務理し、どうにか杭をつくろって、湖の向こう岸へ船出しました。湖の上で天候がくずれ、
うみ

わたくしたちは力のかぎり漕ぎました。湖はこのあたりではそれほど広くはなく一一百露呈か八十蕗

皇詰どでした。向こう岸につきましたとき、激しい暴風におそわれました。わたくしたちは、波に安全

な場所をやっと岸ベに見つけました。そのあたりには、高い出々、餓々たる懸崖がそびえたち、その高

いことは非常なもので、一一わたくしも二高露呈ないしはそれ以上旅をしましたが、こんなに高いの

はどこでも晃たことがありません。そのいただきには、御陵や小塔、円や柱、石出や庭があります、

235ウ一一これらはし、ずれも搾の御手になるものです。この山々には、玉葱ゃにんにくが生えており、ロマ
くれ在い

ノヴォ産のものより大きしとても甘味があります。そこには梓がお植えになられた蘇も生え、紅旗

える寵の花は、色美しく薮郁たる香気を放っています。烏は非常にたくさんいて、語鳥や白鳥が雪の
うみ

ように白く湖の上を泳いでおります。そこには、一一ちょうざめ、鱒、小ちょうざめ、鮭、白鱒、そ

の抱たくさんの魚がし、ます。水は真水ですが、大きなあざらしやおっとせいがおります、メゼーンに

生んでいましたとき、あの大海でもこういうのは見たことがありません。魚ときたらうようよしてい

ます、ちょうざめや鱒はこってり指がのっていて、一一フライパンで揚げることができません、脂で

236オべとべとになってしまいます。やさしいキリストは、心安らかに神を讃美できますように、これらす
なが

べてを人間のためにお創りになられたので、すG されど人なるもの、そは空にことならず、ーーその存、、、、、、、、、、、、、、、、、、、、
1 )ロマノヴォ・ボリソグレプスク(乳ヤロスラーヴ、ザチ1'1、 トゥターエフ市〉。

2)白海に註ぐメゼーンMの右岸にある町(アルハーンゲリスクチ1001664年8月29打、アヴアクムは
モスクワから更にここに流された。
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らうる百は過ぎゆく影にひとし、人間は牡山手のように跳ねまわり、 l見鉛 I~のようにふくれ、 I L! ~ll~の
、、、、、、、、、、、、、、
ように怒り、蛇のようにがつがつし、地人の美を見ては仔馬のようにIUViき、悪賓のように日滑にふる

まい、たらふく食らっては祈りもせずに鼠り、神に析らず、老いの自まで悔い改めを延ばし、そして

この-utから消えてゆきます。それからどこへ行くのでしょう、光の中でしょうか、閣の仁!!でしょうか、

それはわたくしにはわかりません、一ーその行く先は、最後の審判の日に・人一人に示されましょうつ

わたくしをお赦しください、誰にもまして罪深いのはこのわたくしでございます。

さて、わたくしたちはロシヤの可々につきました、そして、教会が少しもよくなっていないばかり
、、、、、、-、、、、、、、、

か、かえって混乱がひどくなっていることを知りました。わたくしは悲しくなり、ぺそりこんで思案に、、、、、、、、、、、、、、、、

くれていました、一一《どうしたらよいだろう? 持の御言葉を説きつづけようか、それともどこか 236ウ

に身を揺してしまおうか? 何といっても妻子をかかえた身だからなあれー一一わたくしがふさぎこん

でし、るのを見て、わが可察長夫人はうやうやしくわたくしに近寄り、《あなた、なぜふさいでいらっし

ゃるのですか?>>と申しました。わたくしはつぶさにわけを話しました、《妻よ、どうしたらよいだろ

う? 異端の冬がuの前に来ている、わたくしは語るべきだろうか、それとも沈黙すべきだろうか?
わたくしにはお一前たちというものがあるんだよ!>>すると、彼女辻、《まあ、とんでもなし、!向をおっ

と

しゃるんです、ベトローヴィチ? わたくしは、 ((i女主:につながるる告なるか、釈くことを求むるな、
l)、、、、、、、、、、、、、、、、、、、、、

長につながれぬ者なるか、~を求むるな》という使徒の J葉を、一一寸まかならぬあなたが読んでいら
、、、、、、、、、、、、、、、、、

したのを、 出きましたわ。わたくしは一子供たちと・轄にあなたを祝福します、今まで通り詰せず神

の御言葉を説きなさい、わたくしたちのことは心配めさるな、神のお許しがあるあいだは・緒に葬ら 237オー

しましょう、もし別れ別れにされたときは、お街りの中で、わたくしたちのことを忘れないでください、

キリストはお強くいらせられます、わたくしたちを見捨てたりなさいません! Uきなさい、教会ヘ

行きなさい、ベトローグィチ、異端者どもの欺織をあばいてやりなさい!>>と中しました 3 この r=r-主主

をi詣いて、わたくしは彼幻こ低く頑をードげ、歎かわしい浅はかな考えを振るい落としました。わたく

しは、今まで通り、町から図Jヘ、また歪lJる所で、神の御三葉を説き且つ教えはじめました、そして、

ニーコンのゃからの呉端ぶりを断乎としてあばきたてま Lたコ

さて、わたくしはエニセ--1スクで冬を主主し、;亙のあいださらに船旅をつづけ、今度はトボーリス

クで冬を過ごしましたr モスクワにつくまでのあいだ、IIlJといわず、村といわず、教会でも市場でも、

持!の御三葉を説き且つ教え、見誌の邪説をあばいては、声高らかに叫びました それからモスクワに

つきました。ダウーリヤを発ってから三年がかりの旅でした。この前あちらにまいりましたときは、JL

年のあいだ需を遡り、遊牧誌の出岳地や居住地の間を、京へ点へと連れてゆかれましたυ 今皮の技に 237ウ

ついても、訴すことはどっさりあります j二氏たちの掌中に落ちたことも何!支かございます。大河

オピのほとりでは、わたくしの出前で二 iゾ、のキリスト教徒が殺されました、 しかし、わたくしにつ

いては、彼らは相談の上で無罪故免にしてくれました、またイノレティシ許可の止とりでは、彼らの-1、l1

1 )詩詰、 CXLlII，4，
21公式には、ヴェルホトゥーリエ (II!iíii ウラ!~のスヴェノレドロプスクチH) U、114企JHすが、アグアク
人はエニセーイスクやトボーリスクも汗めてもっと広い怠ntで使っているン
3;マタイ伝、 XXVII，240
4) コリント前吉、 VII，27， 
う)1662-1663年の冬み
6) 1663-1664年の冬コ
7) アヴアクムのモスクワ委IJ;{íーは 1664~!'. のが Q イゲレン減!Ii\ 売上 1662{F6 JJ )¥く)から起首-t，hば 2{!'. 
であるが、ここではネールチンスク砦の出発(1660-1661王子の冬の終り)から，i1tTしているつ
8)アグアクムのトボーリスクからネールチンスクまでの行むは、 5年ではなく、 4年 (1655-1658)。
7日[の運行;土、イルテイシ iijJとオピ河の合流点からイグレン溺まで。
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が集結し、ベリョーゾヴォから米るわたくしたちを殺そうと、 fi(}の来るむを待ち受けていました。わ

たくしは、そうとは知らずに、彼らのいる方へ行き、着きましてから訟を岸にょせました。彼ら持て

んでに弓を持ち、たちまちわたくしたちを包囲しました。わたくし注進み出て、修道f曽tこでもするよ

うに、彼らを抱捧し、 《キリストの我と共にあらんことを、しかしてまた御身とも共にあらんこと

を!})と申しました。すると、彼らはわたくしに好意をいだき、自分たちの妻をわたくしの妻のとこ

ろに連れてきました。わたくしの妻も、世間でよくやる御機嫌取りをするときの要領で、彼女たちに

心にもないお世辞をふりまきました、それで、友たちも機撲がよくなりました。周知の通久キリスト

238オのおかげで、女よければすべてよしでござし、ます。男たちは弓矢を引っこめ、わたくしと商売をはじ

めました、一一わたくしは売れ残りのひどい品物を彼らからかなり買いました、一一ーその後で、わたく

しを放免してくれました。トボーリスクにつきまして、これまでの話をいたしますと、人々時びっく

りしました、と中しますのは、そのころシベリヤの到るところでパシキール人やタターノレ人が鋲乱を
3) 

起こしていたからでございます。ところが、わたくしは、そんなことも知らずに、キリストを詰顧し、

彼らの間を掠してきたので、すO それから、ヴェノレホトゥーリエに着きました、わたくしの友イワン・

ボグダーノヴィチ・カムイニンも、わたくしを見てびっくりし、 《神父さん、あなた辻どうやって通

り抜けてきたんで、すか?>)と申しました。わたくしは、《キリストがお連れくだされ、聖母がお導きく

ださいました、わたくし拭誰ひとり怖れません、ただキリストを怖れているだけで、す》と答えました。

それからモスクワに着きました。ツアーりと大貴族たちは、まるで神の御箆いでもあるようにわた

くしを迎えました、一ーすべての人がわたくしを散迎してくれました。わたくしはブヨードノレ・ノレテ

238ウィーシヂェフの邸に行きました。彼は部屋からとび出して自らわたくしを追え、わたくしの祝福を受

けました。わたくしたちは尽きぬ話に花を咲かせました、一一三日三晩のか、だ、彼はわたくしを家

へ掃しませんでした、その後でツアーリにわたくしのことを言上しました。ツアーリ法即刻参上して

御手に接吻せよと沙汰されました、そして、やさしい言葉で、 《お達者ですか、司祭長? 神はまた

わたくしたちを引き合わせてくださいましたね!))とおっしゃいました。それに答えて、わたくしは

ツアーリの手に接吻しその手を握って、 ミ冨王陛下よ、主は生きておられ、わたくしの魂も生きて

おります、これから先も神の患召し次第でございます!))と中しました。心のやさしいツアーリは出

息をおつきになり、それから用務のために出かけられました。そのほかにもいろいろお言葉がござい

ましたが、長々と語る母どのことはありません、これはみな過ぎ去ったことなのです! ツアーリは、

239オクレムリン内のある務道院の捨坊にわたくしを住まわされました、そして、 IU御の折々、わたくしの

宿所のそばをかちでお通りなされるとき、よくわたくしに低くおじぎをされて、《わたくしを祝福し、

わたくしのことを祈ってください!))と中されました。またあるときは、馬で通りかかられ、帽子を

とろうとしてお落としなされたことがございます。また馬車から身を乗りだされて、よくわたくしに

1 )オピ河右岸の支流北ソーシヴア汚を合読点から20キロ上った左j戸にある(現ハンティ・マンジー

スク民族区内〉。

2) 1663年6丹の末ラ
3) 1662-1663年に、パシキール、 タターノレ、 ウfーグノレ、チュヴアシ、 カノレムイク、 オスチャク、
その他のシベリヤ諸種族が、デグレート・キレイ〈クチューム汗の係で、 《シベリヤifllil>>のI'I!}il 

をはかった〉の指導の下に大規模の叛乱を記こした。

4)中部ウラノレのスヴェルドロフスク州内。公式にはここがロシヤとシベリヤの境界とされていたω

ラ)1682死。 16ラヲ年1月2211から1662年9月16日までヴェルオ、 i、ヮーリエの知事。ボローアスクのノ斗
ブヌーチイ僧院の寄進者であった。カムイニンは、後にこの前院に図書f;;lされたアヴアグムを訪れ、
按のためにいろいろ尽力している。

6)ブヨードノレ・ミハーイロヴ4チ(1626-1673)。 教主主の高い政治家で、アレグセイマi'iのfRIJ)[i:であ

った。

7)ノヴォヂェヴイーチイ捨院。
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挨広之さったものでございますc さて、大WIV(O)面々も、みなツアーリにならって、わたくしに平身

低頭し、 《司祭長接、わたくしたちを祝福し、わたくしたちのために祈ってください!))と中すので

した。このようなツアーリや大貴族たちを、どうして蜂れまずにいられましょうか? そうですとも、

憐れんでやるべきです可とまあ彼らは善良だったことでLょう! それに今だって、彼らはわた

くしを憎んでおりません、わたくしに悪意を抱いているの辻悪魔でして、人々はみなわたくしに好立

をよせているのです。彼らは、わたくしが彼ちと信{rpを共にさえすれば、わたくしに望みの地位を与

え、ツアーりのざんげ聴問常にさえしようとしていたので、す。しかし、わたくしは、キリストを得ん

がために、死に思いをめぐ、らして、これらーすべてを塑あくたのように見なLました、こうしたことは 239ウ

すべて遺ぎゆくものでございますから勺

ところで、 トポーリスクにおりましたとき、まどろみの夢の中で持の怖ろしいお告げがございまし

たっ f我がために二つに裂かれぬよう心ぜよ工わたくしは、ぎょっとして、競び起き、聖像の御前に

ひれ伏して、 《主よ、新しいやり方で勤行している所には、足をふみ入れた;川、たしまぜん、神様!)> 

と中LまLtこ。皇&:の名の臼の視し、に、わた<Lは大寺院へ草月拝に行き、彼らに劣らず軽卒なふる主

いをLました、教会には知事たちも来ており主した。わた〈しは、この町に到着以来、後らの奉献式

のやり方を、内陣の供物理のかたわらで、三・三震観察し按らを非難LまLた。しかし、それも'損

れっこになって、非難するのをは:めてLまいました、一一悪賓が針で、わたく Lを刺したので‘すっです
たr

から、やきしいキリストは、わたく Lを戒され、旬、ほどの苦難をへし護に、汝~'i我が身を減点すこと
アーとードェヤ

を設するか? 我がために三つに裂かれぬよう心せ上!))と仰せられたのですc わたくしは弓の勤fi-240オ
7 ベーグヰ

に行〈のを止めて、公爵のところに食時に行き、つぶ、きに一部始終を物語り主 Ltこっ犬賢挨で心の

慢しいイワソ・アソドレーヴィチ・ヒノレコフ公爵は、泣きだしてLまい主 Lたタ罪業深いわたく Lは

あれ日どの神の御患を忘れて上いものでLょうか?

まだダウーリヤにおりましたころ、冬のある日、わたくしは潜り止めのついた雪靴をはき、掠場の

子供たちのところへ、海の芳くの i二をJ急いでおりました。そのあたりは雪はありませんが、寒気はこと
たけ

のほか厳しし芳くが厚く張っています、ーーーその厚さは人の身の丈ほどもごぎいました。わたく Lは

ぎくが欽みた〈なりま Ltこ、 i蓄えがたいl殺のかわきにさいなまれて、歩くことができません、しかも諦!

の真ん中です。オくを手に入れることはできません、湖は八露呈ほどもあるのです〉わたくしi土xを{fll
ぎ、 《湯いたイスラエノレの畏のために荒野で、口から水を湧き出さぜ給うた主よ、あなたはそのときと 240ウ

Fヨヒく今このときもいらせられます! あなたのおほからいによって、わた〈しにきくを飲ませて〈だ
きい、主よ、我が神工!))と申しましたごああ、何と悲LいことでLょう! どう中してよいやら、

わた<L~こはわかり主ぜん、どうかお教L ぐださい! いったいわたく Lば何者でしょう? <た~ど

1 )当時、ツアーリのきずんげ聴問僧は、雫需ではたく、 スチェファソ・ヴォニフアーチェフの後作ノレ

キヤソ・キリーロフ可守男畏であった。ツアーリ{士、アヴアグムヵ:改本に同意するという祭芹つきで、

ルキヤソの代りに按ち三時命ずる意向を持っていたム iい

2) ピリピ三号、 III，8へ
3)以下に需ちれているl+l来事i士、アヴアク人がジペリヤからそスクワに対乙途111、 トボーリスク仁

滞在Lていたころ(1663年の秋左冬1めことでj;-)るづ

4) タチヤーナ・アレクセーエヴナかヲ 名め円は 1月12Flぺ

ラ1 トぷーリスクばシベワヤめ中心部市でカ〉ったので、知事:土特;二プ.人罰かれていた。当時の正知官

江イ ηγ ・とルコフ、調会[1亨ばグニーノレ・ヤーコヴレフ (1664手わっ

6)アヴアクムの非難l士、寺三献えのやり方がニーコンの改"l'三で犬幅に変えられたこ主にゆjげられてい

る「犬二左えば 71¥司で怠った宅伴ポラ f胃に減らされた1
7)当時めトボーリスクの主知事っ

8)ジヤグ γ ャ湖ぞイノレゲヅ湖から約15キロ工

9) CM. !11エジプト記、 XVII，1-7. 
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りぞこないの犬です!ーーところが、わたくしの目の前で氷がばりばり割れ、湖を横切って左右に裂
やま やま

けました、その後で割れ目は再びふさがりました。大きな氷の堆積ができました。壇に代わるこの堆積

がある聞に、わたくしはこのしかるべき祈祷の席に立ちました、それから東の方を向いて、心の底か

らきれぎれに主の御名を呼びながら、二・三度礼拝いたしました。神は小さい氷穴をわたくしに残し

てくださいました、わたくしはがばと身を伏せ、心ゆくまで飲みました。わたくしは神に感謝をささ

241オげ、泣いて喜びました。その後でこの穴もふさがりました。わたくしは立ち上がり、主に礼拝をすま

せ、それからまた目指す子供たちのもとへ氷の上を走りだしました。そのほか何かと辛い目をみまし

たときにも、わたくしにはよくこうしたことがござし、ました。わたくしは、歩いていても、檎を曳いて

いても、魚、捕りをしていても、森で、薪を切っていても、何かほかの仕事をしていても、一ーその時々に

応じて、一一目晩棒、朝拝または定時祈曙のお祈りを唱えました。人中にいて工合の悪いこともござい

ます、宿場にいましても、気の合わない連中がし、て、わたくしの祈祷をいやがることもごぎいます、

また旅の途中で‘お祈りができないこともございます。そういうときには、わたくしは山かげか森の中

に人目を避け、簡単にお勤めをいたします、一一一大地に頭をつけて叩頭の礼拝をするのです、時には

泣くこともございますが、それだけで、食事にいたします。気の合った人たちと一緒のときは、携帯用

241ウの折畳み聖像を台の上に立て、お勤めをいたします、ある人々はわたくしと一緒にお祈りをしある

人々は粥を煮ます。檎に乗っておりますときは、日曜日ですと修道院の宿坊に立ちより、正規のお勤

めをいたしますが、平日ですと檎の中でお祈りをすませます。日曜日でも、犠に乗ったままお勤めを

したことがございます。まったく都合が悪いときにも、とにかくほんの少しでもお祈りをつぶやきま

した。神父エピファーニイよ、飢えた肉体がノミγを望み、渇いた肉体が水を望むように、魂もまた

長請の濯を望みます。人を滅ぼすものは、パンの飢えでもなく、水の渇わきでもありません、人を滅

ぼすものは、人聞にとっての大きな飢え一一一神に祈らずに生きること一一ーなのです。
しもペ

神父よ、わたくしがダウーリヤの地におりましたころ、ーーもしあなたとキリストの僕がこの話に

退屈なさっておられなければ、罪人であるわたくしにもっと話を続けさせてください、一一一疲労困懲

242オと激しい飢えのために、わたくしは勤行する気力を失い、ほとんど止めておりました。お勤めは、晩

薦の聖歌と夜半祈祷、それに第一朝課だけで、そのほかは一切しなくなりました。何のことはありま

せん、家畜のようにあくせく日を過ごし、勤行のことを苦にしながら、お勤めにかかることができま

せん、それほど弱っていたので、す。あるとき、わたくしは森に薪を切りに行きました、その留守に、

妻と子供たちは、火のそばの地べたに坐り、娘と妻は一一二人して泣いておりました。アグラフェー

ナは、哀れなわたくしのふしあわせな娘は、その頃はまだ幼うございました。わたくしが森から戻っ

てみますと、一一この子がひど〈泣いております。舌が金縛りにかかって物が言えません、恒ったま

ま、母親に向ってわめいています。母親は彼女を見で泣いております。わたくしは一息いれました、

242ウそれから、お祈りを唱えながら子供のそばにより、 《主の御名によってお前に命じます、わたくしに

話しなさい! 何でお前は泣いているのだね?))と申しました。彼女は跳びあがっておじぎをし、は

っきりこう申しました、《おとうさん、誰だかわかりませんが、光り輝くお方がわたくしの中にいらし

て、わたくしの舌を押さえられ、おかあさんと話させてくださらなかったのです、それでわたくしは

泣いていたのです。そのお方は、《父に今まで通り勤行を行なうように申し伝えなさい、そうすればお

前たちはみんなで、またロシヤに行けるのです、しかし、彼が勤行を行なわなければ、これについては彼

自身も考えていようが、ここでみんな死んでしまいます、彼もお前たちと一緒に死んでしまうので、す》

と申されましたれそのほかにもまだいくつかのお告げがこのとき彼女にありました、わたくしたち

1 ) CM. .206オの註。

2) CM. アモス書、 VIII，110 
3)午前 7-9時に行う勤行。
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に帰還の命令がとどくであろうとか、ロシヤで大勢の苦の;友人たちに会えるだろう記どいうことでし

たが、一一それがことごとく現実になりました。また、晩議と車問Fを行なうようパシコープに中し伝え 243オ

よとのお告げもございました、そうすれば、神が好天を恵まれ、穀物が実るというのでございます、

一一ーそのころはひっきりなしに雨が蜂りつづいておりました。僅かな場所に大麦が播いてありまし

た、聖ベテロ祭のー・三B前に一一←すぐ大きくなったものが、雨で腐りそうになりましたつわたくしは

暁躍と報拝のことを彼に話しました、彼も言われた通りにしました。神は好天をお恵みになられ、穀

物辻すぐ実りました。何たる寄護で、しょうか! 遅〈播いたのに、平〈実ったので、す3 ところが、こ

の哀れな男は、神の御業に菜切りをするよろになりました。明〈る午、たくさん大麦が播かれました 2

rJた

しかし、とほうもない大雨が詫って、戸;が氾離し、!上部土水浸しになり、何もかも洗い流され、わたく 243ウ

したちの住居も押し流されてしまいまLたっこれほどの大本はここではかつてなかったことです、一一
ス子ラノーイ

:1:民たちも驚いておりましたつおわかりでしょうか、彼が神の御業を梅り、邪道に足をふみ入れたの
ストラ γヌイ

で、持も異常な怒りを設にあらわされたのです! 彼は、一一子供は腹がへったので、泣いていた

のさ，-ーと言って、設から最初のお告げを朗笑したので、ず p しかし、それ以来、わたくしは勤行に

精をだし、今日までどうにか欠かさず続けておりますc この話はもう十分です、前の話にもどりまし

ょうのわたくしたち段、これらすべてを胸に刻みつけ、忘れぬように努め、対!の絹i業を軽んじたり、

このはかない現jltの誘惑に見変えたりしてはなりません 244宇

きて、モスクワにおりましたときの話にもどりましょう~按らは、わたくしが妥協しないことに河

がつきました。ツアーリは、ロジオーン・ストレシニョーブにわたくしの説得を命じ、わたくしを沈

黙させようとしました。わたくしはツアーリを満足させました、何といっても、彼は神によって常杭

につけられた方であり、わたくしに好意を持っておちれました、一一一わたくしは彼がタしずつ良くな

ることを期待していましたの聖、ンメオン祭の司に、聖書校訂のためわたくしを印部品に任命するとい

う約束がございました。わたくしはたいへん喜びました、一一ツアーリのぎんげ聴問憎になるよりも、

この方がずっとわたくしの気に入りました。ツアーリはわた〈しに十ノレープノレ届けてくださいまし

た、王妃も十ループノレ、ざん汗聴問僧ノレキヤソも十ループノレ、 ロジオーン・ストレシニョーブもトル

ープルくれました。またわたくしたちの古い友人ブヨードル・ルティージチヱブは、存分の出納係り 244ウ

に命じて、わたくしのi照子のrflに六 iソレーブノレ入れさせました今ほかの人たちについてはltすまでも

ございません、みんながそれぞれいろいろ主物を持ってくるのです! わたくしは、安ずべきプェオ

ドーシャ・プロコープイエヴナ・モローゾワの部で日を送り、どこへも出ないでおりました、と中し

ますのは、彼一女はわたくしの教子でしたし、彼立の株で公爵夫人エヴドキーヤ・プロコープイエヴナ

もわたくしの教子で、ございましたからっわたくしの愛する者たち、キリストの的教者よ! またわた

くしは、今は亡きアンナ・ペトローグナ・ミロスラーアスカヤのJ~I)vこむ討に出入りしておりました

1 ) 6 n 29 f Iσ 
2 )ロジオーン・マトヴェーグイチ(1667舎とし当日与のシベリヤ fj: 長'F'fで ~i;"'IÁJ 'f'f ，アヴアクムに好意1;，:
J:jっていたっ
3') 9月 i汀0
4) このような約求がなされたかどうかは、すこぶる挺わしいったぜなら、アヴアク人(土!¥'tf 1iの己f，c.if 
に公然と反対していたからっ
ラ)アレグセイ帝の妃マリヤ・イリーニシナ(1669.3.3タt)) 111 iをまで111教徒たちι熱烈h..l.iJtNを持%
がじけた (CM.248 ウ)) 
6 ') !fJ 祭長ノレキヤン・キリーロブ 1657 1fから 1666~ドまでツアー 1) のざんげ号車問情。
7)ブェオドーシャ・モローゾワー一一上手段大貴族グレープ・イワーノヴイチ・モ戸ーゾフの妻。この
I:(iは寡舗になっていた。ヱヴドキーヤ・ウルソワ一一一アレクセイ帝の側近ピョートル・セミョーノ
ヴイチ・ウノレソフの妻っこの姉妹はソコヴニン家の!日で、ルティーシチェフの親域、ツアーリの桝
1，1;えに当たるコ熱烈な!日教信者で、アヴアクムの帰依者・であった。いかなる説得、迫害、監禁にも Jnl
L注かったっ最後には、ボローフスク(現カノレーガ州内7の上牢で、死んだ(ウルソワは1675.9.11、
モローゾワは同年11.2) c アンナ・ミロスラーフスカヤ一一ぺ口スラーブスキイ家の出である:-1:妃マ
ワヤ・イリーニシナの親威。 ミロスラーフスキイ家の人々は、熱心なアヴアクムの滞依者であったっ
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プヨードノレ・ノレティーシチェアの邸には、背教者どもをやりこめによく足を運びました。

こうして半年ばかり過ごしました、しかし、教会のことが少しもよくならないばかりか、かえって、、、、、、、、、、、、、、、、、
混乱がひどくなってゆくむがわかりました。わたくしは沈黙を破りました、ツアーリ宛ての長い手紙、、、、、、、、、、、

245オの中に、音ながらの信仰を回復し、わたくしたちみんなの母で、ある聖なる教会を異端から守り、悪党

で異端者、猿で背教者であるユーコンの代わりに、正教の牧者を総主教の座につけてくださいと書

きしるしました。しかし、この請願書ができあがりましたとき、わたくし江ひどい病気にかかりまし

た。わたくしは、教子の癒愚の行者ブ言ードノレをつかわして、通行途上のツアーリにこの請願を届け

させることにしました。このブヨードルは、背教者どもによってその後メゼーンで、絞首刑にされまし

た。さて、ブヨードルは、請願を手主こして大胆にツアーリの車に近づきました。ツアーリは、請願をた

ずさえている彼を王宮正面の踏段の下に閉じこめさせました、一一一被はこり請願がわたくしからのも

のであることを御存乙なかったので、す。後で彼から議顕書を取り上げられ、釈放をお命じになりまし

24ラウた。今は亡きこのプヨードルは しばらくわたくしのところにおりましたが、教会で再びツアーリの

前にあらわれ、痴愚の行をはじめました、ツアーリは立腹されて、後をチュードフ{曽院に搾しこめる

よう命ぜられました。僧読長のパーヴェルは、そこで設に鎮をかけました。ところが、神の御霊によ

って、この鎖はみんなの見ている前でばらばらと設の足下にくずれ落ちました。故人となった愛すべ

きブヨードルは、この僧設のパン焼場で、パンを取り出したばかりの熱い炉の中にもぐりこみ、操の

尻で炉床に坐り、パン屑を掻き集めて食べました。それで、修道僧たちは震えあがり、僧院長パーヴェ

ノレに報告しました。彼は今は府主教になっています。パーヴェルはこのことをツアーリに言上しまし

た。ツアーリは僧院に出向かれ、 丁重に彼を釈放するようお命じになりました。ブヨードルはまたわ

たくしのところに震ってきました。

このときから、ツアーリはわたくしによい顔をされなくなりました、わたくしが沈黙を絞ったのが

お気に召さなかったのです。黙っていれば彼のお気に吾すのですが、わたくしはもうこれ以上がまん

246オがなりませんで、した。高{曽たちは牡山羊のようにわたくしに襲いかかり、再びわたくしをモスクワか

ら追放しようとたくらみました、それと申しますのも、大勢のキリスト教徒が、わたくしのところに

来て真実を知り、後らのよこしまな礼拝式に行かなくなったからでございます。わたくしはツアーリ

に叱境されました、 《あなたが教会をからつぼにしたので、高僧たちが苦清を申している、も〉う一度

流飛地に行くがよLゆというのです。大貴族ピョートノレ・ミハーイロヴ4チ・サノレテイコープが、こ

れをわたくしに伝えました。こうしてわたくしはメゼーンに送られました。大勢の善良な人々がキリ

ストの御名において、いろいろな贈物をしてくれましたが、全部そこに量いてきました。連れてゆか

1 )マタイ伝、 xxvn，240 
2)ニーコンは1658年に勝手に総主教の些を去った〈ツアーリにはし教権の優位を主張して、不興を

こうむったため入 しかし、種々の事靖から、 1667年ヨアサプが総主教になるまでは、公式にはこ

の位を掠奪されていなかった。

3)この請願書は現存しない。 1664年8月22日以前に書かれたと思われるくCM.下記の註ラ〉。

4)アヴアクムは、シベリヤからモスクワに'局る途中、ヴエリーキイ・ウースチュグでフヨードルに

会った。以後フヨードルはアヴアクムの教子となり、設に再志ルカーと共に、 1670年3月メゼーン

で較昔前にされた。

5)チュードフ僧院長パーグェル(1675死〉は、 1664年8丹22日、 クルチーツキイの荷主教に任ぜら

れた。従って、ここで述べられている事件は、それ以前に記きたものと推定されるO

6) この頃アヴアクムは、ザモスクワレーチエのソーフイヤ教会に勤めていた。

7) 当時の小ロシヤ庁長官(1690~O 。
8)モスクワ出発は1664年8月29日。最初の淀jftJ予定地はプストゼーノレスクであったが、途中のホル

モゴールイからツアーリに講顕書を送り、その結果メゼーンに変更された。メゼーン着は同年12月

29呂。
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れましたのは、妻と子供ら、それに召使いだちだけで、した。わたくしは、通る町々で、 またも神の
しもA まだ

僕たちに教えを説き、奴らを、あのJ)lらぷちの獣どもを非難しました。こうしてメゼーンにつきまし
み h 

一年半とめおかれまして材、わたくしだけモスクワに呼び戻されました:しかし、二人の阜、子一如

イワンとプロコーピイーーがわたくしと一緒に行くことになり、可祭長夫人とその他の者は全部メゼ

ーンに残りました。モスクワに連れてこられましてから、監禁の目的でパフヌーチイ増設に送られま

した。ここに書状が届けられました、一一言ってくることは毎震同じで、 《あなたはし、つまでわたく

したちを背しめる気ですか? われわれの怜間になりなさい、アグアクムさん b というのです。わ

たくしは、悪魔を長否するように奴らをはねつけました、それでも彼らはしつこくっきまといます!

そこで、わたくしは罵倒の手萩を長々としたため、ヤロスラーヴリの橋祭で総主教事務所の書記をし

ていたクジマーに持たせて、後らのところに届けさせました。わたくしはこのグジマーがどういう人

間か知りません、彼は人前ではわたくしを説得しておりましたが、かげで、はわたくしを支持し、 《司

祭長よ、昔ながらの信仰を捨てないでください、最後まで酎え忍ばれれば、あなたはキリストのおそ 247オ

ばでずれ、ぉjivこなられるでしょう、わたくしたちが破誠しようと、そんなことは気にしなさるな!>> 

と申していました。わたくしは、それに答えて、キリストに漏りなさいと説いてやりました。披は、

《だめなのです、ニーコンにがんじがらめにされています!>>と答えました。簡単に申せば、彼はニー

コγのためにキリストを棄て、可哀想にもう立ち直ることができないのです。わたくしは泣いてこの

不幸な男を祝福してやりました。わたくしが彼のためにしてやれることは、これだけでした。彼の身

の上がどうなるかは、神にお任せするほかありません。

さて、鎮をかけられたまま十週間パフヌーチイ増践に幽閉されましてから、わたくし辻再びモスク

ワに連行されました。 CB:彼ら辻疲れはてたわたくしを老いぼれ罵に乗せて連れてゆきました、護衛

がうしろについて一一びしびし馬に鞭の雨を降らせます。あるときは、馬がぬかるみにころんでひっ

くりかえり、わたくしは馬の頭ごしにもんどりうって転落しました。-口に九十露里もぶっ飛ばL、

手死半生のていでモスクヲにつきました。 (39ウ))高僧たちは礼拝堂でわたくしと論争してから、わ

たくしを大聖堂に連れてゆき、奉献式の後で、わたくしと補祭フヨードノレの髪を切り落とし、次いで

わたくしたちを呪阻しました。わたくしは反対に復らを呪喧してやりました。この礼拝式のときの騒 247ウ

ぎときたら、たいへんなものでした! その後、総主教の館にしばらく留置されましてから、夜中に

1 )この出アヴアクムには 6人の了イ!主力;~、た。 3 人の豆、子一一一イワン、ブロコーピイ、アフアナーシ

イ。 3人の娘ー一一アグリヅピナ(アグラブヱーナ人アキリーナ、 グセーニヤ。

2) 1666年 3月 1s 0 

3)モスクワから約 150キロ甫のボローフスク l右の近郊にある c アヴアクムは1666年3月9Bから 5

月12日までこ乙に「記じこめらJlた。

4 )この手紙はJ克存Lない。

ラ)クジマーが説得に当たったのは、 1666il三9月12nと1667i下の 1月30日。いずれも、アウ、アクムの
二主立のノミフヌーチイ僧段階間Ijlのことっ

6) CM. 204オの註。
7) ウスペンスキイ-s，院。
8)フヨードノレ・イワノフーーーモスクワのヴラゴヴヱシチェーンスキイ僧院の補祭。初期分離哲夫の右

})活動家の一人。 1666年の宗教会議で、アヴアクムと共に薮門された 3 その投ウグレシャのニコー

ラ{骨院に閉じこめられ、 一時いつわりのざんげをして再審理を受け、ポグロープスキ摺毘iこ移され

た。後にこの僧院から税主し、再び樟えられた。 1667年8月27B、舌を切られ、プストゼールスク

に流された。 4丹ストゼールスク;こ着き、アヴアグムとfT流Lた。:コ人は教義の問題て、意見方;介わ
ず、?乏に不和になった。

9) この紋r'H士、 1666年ラ JJ1311 Q 
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わたくしたちはウグレシャのニゴーラ譜院に連れてゆかれました。神の離たちはわたくしの塁手まで切

り落としました。どうしてこうしないはずがありましょう?奴らは狼です、羊を憐れんだりするもの

ですか! 奴らは犬のようにわたくしの髪を引っこ抜き、ポーランド人みたいに前髪だけ額のところ

に残しました。彼らは、人目につかないようにわざと道路をさけ、一一沼地や湿地を通って一一わた

くしを連れてゆきました。彼らは自分たちが愚かなことをしているのを承知していながら、悪から手

を引こうとはしませんでした。悪棄が彼らの心を曇らせてしまったので、す、一一ーどうして彼らを責め

ることができましょう! もし彼らがやらなかったら、ほかの連中がやったでトしょう。<<つまづきは、、、、、
必ず来たらん》と福音書に書かれておりますが、その時が到来したので、す。また福音書をお書きにな、、、、、、

248オった到のお方は、 《つまづきは必ず来たらざるを得ず、されどつまづきを来たらする人はわざわいな喜)、、、、、、、、、、、、、、、、、、、、、、、、、、、、、、、、、、、
るかな》と申されています。さあ、わたくしの話をお聞きなさる方よ、わたくしたちの不幸は避けが、、、
たしそれを逃れることはできません! 神がつまづきを黙認なされるのは、選ばれた人々が現われ、

火に焼かれ、灰にされ、その試練があなたたちの前に示されるためなのです。悪賓が聖なるロシヤを
あけ

神から願い受けたのは、こり国を殉教の車で紅に染めるためなのです。悪査よ、お前はいし、ことを思

いついた、わたくしたちも一ーやさしいキリストのために喜んで、苦しみを受けます!

わたくしはエコーラ僧践の寒い一室に十七週間閉じこめられました。神はここにわたくしを訪ねて

くださいました、これについてはツアーリに宛てたわたくしの手紙をお読みになればわかります。ツ

248ウアーりも僧院においでになりました。被はわたくしの牢のそばを行きつ戻りつしておられましたが、

溜患をなさってまた僧院を出てゆかれました。こうしてみますと、彼詰わたくしをふびんに思ってい

られたようでございます、しかし、こうなるのが神の思召しだったので、す。わたくしが破門になりま

したとき、宮中ではツアーリと今は亡き王妃との需に大鐘突がありました。そのとき、やさしい王妃は

わたくしたちの肩を持ってくださいました、また後には、わたくしのために懇願して、刑罰を免れさ

せてくださいました。これについては長々と話す必要はありません。どうかあの人たちに神のお赦し

がありますように! わたくしは計分の受難の責任を彼らのせいにしてし、ません、来tll:で、もそういた

します。わたくしのしなければならないことは、彼らのために、生きておられる方と亡くなられたえf

のために祈ってあげることです。わたくしたちの停をさいたの誌悪寛で、す、あの人たちはいつもわた

249オくしに好意を持っておりました。こんな話はもうたくさんです! 可哀想なイワン・ヴォロテインス

キイ公爵も、ツアーリのいないときにここへお祈りにやって来ました。彼は牢屋のわたくしに会わせ

てくれと頼みました、しかし、この不幸な人は通してもらえませんでした。わたくしはただ小窓ごし

にその姿をながめ、彼のために泣きました。愛すべき公爵ょ! 彼はキリストのみなし子で、神を怖
しもパ

れております、キリストは彼を見捨てたり之さいません! 被は常にキリストの撲で、わたくしたち

の味方です。また大貴族たちも、みなわたくしたちに同情しております、悪意;を抱いているのは悪魔

1) 1666年5月15B 。ニコ{ラ{曽設は、モスクワの東南15キロ、モスクワ河の左岸にあった。アヴア

タムは1666年9丹3日までここに幽閉された。

2)マタイ伝、 XVIII，70 
3) /レカ伝、 XVII，10 
4) 1666年5月lラB-9月3目。その後再びパフヌーチイ僧院に移された (9月5fl)。

ラ)1669年にプストゼールスクからアレクセイ苦に出した第5の議罪史書。

6)マザヤ・イヲーニシナ(1625-1669)。ミロスラ{フスキイ家の1+10 アレグセイ苦の最初の記。
ロスラーフスキイ家の人々は熱心なアヴアクムの支持者で1らった。

7)ブストゼールスク掩雨前、 1667年8月27日、仲間のエピフアーニイ、ラザーリ、フヨードノレの三

人は舌切りのJflJを受けたが、アヴアクムはこれを免れた。

8)アヴアクムが《自伝》の第一稿を書いた時期(1672-7めには、アレクセイ帝(1676死〉はまだ

存命中で、王妃(1669死〉は長わこ故人となっていた。

9)イワ γ ・アレグセーエヴイチ(1679死〉。ツアーリの母方の従兄弟。
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だけです。もしキリストがこれをお許しになられたので、あれば、何ともいたしカか込たごさざ予いません。愛

すベきイワン.ホヴアンスキイ公爵i辻土、イサイヤが火あぶりにされましたとき、鞭で

また11f宇教者どもは、ブヱオドーシャ・モローゾワ夫人を零落させ、彼女の恵子を殺し、そして今彼k
3) 

を正しめております。その妹のエヴドキーヤは、鞭で

z加|リiさせられましたO しかも夫のピョートノレ・ウルソプ公爵はほかの虫-と結婚させられましたυ まった
くとうしたらよいのでしょう? しかし、この愛する者ーたちのことははっておいてもかまいません!

後立ーたちは、苦しみをなめて、天との花王手のもとにまいるのです。持は、ああなさったりこうなさっ

たりして、改良-たちにこのはかない人生を送らせなさいましょう、そして、正義の太陽であり、光で

あり、わたくしたちの希望であります天上の花習は、荻らを御自去の御殿に入れてくださるでしょ

う! では誌の話にもどりましょう。

その後、技らは再びわたくしをパフヌーチイ僧院へ連れてゆき、そこで暗い一室に閉じこめ、鎮を

かけたまま一年ほど拘禁しました。ここり衣食住係りニコジームは、はじめのうちわたくしに親切に

してくれました。仁B:それも最初の年のことで、年が明けるとこの哀れな男は残酷になりました。抜

はもう少しでわたくしを窒息させるところでした、:去や戸をふさいでしまったので、煙の行き場がな

いのです、一一わたくしは牢にし、るよりももっと怠苦しい思いをしました、す@っと前からの大箆や小

{更がそっくりそのままになっている所で、寝起きをしたり食事をするのです、その上たばこをむみに

こられるので、叉しても息がつまりそうになるのです。善良な人で、この描践に寄進をしていましたわ

たくしの友人イワン・ボグダーノグィチ・カムイニンが、わたくしを訪ねてきました。伎は火食住係

りをどなりつけ、窓枠にはめた闘の皮その他を独断で、残らずぶちこわしました、こうしてそれ以来わ

たくしに窓と通風イしができたのです。 (41オ-41ウ刀さて後になって、ガザ心府主教のところで六十 250オ

プードのたばこ、ロシヤ・ギター、僧院で遊興に洪されたその他の禁制品が押収されましたが、この

反れな友金住係りはそのたばこをのんでいたようですっ罪なことを申しました、お赦しください、←

こ*c(:主わたくしのう;11ったことではありません、彼n身の問題です、よlつのも仔1)れるのもその t人次
第です。わたくしはただついでに中し七子たまでです。ああいう連中が絞らの関で人誌のある神学者先

生なのです。復活祭を祝うために、わたくしはこのぷ食住係りニコジームに体患の許しを乞い、戸をあ

けてしきいの上に坐らせてくれと頼みました。彼はわたくしに悪態をっき、よい気晴らしとばかり無

慈、悲にはねつけました。それから、彼は僧房に戻って、どっと悩みつきましたJ 人々は彼に終油をn:
ぎ、型ーさんを援けました、彼はj之、もたえだえのありさまでした。それは復活祭のJj曜のことでした。

1 )イワン・イワーノヴイチ(164ラ-1701)0 11I教じれ。長後iこ宇死した心

2 ) 大貴族ピョートル・サノレテ fコープの召使いっ熱烈な111教信長で火jf-IJに処されたっ

3 )イワン・グレーボヴイチ・モローゾフ一一一モローゾワのー人目、子。(¥土と詰IJれ、 JJ.;L みの~り病気
になり、 1671年の末(または1672年の初め〉に死んだっ伎の死銭モローゾフ家の財産は没JIえされたO

モローゾワは、 1671年11丹16日に逮捕され、ベチヱールスキイ修道院に闘f;;jされた。

4 )エグドキーヤも姉と !;iJじHに逮賭され、アレクセーエブスキイ修道院に鴎刻された。ウノL ソフは、

長の逮捕後、ダニーノレ・ストローガノフの娘スチヱブアーニヤと再揺した。

5 )アヴアクムは、 166611"-9月51Iから1667年4月30けまで再度パフヌーチイ措院に掛川された。 f;l

って'k際は 7ヶJJJLらず。ここで i年ほどとさ1::いているの段、その首1666{r3月 9打に辰初にここ
に入れられた時:からの計莞と忠、わjしる d

6ノ当時喫煙は厳重に禁止されていたけ

7) cM.238オの註:。

8)パイーシイ・リガワード(1610-1678)。ギリシヤ人。 16621f-2月12flにモスクワに主り、巧みに

，'，;)1.、Jn職のj也(立をかちとり、ツアーリの信任を得た今教=義i土高かったが、主!?;刊ーのためには手段介選
ばなかった。

9 CM. P -. I号、 XIV，4， 
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250ウ火曜Eにかけての夜、わたくしの姿をした人が、香炉を手にし、輝かしい衣をまとい、彼の前にあら

われました、そして、彼のために香を焚き、その手を取って立たせました、彼はすっかり元気になり
ひとや

ました。その夜、彼は従者をつれて牢のわたくしを訪れました、一一彼は道すがら、 《かかる議こそ
ひとゃ

あれ、一一この僧設はさいわいなるかな! 内にかかる受難者こそあれ、一一この試はさいわいなる

かな! このいましめの鎖もまたさいわいなるかな!>>と申しました。彼はわたくしの前に倒れ伏し、

鎖を調んで申しました、 《お赦しください、どうか赦してくださしイ わたくしは神に対し、あなた

の前に罪を犯しました、あなたをはす冶ミしめました、ーーそのために神がわたくしをお罰しになられ

たので‘す恥わたくし辻、《なんですって? ちゃんと説明してみなさ1.，'>>と申しました。すると、彼

251オは、《あなた御自身が、ここにいらっしゃって香を焚かれ、わたくしを立たせてくださったじゃありま

せんか、一一どうして知らないふりをなさるのですか!>>と弓いました。そばにおりました従者も、

《神父様、わたくしがあなたの御手をとって牢からお連れ申し、あなたにお顧し九、たしました、それか

らあなたはここにお戻りになられたので、すよ》と言いました。わたくしはこの謡密を人にもらすなと

彼に命じました。彼は、今後キリストのためにどう生きたらよいか、わたくしに助言を求め、 《一切

を捨てて荒野におもむいたものでしょうか?)>とたずねました。わたくしは彼をさとし、衣食住掠り

の職務を捨てなくともよい、ただし、内証で、もよいから、教父たちの古い伝統を守れと三いつけまし

た。彼法おじぎをして、円室Iこ戻りました。明くる朝、食事のときに、彼は仲間の僧全部にこわ話を

2ラ1ウしました。人々はおおっぴらに堂々とわたくしのところに来て、祝福と訴蒔を乞いましたコわたくし

は聖書によって彼らを教え、神の御三葉によって彼らの心を惑やしてやりました。そのころわたくし

の敵だった人たちも、その場で、わたくしと仲直りしました。ああ! いつわたくしはこのはかえ丈い浮

世を去るのでしょう? 聖書には、 《すべての人汝らをほめなば、汝らわざわいなり;と書かれてお、、、、、、、、、、、、、、、、、、、、
ります。死に至るまでしゆるに生くべきか、まったくわたくし辻わかっておりません。善行は何ひとつ

しておりませんのに、神はわたくしを称護なさいました『 神だけがこれを知っておられます、一一
こころ

すべては神の翻意によるのです。

さて、ここに、絞百刑にされて今は故人となったプヨードルが、わたくしの子供たちをつれて、こ

っそり会いに来ました。伎はわたくしに坊言を求めました、 《今まで通りシャツ一枚で暮らしたもの

252オでしょうか、それとも寂を着たものでしょうか? 異端者どもはわたくしを探しまわり、わたくしを

殺そうとしています。わたくしはリャザーンの大主教り邸に監禁されておちました。あのイラリオー

ンはひどくわたくしを:汗しめました、一一鞭で

くしに強f制主話出!日5し、鎖をかけて閉じこめていました。わたくしは精も魂もつきはてました。ある夜、わた

くしは泣きながらお祈りをし、一一主よ! あなたがわたくしを数ってくださらなければ、わたくし

は彼らに汚されて絞減してしまいます。そうしたらあなたはわたくしをどうなさるおつもりですか?

ーーと中しました》。彼はおいおい泣きながら話しました。《ところが神父謀、鎖が突然がらがら音を

たててわたくしむ体から崩れ落ち、扉はかんぬきがはずれてひとりでに開いたのです。わたくしは神

の御前にひれ伏しましてから、外へ出ました。門のところに来てみますと、一一一門も開いています!

2ラ2ウわたくしは大道を通ヲ、まっすぐモスクワに向かし、ました! 夜が白みかけるころ、一一騎需の追っ

手がやってきます! わたくしのそばを三騎で駈け抜けました、一一しかし、彼ら拭わたくしに気づ

きませんでした。わたくしはキリストを心に顧み、先へ進んで、ゆきました。まもなく彼らは戻ってき

て、さかんにわたくしの悪口を言いました、一一ずらかりやがったな、ちくしょうめが、どこで奴を

1 ) CM. Iレカ伝、 XV，180 
2) Iレカ伝、 VI，26。
3)イラリオーン (1673年 6月6日死)0I司教徒の猛烈な迫害者。 16ラ7年ーにリャザーンの大主教とな

り、 1669年6月13n府 lc:.教に昇進した。
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司祭長アグアクム自伝

つかまえてやろうか?一一ーしかし、今度もわたくしに気づかずに通り過ぎました。こうして今、わた

くしはあなたのところに相談に来たのです。もう一度あそこへ苦しみに行ったものでしょうか、それ，

ともjJ反をJ喜一てモスクワで暮らしたものでしょうか?>>一一一罪人で、ありますわたくしは、彼tこ服を身に

つけるよう、 (B:ひそかに人中で暮らすよう (43オ)J命じましたっしかし、披は異端者どもの子から

逃れられませんでした、一一彼ら誌メゼ←ンで彼を絞首刑にしました。 被とノレカー・ラヴレーンチエ 2汚オ

グィチに永遠の槙福がありますように! 愛するわたくしの敦子たち、彼らはキリストのために?il 

んだのです! 彼らのために神に栄光がありますように F

このアヨードルはまことに精進堅田でございました、 f慢は痴!J:¥の行をつとめ、干支は夜もすがら1¥I.t、

て新議しておりました。わたくしもりっぱな人をたくさん存乙ておりますが、このような:汗行者はえ

たことがありません! i皮はモスクワで半年ほどわたくしのところにおりました、一一一わたく Lはま

だ鐘康がすぐ、れませんでした、十一わたくしたちは二人で輿の部屋におりました。彼試せいぜ、い..三

時間横になるだけで、それから起きて千lriJの礼拝をいたします、そうして、床に坐るか、時には立った

ままで、三時間ほど泣くのです。 ー)j、わたくしは寝たきりでーーときには眠り、ときには病気で，'.f'，:

しんでおりました。伎はぞんぶん泣いてから、わたくしのそばに来て、《ねえ111祭長、あんたはいつま 253ウ

で寝ているつもりなんですか、考えてもごらんなさい、一一一あんたは僧侶なんですよ! 恥ずかしく

たいんですか?>)と中すのです。わたくしは体が患うようになりません、彼はわたくしを担こそうと

して、《さあ、立ちなさい、神父さん、何とかして起きるんですよ!>>と r1]しま-toそうしてわたくしの

件を揺すぶります。彼はわたくしに坐ったまま祈講を唱えさせ、白分はわたくしに代わって礼拝をす

るのです。彼こそわたくしの心の友で‘した! この愛すべき友がひどい過労のために病気になったこ

とがござし、ます、あるとき彼の体から三アルシンのさなだ虫がHlました、またあるときは五アルシン

のが111てき主したの披は体が弱っており空したが、拐の長さを誤Ijってし、ました、その様子はまったく

おかしくもあり、悲しくもありました! ウースチコーグで、五午の問、告知ヱシャツ 介主でJかきまJ.) i)、2ラ4-1

たえずはだしで寒気にさらされておりましたっわたくしは升分の1Iで、それを兄たのですっわたく Lが

シベリヤから帰る途中、ここで、彼はわたくしの教子になりました。教会の高桟敷で、一一彼は祈蕗の

ためによくここへやって来ました、一一《神父さん、宗いところから暖いところへ休みfこ来ますのは、

なかなカザiじゃありません》と中しまLた、一一そLて、主るでキャペツのように足を煉j心こごっん

ごっんぶつ汁るのです! しかし、明くる i~月には痛みがとれているのですっそのころ彼は憎呼内に新

版の詩篇を持っておりました、 一一伎は新Lいことをまだよく知っていませんで、した、わたく Lは新

しい耳物につし、て洋Lく被に話してやり主 Lたけ絞は詩篇をつい例む土、すぐさま媛炉のqlにほうり

こみ、 .I;JJの改苧:をI記いました。キリストに対する彼の信仰は、主ことに熱烈でごぎl'主 Lた H2ち4ウ

でら三を安しまLょう?ー←彼のぷ仰は、はどめからおわりまで少しも変わりませんでした! 被の

精進ぶ i)¥士、罪深¥"J)たく Lなど左はわ吋が違い、 11Jtーだけのもので'はありまぜんでした 1 だか九こ

そ、彼はりっぱにみまかったのです。 (B:彼がわたくしに請したところによりますと、彼の交法ノーヴ

ゴロドで収納係りをつとめ、たいへん金持で、名を同じくプヨードノレと 1ftしました3 伎はメゼーンの

生ま;fl.で、 長や叔父や親戚がみんなメー乙ーンにおりました。神の足、召しによって、技はメゼーンの却

額縁去のHiJで背教表どもに絞詫刑jにされました。対コたく Li之、:出忠の行者になりますと幹事に約束いた
L主Lた、しかし、この汗いを妓り、そのまま海路メゼーンからIUfへ船11¥しまLた、ところがわたく

Ltこむの船は嵐におそ才〉れました。どうして海に落ちたのか憶えがありません、しかし、両の起が綜

尽に1)I っかかりました、それで頑は*のrI~'之、起きプ山に浮ヵ、せて、 j辻、ことぶら i、γI~→ておりま Ltニリ

1 I CM. 260 '1 
21 ヴどり--y 1・ウースヲ刀ゲ ス-J-.ヲ-(II[ 11-)~'にい i 、 J〆:1)ヤn再 (1)i}J' 11¥1. l ，'/ .j ーログ夕、
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松井友雄訳

そのとき伊jの誓いをふと思い出しました、もし神が溺れるのを説けてくださったら、約束をゆめたが

うまいと患いました。よくわかりませんが、誰か強い方が一一ー水の中からわたくしを甲板に引き kげ

てくださいました。そのときからわたくしは放浪の旅を法じめたのです丸神の御加護によりまして、

彼は故郷に帰りましてからも、禁欲を守って一生を過ごしました。彼ばしばしば欲望との爵いに産!討

しましたが、神はいつも彼を守ってくださいました。彼のために神に栄光がありますように! 彼は

キリストの伝抑のために死んだのです! 結構なことです、彼は良分の精進の大業を成し遂げました。

しかし、わたくしたちはどうして港に行きつくのでしょうかヲ わたくしたち法まだはるかの沖にお

ります、岸は見えません、友の後を追ってちゃんと港に行きつくためには、 4生態命i曹がなければな

りません。神父よ、眠り過ぎないようにいたしましょう、悪魔がわたくしたちの宇のまわりを人もな

げにうろついています、奴はわたくしたちをものにしたがっているのです、しかし、キリストは強く

いらせられます、わたくしたちを見捨てたりなさいません η わたくしは志麓を怖れていません、わた

くしが怖れておりますのは、創り主であり、造物主であり、神であられる我が主でございます。悪魔

なぞ 何が珍らしいものか? 奴を怖れることなんかありません! わたくしたちは神を'陥れ、そ

の誌を守ってゆけばよいのです、そうすれば、キリストと 4緒につつがなく港に行きつけるのです。

(43ウ-44ウ))愛すべきアファナーシイもりっぱな人でした、一一被もやはりわたくしの敦子で、接

近需の名をアヴラーミイと rjlしましたの彼はモスクワで背教斉どものために火で就かれま Lた、そし

て、おいしいパンとして聖三1位・体の神に体げられました。修道僧になるがiから、後はシャツ・扶で

冬も夏もはだしで放浪しておりました。ただ彼は、フヨードルにくらべると性質が少々おとなしく、

精進ぶりもやや及びませんでした。彼は泣くのが非常に好きで、歩いているときでも泣いていました。

2男オ議と話をしましでも、一一一伎の戸は、流れる涙のように物静かでなめらかでした。プヨードノレは、こ

と神に関してはたいへん熱心で、心魂をくだし、ておりました、彼は嘘偽の教えを粉砕し摘発するため

にいつも骨身をけずっておりました。彼らのことはほっておきましょう! i喪らは、生きていた土き

と同じように、我らが主イエス・キリストのために死んだのでーす。

わたくしは自分の苦難につきましてあなたに話の続きをいたしましょう。わたくしはパブヌーチイ
2) 

{首院からモスクワに連行され、{曽院付属の宿坊に入れられました、そして、何度もチュードブ借践に

引きたてられました、 (B:高僧どもとわたくしはえの皮み合いさながらに議論をたたかわせました:

(45オ))それから、全教会の総主教たちの言Ijに引き出されました、そこには我が再のお倖い持主ども

も、顔をそろえて狐のように坐っていました、一一わたくしは聖書をづい、て総主教たちと大いに議論

しました。神がわたくしの罪深い口をひらきたまい、キリストが後らをはずかしめられました! 彼

らはわたくしに向かつて最後の言葉を吐きました、《なぜお前は強情をはるのか?すべてのわれわれ

のキリスト教会一一セノレピヤの民も、アノレパニヤの民も、ノレーマニヤの民も、ローマの民も、ポーラン

255ウ ドの民も一一みな三本の指で十字を切っている、強債をはって五本の指で十字を切っているのはお前

ひとりだ!一ーとんでもないことだりそこで、キリストの御名においてわたくしはこう答えてやり

じアヴアクムの忠実な教子で、初期分離泊三の有力活動家の A 人。 1670年2月611にJtllえられ、被門
された。 1672年の存、モスクワで火刑に主主された。

2) 1667年4月3080 この11'1坊は、パフヌーチイ指院にH属し、パソーリスカヤ街。克ウラジミロフ
fJi、引にあった。
3)アヴアダムがチュードフ僧院に引きたてられたのは、 1667年5JJ3れと llrl。チュードフ閉院長

ヨアキムとヤロスラーヴリのスパースキイ併院長セルゲイがア Eアアクムの説得に当たった。

4)総 1:教たち一一アンチオキヤのマカーリイ、アレクサンドリヤのパイーシイーーは1666年11112 

日にモスクワに到蔚tた。 1.μ下12丹 1口から翌年にかけて全教会の宗教会議が関かれた。この会議
でニーコンは非難され、ヨアサフが新たに総 t教となった。アヴアクムが召喚されたの立1667年6
JJ 17日。

ラ)CM.詩篇、 L，160 
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司祭長アヴアクム白{云-

ました、《全教会の諸先生方よ! ローマはとうの昔に但!れ、立ち 1:がれずに横たわっています。)ポー

ランド人はローマと共に減び、永久にキリスト教徒の敵になりましたυ またお前さんたちの正教も、

トルコのマホメットのIFillを受けて不純なものになりました、 しかし、 fllJも磨くにはあたり主せ

ん、あんたjjは蔚抜けになったんですからQ これからはわたくしたちの同に教わりにいらっしゃい、

ありがたいことに、こちらは独、I_nl~の同ですからね。;fえがロシヤでは、 -rr教斉ニーコンがmわAL る

lìíH工、 L心訪れ、公やツア~-りたちりもとで、 11:教は常に涜純無.l1~iで、あり、教会は ?λ語、柴 'hでございまし 256 オ

た 伎の二 F コンが悪魔と・緒に i本の指で j-'j<を切らせるようにLました、しヵ、し、我がi司のりつ

ばな宅職r;ーたちは、 /仁本の指で j-'i-:を以内、 [riJ仁くfI.，f，:の指で祝許可し、わたくしたちの宅たる教ちくた

r) ーアンチオキーヤのメレチウス、キルスのi聖テオドレトヶス i司祭、ダマスクスのベテ p、マクシ.-

ム・ケ、レ P ク一一ーの伝統に従っておりました z さらにはまた、 イ1ノンI'LJjll:の詰11jll:にそスクワでI1lJかわ

ました全体ぅii教会議は、 1-';-:(にらとHこ祝出ジヰ??の華社み}jを定め、 メレチウスその{也のfiこの型}';-たちが

教えらjれLた通 iり)にせよと命じて:お?おゴ iり}ますj打J このときイ 1ソ/ンi舛j叫可i段i抗社i上:正治[トド司のこの会議に、ロシγの弓勾ii1丹l>号号庁，t?γγvでεむ，工E仁、 256ウ

1"寸'[:味羽京恥IJ繍イずう¥f

{伺1丙印可弔市p~院zプ古完Jよi己:J長と-ゾノイ iリj ツ-ゾゾノ/、が夕列l目j席 fι仁~い主した}}"九コ jわ〉 fたこく L がニう iけ中iドIL ますと、総t:.教たちは考えこんで L 主い

まLt，~ L カ、 L 、 hたく Ltニ九の自治ど ιi 士 31ミの{子のように~jtび 1" がり、 11たえたて、 n分fこれのW!，?;
Vtljl~ な II\:d:、<d)，llわれの空自た tパ工、 11iE弘でがjも島if.-) t)ヤいない、 まー〉たく'f:ωな L 、近~Ij I t，: -)た、
どうしていJllできるものか?詑λ13きも1JIらなかったのだ!>>と Ii l、ま Lたυ ああ、守iなる神

ょ! どうしてあなたは御白分の聖書たちにこんな掃しめを受けさせたのですか? 来れな旬、この

わたくしは悲しうございました、しかし、どうすることもできませんコわたくしは彼らを足りました、

) Jの限り;JCi)空した、そして、 《わたくしは潔ド1だ、おliijたちのiIIiで足についた換を払L、落としてや 2ち7:)，

ろ、 L，'J11fにも、 イ、たりとも伊11のi毎i怠をfj;わんん士、神をCjぜねあまたのやかんよりまされ 1) 1. 
、、、、、、、、、、、、、、、、、、、、、、、、、、、、、、、、、、

ス;ヵイiている》と長{哉の Ii葉をI¥'Lてーや 1)士{たすると、絞らLtいっそうは:-fしく J)たく Lに食，、

てヵ、カミ 1)、 《伊i支えん、以を'J1-)州支えん J，)，/Ll )，{ L λんなをff!il手しゃがった!))とわめきま Lた，

そして、わたくしを突いたりHったりしはじめました。総l:.r支たち主でがわたくしに集いかかって!J;

主したけ jiLIIブ、ほどいたでしょうか、 (-2濯の大'ポが守ミったのです 1ワン・ウア.-p ゾがわた

1) U 1"; 二、モスグリ i 土 <<;X~ -: U)ローマ>)，.J)忠，1，11.がII}J<<m， '.うんだ ~t! l 'ぞ L、み(こt!)忠.tJ.I.J) 11~ fJ)内長IIJJ 

(1-、!ラ6111'，のワシーリイ 3 1 1I:~;l~'ζfiyj ブイロプヱイジ) ，'HiIi) 
2 ) トルコによる 145311うの二zンスタンチノーゾル 1Ii iiri寸桁 j-

3 λ レチウス<381牝)一一一アンチオキヤの i二f.{
テオドレトゥス (4ラ7化)一一一ラ 1 11:紀の東方教会什}~長 /1\ した神学兵ノ

ペデロ一一12111:紀筒、l¥三日曜 LたダマスクスのI，ll?/三修i主的
r クシ-.1、・グレーク(1ララ6叱〉一一-1 ラ 18午ロシヤ i二~ぐたギ 1) シヤグ)l oIl?lζ 修道供。

4) 1ララ1{Iコ冷L、わゆる<<(î n~'î条 :ii 教会 ι義》そ J) 治31 ;，ミiコ工、 2み;のJR・，:'j-'t，¥-切るべ Lと2じめら，{L仁
いるの

5 ) I'::j f\'!~ の訴のマントと{\白 i読むこ;工大きな 1・?の印が料輔されていたっ

6 )イワン'，~~'1すのカザン征Jl長徒、 ここに i計たに!と~民仔 iベがもうけられ、 グーリ 1 <1500-1ラ63)/); 

初代のた tjfi{となった。情院長ワノレソノーブ fイ 1149ラ--1ラ76) (rグー 1)l' J) 1口むよい掃討てfそろっ

止めたけ I，f，j人とも iラ9ラf干に守!デIJに加えられてい之》
7 ) CM. 201 ウの，it:ラ

8 ) CM. f定佐ii伝、 XVIII，6 
9 )生会九、 XVI，30
101 CM. ノレカ伝、 XXIII. 18， 
111 この会議に IH ていた総 l~教は 3iう(パイーシイ、マカーワイ、 ヲアサフ入会議のち加者ーは令~ ì1+~ で

40名1')，卜 (42-471i) t 、た〉
12 I ，':-"l:イリン・ウヴ 7 ーロの f 手・カリ一子ンi土、ニーコ〉山 jぇへ《司、 11%，りCf{ヶ:J学かった F
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くしを揖まえて曳きずりまわしました。わたくしは、《やめろ、打つのはよせ!>>と0.1}びました。後ら

はみんな脇へ跳びのきました。わたくしは通訳の僧設長に、 《この総主教たちに言ーってやりなさい
ふさわ

2ラ7ウ一一使徒パウロは、一一《かくの如き大祭司こそ我らに梧f.tしき者なれ、即ち聖にして汚れなく》云、、、、、、、、、、、、、、、、、、、、、、、、、、、、、、
云と書かれております、ところで、あんたたちは、人をさんざんなぐった後で、どのように礼拝式を執

り行なうのですか?>>と中しました。すると、彼らは腰をおろしました。わたくしは戸口に下がって、

ごろりと績になりました、そして、 《皆さん坐っていらっしゃい、わたくしはちょっと横になります

よ》と申しました。彼らは笑って、 《この可祭長はたわけ者だ! 総主教方に敬意を示そうともしな

い!>>と言いました。わたくしは、 《我らはキリストのために愚かなり、汝らは尊く我ら拭卑し、汝
2) 、、、、、、、、、、、、、、、、、、、、、、、、、、

らは強く我らは弱し!>)と中しました。それから、高僧どもはまたわたくしのところにきて、ハレノレ、、、、、、、、、
ヤについてわたくしと論争をはじめました。キリストはわたくしに味方してくださいました、一一わ

3) 

258オたくしは、この本む初めに引用しましたディオニシウス・アレオパギータの説によって、彼らのロー

マかぶれの異端牙r~説をあばきたてました。チュードフ僧院の衣食住係りエブプイーミイは、 《あなた

の方が正しい、一一一あなたとこれ以上議論することはありません》と中しました。それから、鎖をか

けるために、彼らはわたくしを連れだしました。

さて、ツアーリの命で一人の士官と銃兵たちが派遣されてきました。彼らはわたくしを雀が正に連

れてゆきました。そこには一一一司祭のラザーリと移送僧のエピフアーユイ神父も引き立てられてきま

した。愛すべきこの人たちも、髪を切り落とされ、村の百姓のように罵倒されたので、す! 心ある人

ならば、彼らを克て泣かぬわけにはゆかないでしょう。彼らは苦しむがよしイ 何で彼らのことを悲

しむことがありましょう? キリストは彼らよりすぐれておられました、それなのに、わたくしたち
6) 

の愛するこのお方は、奴らの遠い祖先アンナスとカヤパのために同じ苦しみをなめられたので、す。今

2ラ8ウの奴らに驚くことなんかありません、奴らはお手本を見胃っているのです! わたくしたちは、彼ら

のことを、哀れな者たちのことを悲しんでやらなければなりません。ああ、哀れなニーコンの徒よ!

お前たちは邪悪で、かたくなな心のために滅びるであろう。

その後、雀がJiニからアンドレーェフスキイ僧授の宿坊へ、次いで郊外のサーヴア村に移されまし

た。銃兵のー隊が、まるで強盗でも監担するように、わたくしたちについてまわり、用梗しにゆくと

きまでついてくるのです。このときのことを思い出すと、一一おかしいやら悲しいやらでございます、

一一何と悪躍が彼らの心を曇らしたことでしょう! それから、ウグレシャのニコーラ僧院に連れて

ゆかれました。ツアーリは、祝福を乞わせるために、隊長のユーリイ・ノレトヒンをわたくしのところ

に派遣されました、わたくしたちはいろいろとたくさん諮り合いました。

2ラ9オ それから、わたくしたちは再ひ、モスクワのエコーラ僧院の宿坊に連れ戻されました。彼らは正教信仰

1 )ヘプ/vi号、 VII.26，)
2)コリント前，1干、 IV.100 
3) CM. 193ウ -195オ。

4) 1667年6月17日。雀が正一一現在モスクワ大学のあるレーニン丘。
5) ラザーリ一一ーロマノヴォ・ヴォリソグレープスク〈現ヤロスラーヴリチli、 トゥターエフliJ)の l(j
祭。 16ラ31f.アヴアグムと知り合った。ニーコンに反対し、 16611下7月14日トボーリスグ tこ流され、
更にプストゼールスグに追放された。 1666午、裁判のためにそスクマの宗教会議に召喚されたり出
年11月審問を受け、 1667年 7JJ 17flに破門されたけ 1682年 4月14丹、アヴアクムたち土共にブiスト
ゼールスクで焚牙IJに処された。

6)キリストを裁いたユダヤの liJ祭長たち。
7) 1667主ド6月30n，)アンドレーエフスキイ僧Ií';~，工、雀ヵ;訂:の震にあったC1648{下、ルティーシチニt

フの建立)0

8) 1667年 7月20El (， 
9) 1667{F7 JJ2211。
10) 1667年8月5日G 次いで10臼にチュードフイ曽院に移された。
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のffi~~l 占をわたく L たちから単つま L tc..~ よとの後、ツアー川上儲{崩十j きのアルテモ←ンとデメンチ LY
をfriJ1立もわたくしのところに派遣されました、彼らはツアーリの次のような議J2i-葉をわたくしに伝え

ました、 << Irj祭長よ、わたくしは神にも比すべき清純潔白なあなたの生活をま11っています。妃や f洪

たちと報にあなたの祝?討をお取乱、します、一一わたくしたちのことを祈ってくださし、!>) fか、の去

は、ド身低訴して、かように中しまLた伶わたく Lは11tJiツアー 1)の身を京:じて泣L、ていました、わたく

!は伎が 111'災担でならなかったのですい彼はまた、 《どうかわたくしの r-jうことを開いてくれ、一一

せめて多少なりとを教会の総主教たちと乏協してくれまいか!)>ともIIJさJLましたのわたく Lは、《た
とえ神の忠{-ILで死のうとも、背教主どもと託協などいたしません! あなたはわたくしのツアー 1) 259 ，) 

でご5います、しかし、彼らはあなたに何のかかわりがあるのですか? 絞らは白すたちの2'甫を^

いました、今度巳こちらへやってjぐましたのは、あえたを存みミむためなのです! わたくしは、神が

あたたをわたくしに返してくださるまでは 反に差し伸べたわたくしの子をドらしはいたしません》

とqJしましたりかよう危ツアー 1)のミとづてが何変もまいりました， fnJやかやいらいらの訴がミさい

まiたけ 《あなたがど」二におられようと お祈りの111で、われわれの4とを忘れないでくれ !)>とい 7

のが、最後の僻 J-::...I葉でした。非人でありますわたくしは、今でも、できる限り、伎のためじ神に折って

おりますけ (B:たとえわたくしを汗しめられても、抜はやはりわたくしのツアーリです。彼がわたく

1たちに本主にやさしくしてくどさった時ーもあづたのです。ペストの前、;邑立のニーコンがまだ出℃

こないこる、ツアーリカミカザン午段tこおいでになったことがございま-t、わたくしたちはツアーりの
調子に接窃いたしました、彼はわたくしたちに卵をわけてくどさいましたけわたくしの!之、 fのイソン

はまに幼くて、わたくしのそばに肘合わせませんでLたっツア hーリは伎のニとをよく{{じて;おられて、

わたくしの弟に二の fを採しに{J かせました、そして、御台分は、~~がj重りで f洪を見つけてくるま

で、立ったまま jτとし、こと待っておられました。ツアーーりは接吻させようと彼に子を差し伸べられま L

た、と己ろが、 f供はお.u~ìM さんで、う:げIjがございません、おJ)jさんでないことがわかったものです

から、 J妾i到しようとしないのです。ツアー 1)は御自分で f供の出に子をもってゆかれ、彼に手11を一二つ
l!惑わり、~長をなでてくださいま L た、わたくしたちはニのことも忘れぬようにしなければなりません、

わたくしたちのこのι二難はツアー 1)のせいではございません、しかし、何の凶*か、神はわたくした
ちの I¥'J二氏を悪魔に三干しておられるのです、 く二JLは、 今わたくしたちがぷ練を受ける〈ことによって、 /K

迭のI試諌を逃れるためなのです。すべての4とについて神に栄光がありますように。 (48ウ))

それから、仲間たちは懲罰iを受けました、わたくしはこれを免h、プストゼーリェに流されましたけ

わたくしはソ、ストゼーリニLから二通の子紙をツアーリに送りました、はじめに出したのはそう長くは 260-.1ー

なし後の)jがもっとi品、子紙でした。わたくしは彼にいろいろなことを中し上げました。この子紙に、
しるし

i幹事が牢の1_1Jで、わたくしにお示しなされたある識のことも、彼に伝えてやりま Lkoこれについて誌そ

1 )アルタ毛ーン・セルゲーグィチ・マトグェ一二L プ i、1625-1682) 

デメーンチェイ・ミニイチ・パシマコープ(1618--1705)c

2 ) トルコ()){~入によるピヂンチン命1; kl~ の滅亡をさす(14ラ3年のコンスタンチノーソノレ陥落λ

3) {主j占禁には、ツアーリぷ教会でJ;1!iを分配L、権Lをする習'慣があった。ここで語られている出米

'hは、 1653年の袋詰祭(この年は 4月1011')のこととs;・えられる Q ニーコンはi廷に総主教になって
いたが、このころはまだ結)JnZjな活動はしていなかったJ

4i当時'8~~。
5)アヴアクム、ニキーフォロプ、 ラザーリ、エピプアーニイの誠心flJιi則する ;j!1J占は、 1667fl三8)J26 

!l~こ z封名された。翌日、ラザーリとエピブアーニイは《苦切り》の芳IJ:tll ，こ処されたコ流 JflJiiたむは
8JJ30Eliこモスクワを11¥て、 12月12日にブストゼールスクに着いた。
ソiストゼーリエの砦は、 1499年、北極濯に注ぐベチョーラ河の河口 iこ建設された(現アノレハンゲ

リスク州、ネネツ民族区〉。

6)アレクセイ帝宛ての第4(1668年入;r;5 (1669年〉の請願占。
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の子祇を読めばおわかりになりますのさらにまた、わたくしと仲間たちの名において補祭の書き記し

ました書巻を、lE教信者への贈物としてモスクワに送りました:これが《正教徒の回答》と題する本

で、背教者どもの異端邪説に対する反較でございます。その中には教会の教理に関する真実が書かれ

ております。それからまた、ツアーリと総主教に'必てた二.通の子紙が、 trJ祭ラザーリによって送られ

ました。これらすべての;お返しに、わたくしたちは贈物を受け.LIえりました、一一メゼーンのわたくし

260ウの家で、わたくしの二人の教子、時Ijにお訴した痴訟の行主プ三一ドルとルカー・ラグレーンチエヅイ
しもベ

チ、このι二人のキリスト O)f支が絞首JflJにされたので、すO モスクワの住人ルカーは、やもめの母親の』

人息子で、二十五歳ほどの若い雑職人でした。彼はわたくしの子供たちと一一緒に死ぬためにメゼーン
3) 

に来たのです。わたくしの家で大虐殺が行われましたとき、ビラトが《どん百姓めが、お古ijはどのよ

うに十字を切るのだ?>}と彼に尋ねました。彼は、つつましくしかも賢明に、 《わたくしは、わたく

しのざんげ聴問憎アグアクム司祭長と同じように信仰し、時じように指を組んで十字を切ります》と

答えました。ピラトは彼を牢にぶちこませ、その後で首にわなをかけ、横転に吊るしました。 彼法こ

261オの地上から天へ共りました。彼らはその上伎に何ができましょう? 伎は若いに訟合わず、老人のよ

うにふるまいました、だからちゃんと主の御もとに行ったので、す。たとえ老人でも、これ母どの智主主

を持っているでしょうか! この同じときに、わたくしの二人の生みの息子、イワンとプロコーピイ

をも絞首刑にせよとの命令がきておりました。しかし、彼らは、哀れな恵子たちは、へまをやらかし、

勝利の冠を得ることに気づきませんでした、彼らは死を恐れて、自己の非を認めました。こうして彼

らは、母親と一緒に、生きたまま三人とも土牢に入れられました。ここに死なき死がお前たちにきた

のだ! 悪魔がfi1Jかほかのことを考え出す前に、牢の中で悔い改めるがよい。死は恐ろしい一一それ

に何の不志議があろう! かつてキリストの親しい友ペテロも、いつわって彼を知らないと中しまし
4) 

た、それから外に出ていたく泣きました、そして、その涙によって赦されました。ですから、子供た、、、、、、、、、、、、
261ウちのことは何も驚くに当たりません、彼らに意気地がなかったのはわたくしが芸誌、のです。いいです

とも、どうぞそうでありますように! キリストは、わたくしたちすべての紋いと赦しを掌中に握っ

ておられます。

その後、{発の副隊長イソン・エラーギンがメゼーンから歪IJ若し、ゾストゼーリエのわたくしたちの

と三ろに米ていまL-ko彼はわたくしたちから供述書を坂りましたいそれには、某年某月、次に父も

同じく一一我らは聖者たちの教会の伝統を毘く守り、ノえレスチナの総主教パイーシイならびにそのと

もがらの異端の会議を呪直す、と書かれておりま-t0 ここには、そのほかたくさんのことが書カ通れて
おり、異端の張本人ニーコンも少しはその分け前にあずかつております。それから、わたくしたちは

汗IJ場に引き出され、判決の指令が読みあげられました。わたくしは)f-IJ出iを議されないで、ヰーfに連Jもか;

262オされま L-tc.o この指令には、アグアクムを本枠を組んだ土牢に入れ、 ;j(とパンのみを与えよ、とあり
ましkoわたくしはこれに対して唾を吐きかけ、食を絶って死のうと思l¥，、ました、そして、八日かそ

れ以上ものあいだ絶食しましたが、仲間たちは再び食事を坂ることをわたくしに命じました。

それから、彼らは I司祭のラザーリを引き出し、 i扶もとからそっくり古を切り取りました、出血はほ

1 )これは、 16691:f9J]1 日以前にメゼーンに送られたo 1i1i祭はアヨードノレο
2) ラザーリが子紙を21;いたのは1668年の 2)j 。しかし、これがツアーりに報;ij-されたのは 2'.I'-U.L 
たった1670年4月15日であった。
3)キリストの処7fl]を許可したローマのユダヤ総督。ここではイワン・エラーギン (CM.下記の註5)

会::+詩す0

4) CM.マタイ伝、 XXVI.75"
5)イワン・コンドラーチエヴイチ・エラーギン一一1661年3JJから1663年までメゼーンの知事。そ

の後モスクワの説衛球部隊長をつとめた。伎は1670年の春にプストゼ-/レスクに着き、同年4月比

日にラザーリ、エピフアーニイ、ブヨードルに刑罰を加えた。
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んのわ Fかで、そJlもtく‘11，まりました:とん!J¥吊がないのに、伎はまたnをさきはじめ士した《

次にむの子を仕置きむにのせら，11、 子目のとこらから切り落とされましたっ切断された子は地面i~こ撒

たJ戸}、ひとりでに伝統通りのII:Lい形に指を組なました、そして、上品、あいだそのまま人々の前に
しるし

三ゐ1)~ -)ておりました1..このれ[長想な円上、先んだ訟にもキワストの印を忠'kにでj・ったのです"わた

くL1'1 J.;r ~) ，こわには驚噴いた[ま iた、生江きものが守ン;あるものを拝めているのです;，1青々 II、わ
/:こく!は彼の 1I の 11 1に子をつっこ J弘、触って J剤、でてろえま L た、すっかりつるつる Lています一一 l~a 262ウ

ありませんが、絹みも感じません、何!のlIJJけによハて、すぐなおってしまったのです.t皮はriiiιモスク

'/で百を切らわました、そのときにはいくらカタjり伎しがありましたが、今;立は1-1"1片足からそっくり

Lなけ1iiられましたυ あJLから二fJ.IIlJ、ちゃんとιがあるかのように、彼ははっきり:話しておりま LたF
--~!'1こちま L た今、 加の奇誌がF己ここりました、 ミ日のうちに彼の I1 の 11 Iに完全な ~ーが生えたのです、

たど先の)jがはんの少しえっこL、どけでしたο 後辻I!fびれを聞き、たえず何Iを泣めたたえ、 77教告と
もをJ!封Iしましたふ

それから、絞らはソローソキの隠者で苫菜成律務返上のエピメ fーニイ何J~くを引き UJ し、はじく，r;

をそっくり切り坂り、子の指を四本切り告としましたコはじめのうち彼は鼻戸で話しておりま Lた、

その後彼iヱ望誌に;お訴りしました、すると望さん語いの上に、一二枚の Eが、モスクソの~'とこの 1"地 263 寸

の訂が、 i皮に指し示されました 7 後は・つを坂って1]分の口に入，れました、それ以来抜はきh¥..、には

っきり訴しはじめ、完全な訂がuの.11に現わJLましたJ 驚嘆すべきは持の御菜、筆呂ーにはくしがたき
は主の忠召しでございます!一一神は科目同検fJをお許しになり、それからItfび傷を羅やされ、嗣i必

;悲をかけ給うのです! 何で ~υ を斐しましょうか? 神はliIくから奇誌をあらわしたまい、無から

生舟をお部りになられています 1 まことに、最後の審'fljの日に、神は人間の肉体をこと ζ とく ~r揖に

して起;らせたもうでありましょう J いっ t.::..l'，itidJ ~これについて判権できましょうか? それは神には

かなりません、神は新しきものを右IJり、古きものを新しくなされますコすべてについて神に栄光があ

りますよヲに!

それから、絞らは補者三のノゴ ド/しを，}Iき出しました 彼も，!，;をそっくり切りltえら-fLましたが、は

んの "úliサピけはの11 1に残りました、 I~長もとがはすかいに切られたからです， (8:必ずしも操れみを 263ウ

ボLたわiずではなく、 fiJ~\.. 、ヮー二とをきかなかったのです、 lぶえおののいてナイソが Fから恭らまし

fニ Lラ3;，1-lJ 三のときは、その~t;iriJí'でも癒、右:しましたが、後で I~Iい切り IJ からj1}び iちが生え、民のタトま

-(11¥るようιなりました、たど先のjjが少し九つ二くなっていましたυ 彼の子も、字を1黄にi切揺され

まLt.::.." fuJ もかも、神の防げによーにζ、ずっカ‘りなおりました、一一-~として、 tjíi よりもは-)きりされノ

いに，igをしております

それカきら、 f&:ら i よhた~ L たんを I'，-C龍いま Lt.二、 ←一一 U~埋もれた本の作、をのそばじまた別の

本の什、~らにそれら全体をlili りどきく内つの誌のっし、た共通の補、長:兵たちが} I11でうj:を守っていま、、、、、、、、、、、、、、、
した. IAlわ.{l の~のわたくしたちは、でもどニのギ肢でも、 ゾロモンが付のパアシパを込つめtc、、
がらgiftふう::fx¥..、まLた雅駄を、タ!Iの倒 f、キリストのfJ11出jで'，j;kUnLております、一一←ああ、素晴らしさ
かな、路J)L きお }jよ!ああ、おINらしさか江、愛するお }jよ!あなたの!ぬま炎のように燃え、あ 264~­

ひ

たたの{土l は:んよりも 1" い、あな f、ニジ):~ílíh\L l 叫るんばせはド誌の光じま~ i)，すべてこれ点H.l::lのように

五iくがFきJコたる(教会のjl註夫¥

それから、ピラトはわたくしたものもとをより、メピーンで仕事を}iっけ、モスクソに民りました
あぷ 3) 

モスクソでは、わたくしたちの桟りのllíj，ιたちが、大iこ.t，~，られ、統かれました、イサイヤが焼き殺さ

1 )叱(，L1j七、、 XII，6. 
2)雄歌、 IVl'主の故事'J}1/) よ句 J)d'い換えっ

3) CM. 249オの註ο
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松井茂雄訳

れました、次にアヴラーミイが筑き殺されました、その抱の教会の熱烈な接護者たちが数限りなく殺

されました、神拭その数をおかぞえになられるでしょう。驚きにたえませんが、奴らは物の道理を女LI

ろうとしません、火と鞭と絞首台で信仰を確立しようとしているのです! こういうことを教えたの

264ウはどの使徒たちでしょう? わたくしはちっとも知りません。わたくしのキリストは、わたくしども

の{吏徒たちに、火と鞭と絞言台によって信仰に導くために、このように教えよとはお命じになりませ

んでしtc.o 主は{吏主主たちに、全llt界を巡りて、凡ての造られし者に福奇をのべ伝えよ。 fdじてパプテ、、、、、、、、、、、、、、、、、、、、、、、、、、、、、、
スマを受くる者は救わるべし、然れど信ぜ、ぬ者は、罪に定めらるべし、と中されたので、す。いいです、、、、、、、、、、、、、、、、、、、、、、、、、、、、、
か、読者よ、キリストがお呼びになるのは自由意志で求めてくる者です、{吏徒たちに従わぬ者を火あ

ぶりにし絞首台にかけよとは命じられておりません。タタールの神マホメットは、その書物のI+I~こ、

《我らのfム・統と誌に従わぬゃからは、その佐を実1Iにて切り蓄とすべし》と書いています。わたくしたち

265オのキリストは、御自分の弟fたちに、一度もこのように命じられたこと拭ありません。あの教師ども

が悪魔の子先であること誌明白です。奴らは、信部iに引き入れるために、人々を殺し、死の子に渡し
み

ています、この詰仰にしてこの所業ありです。福音書には、よき樹は悪しき果を結ぶこと龍わず、悪、、、、、、、、、、、、、、、、、
しき禅はよき果を結ぶこと能わず、と書かれています、樹はすべてその呆実で見分けがつくものです。、、、、、、、、、、、、、、、
何で多言を要しましょうか? もし載わなければ、栄冠は援けられなし、でしょう。栄冠を欲する者は

ベルシャくんだりまで行く必要はありません、ここにいてもわたくしたちのパピロンがあるのですか

ら。さあ、まことの信者よ、キリストの御名を唱え、モスクワの真ん中十こ立ち、宝父たちから受吟講堂
しるし

265ウいだ通り、五本の指で我らが救い主キリストの十字ゎ印を切りなさい、そうすればここにいてもあな

たに天国が現われているのです! 神はあなたをさ兄福なさいましょう、正しい指の組み方のために受

難の苦しみを受けなさい、せんさくは無用です! このことのために、わたくし立あなたと一緒に死

ぬ覚悟でおります。わたくしはまったく愚かな学のない人間ですが、しかし、聖父たちから伝・えられ

た一切の教会の伝統が神聖無垢なものであることを知っております。わたくしはそれを受汁入れた通
ちぎかい

りに、死ぬまでこれを守り通します。わたくしは、われわれより前に定められた占い地界を移しはし

ません、それが永遠にそのままでありますように! 異端者よ、キリストの聖体と十字架にし、たずら

をするな、それだけではない、祭壇覆いには手も触れるな。彼らは悪魔とぐるになって、経典をはじ

266オめとして一切を改変しようと考えました、一一教会と聖餅の十字の形を変えました、内陣でのrrJ祭の

祈議を髭止し、連藤の詞勾を変え、洗礼に捺しては悪魔に祈ることをはっきり命じています、一一奴

らにも、悪魔にも、面と j白jかつて唾を吐きかけてやりたい、一一洗礼盤をめぐるにも、悪魔は太陽の運

行と逆の方向に彼らを導き、教会の献堂式にも同じように太陽の運行と逆に行進させ、結婚式の祝福

の際にもやはり太陽の運行と逆の方向に導いています、一一後らは公然とすべてを反対にやっていま

す、一一奴らは洗礼の際にも悪魔を否認しません。仕方がないじゃありませんか?一一奴らは悪魔の

子です、自分の父を否認したがるはずはありません! 何で多言を要しましょう? ああ、まことの

詰者よ!侭もかもひっくりかえってしまいました。地獄の犬ニーコンは言った通りに実行しました。

1) CM. 254ウの註。

2)マノレコ伝、 XVI， 15-160 
3)マタイ伝、 VII，180 
4) CM.ダニエ/レ書、第 III章。

5) CM.議言、 XXII，280 
6)改革以前にー穀に行なわれていた教会の室根と聖餅上の 8枝架十字が 4技架十字に改められた。

7)改革以前は、いわゆる<<IIOCOJIOHb >)，すなわち太陽の運行通りに東から西へ廻る習噴が守られ

ていた。
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可祭長アヴアクム自伝

<</ι品賓とf:にしろ、アルセン、何でもし、し、から4-=を出すんだ、ただ前のと違ってさえし，jLはし、し、んだ!>>佼

はは・われた通りにしましたりもうこれ以上変えることはできませんつ三のことのためにみんなが滅び 266ウ

なければ記りません。極悪人どもはその悪だくみもろとも呪われるがよい、彼らのために苦難を受け

ます人々には永遠の膜福があり主すように!

さて、わたくしはすべてのま三との{言者にゆるしを乞います、と中しますのは、三の{云記につきま

Lて、わたくしが語ってはならない 1ことがし、くらかあったように忠われますから。しかし、わたくし

は徒主UJfAとバウロの手紙を読んだiことがございます、一一一使徒たち辻、神が彼らによって御業を段
2) さ古〉え

わし給うたとき、栄光を我らに帰するなかれ、我らが神に帰し給え、と自らについて語っておられま、、、、、、、、、、、、、、、、、、、、、
すけところが、わたくしはとるにもたらぬ人間でございます。前にも三いましたが、重ねて申します、

υコたくしは罪深い人間です、放義者で強欲諜です、泥障で人殺しです、収税吏と罪人の仲間です、誰に
とりましても呪われた偽善者て、すhで、すから、わたくしをゆるしてください、そして、わたくしのため 267オ

に訴ってくださいのわたくしも、読んだり聞いたりしてくださるあなたたちのために訴らなければな

りませんりわたくしはここうする以外に生きょうすべがございません。ですから、自分のしていること

を人々に話すのです、どうか人々がわたくしのために祈ってくれますように! 最後の審判の日に、す

べての人々がわたくしのなした行ないを一一ーあるいは善い行ないを、あるいは悪い行ないを一一一議る

でありましょうのしかし、わたくしは百葉の点でiヱ無学で、ありますが、知識の点ではそうではありま

せん、わたくしは弁論術や修辞学や哲学は知っておりません、しかし、箆徒が《我れ言葉につたなけ、、、、、、、、、
れども、知識にはしからず》と I1っておりますように、わたくしはキリストの知慧を身につけており、、、、、、、、、、、
ま-t~，)

おゆる Lください、一一自分のさ1かさにつきまして、あなたにもっとお話いたしたし、と存じますr

実除、わたくしはj号、かなまねをしまして、日分の神父の ~t いっけにそむいたことがござし、ます、その

ためにわたくしの A家が神罰をこうむりました。どうしてそのようなことになりましたのか、どうぞ 267ウ
ひら

お聴きになってくださいη わたくしがまだ乎の司祭でありましたとき、ツアーリのざんげ聴問僧スチ

ェソ yン・グォニブアーチエヴィチ司祭長が、祝福のしるしに府主教プイリップの聖像とシリアの聖
5) ふみ

L ソレムの書をわたくしにくだされ、これを読んで、自分の為ともL、人々の為ともせよとさとされま
いとこ

したη 罪人でありますわたくしは、神父の祝福と三いつけをないがしろにし、従兄弟にひどくせが主

れて、この本を馬と交換いたしました。わたくしの家にはエプブイーミイと申す実の弟がおりました、

設はたいへん読み書きに堪能で、教会のために大いに精散し、たLておりましたn 復は後に上の皇女

誌の聖歌読議僧として宮中に召し抱えられましたが、ベストのときに妻と一緒に亡くなりましたっ

このエブブ fーミイが、その潟に本を飲ませるやら、かいばをやるやら、すっかりこれに夢中になり、

しばしば勤行を怠っておりました。神は、わたくしと弟の不正、わたくしたちが道ならぬふるまいを 268オ

しておりますのを御覧に記りました、一一一わたくしは本を取り換えて神交の弓ーいっけにそむき、弟は

1 )アノレセーニイ・グレーク一一一イェルサレムの総主教ノーィーシイと共に1649年にモスクワに米た。
ニーコンの信圧が浮く、型ii?の改訂にたずさわった。

2) CM. 285オc

3)コリント j走占、 XI，60 
4) ア'./アクムの《自伝》は、1E維に瓦えば -J忘ここ℃完結 iてし、る J 以下t二続く i';五分は、放が補立i

とLてHけ加えた彼自身の数々の《奇蹟》の物語りである O
ラ)310年頃ニシピスに生まれた J シリア教会における最大の神学者、説教家、詩人で、《望'JL:の立母》
なら名をもって呼ばれたσ 誌の l:-作は 1647年iこモスクワで二度Ifl販されている (2月 1日、 8月29
11 )0 

6)アレクセイ帝の対jイリーナ・ミハーイログナ(1627-1679)。 アヴ、アクム、 毛ローゾワたちの比

護者であった。

7) 16弘年、 20議くらいの年にベストで死んだ。
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在井茂雄訳

勤行をおろそかにして馬に熱中しておりました、一一一主はかようにわたくしどもを罰せられました今

一一悪鬼どもが夜となく昼となくこの馬をいじめにかかりました、馬はたえず汗にまみれ、へとへと

に弱k 半死半生のありさまになりました。わたくしは、どんな落度があって悪鬼がわたくしたちに

こんなにひどい仕打ちをするのか ほとほと合点がゆきませんでした。吾曜日の夜食の後、私的な勤

行でしたが、夜半祈講の席上、弟のエブフィーミイが詩篇の《汚れなき者》の章を唱えました、彼は

《我を晃そなわし、我をあわれみ給え!))と声高らかに叫びました。そのとき、彼は本を手から蓄と、、、、、、、、、、、、、、、
268ウし、ばったり床に倒れました、彼は悪鬼どもに打ちのめされたのです、一一悪鬼どもがむごく苦しめ

ましたので、彼は異様な声で叫んだりわめいたりしはじめました。わたくしの家には、そのほかに二

人の実の弟一一クジマーとゲラーシムーーがおりました、二人はエブブイーミイより年上でしたが、

伎を取り押さえることができませんでした。三十人ほどおりました内輸の者が、総がかりで彼を押さ

えにかかり、泣き叫び、涙ながらに神にうったえました、《主よ、憐れみ絵え! わたくしどもはあな

たに対してあやまちをおかしました、あなたの慈悲深い御心を怒らせました、罪人でありますわたく

しどもをお恕しくださしイ わたくしどもの聖者たちの祈りによって、この若者を憐れんでくださ

いりしかし、彼はいっそうはげしく怒り狂い、わめきたて、身を震わせ、のたうちまわります。こ

のときわたくし辻、神む御加護によって、この悪鬼の大騒ぎに心を乱しませんでした。勤行をすませ

ましてから、涙ながらにあらためてキリストと聖母に祈りはじめました、 《わたくしの聖母様、いと

も聖なる梓の御母よ! お教えください、どんな罪をおかしたので、このような罰がわたくしにくだり

269オましたかを、それがわかりましたなら、あなたの御子とあなたの諒にさーんけ引をいたし、今後二度とそ

のようなこと拭いたしませんりそれから、泣きながら、祈薦書と聖水を耳元りに教ずのシメオンを教会

につかわしました、一一伎はエブフ fーミイと同じくらいの若者で、十四歳でございました、このシ

メオンとエブブイーミイは大の件よしで、経典や勤行によって互に励ましあい、喜びをわかち、一二人

ながら精進、斎戒、新議に精励しておりました。このシメオンは、自分の友を案じて泣き、教会へ行

って、訴議書と聖水を取ってきました。わたくしはシメオンの手をかりで、悪鬼につかれた人に大パ

シリウスの祈轄を唱えはじめました。シメオンはわたくしのために香炉とローソクの仕度を整え、堅

269ウ水を差しだしました。ほかの者たちは悪鬼につかれた人を搾さえていました。さて、お祈りのtflで、

《監にしてヰしいなる霊よ、主の得名により我なんじに命ず、この人より出でよ、重ねt入るなかれ、、、、、、、、、、、、、、、、、、、、、、、、、、、、、、、、、、、、、、、、、、、
神のみが見おろし給う人なき荒れ地に行け》というくだりにきましたが、悪鬼はいっこうに丘うこと、、、、、、、、、、、、、、、、、、、
を聴かず、弟から出てゆきません。わたくしは同じくだりをもう一度くりかえしました、それでも宰

兎は依然として言うことを聴かず、いっそうはげしく弟を苦しめます。ああ、何と悲しいことでしょ

う! どう申したらよいでしょう? わたくしは高ずかしくて、話す勇気がありません、しかし、エ

ピプアーニイ神父の命令に従って、お話することにし、たします。事の次第は次の通りです、一一一わたく

しは香炉を手にし、聖換と悪鬼につかれた者に香を焚き、それから長椅子の上にばったり割れ伏し、た

いこと笥突いたしました。それから、起き上がって、例の大パシリウスのぎ葉を悪鬼に向かつて大戸

270オで叫びました、 《この入より出でよ!>>悪鬼は弟の体を輸のように九め、身をひきつらせて外に

飛び出し、窓の上に坐りました。弟は死んだようになっていました。わたくしは彼に聖水をふりかけ

ました。彼はrE気に返り、窓に坐っている悪鬼を指さしました、彼は百ーを繰られていたのでものが弓-

えなかったのですc わたくしは窓に聖水をふりかけました、悪鬼は換日の置き場になっている室の揺

に飛びおりました。弟はそこにいる悪鬼を指さします。わたくしはそこにも聖水をまきました、悪鬼

1 )詩j語、 CXVIII，129-136 (第T7章〉。
2)詩篇、 CXVIII，1320 
3)悪寛被いの摂露。

4) CM.マルコ伝、 IX，250 {史徒行伝、 XVI，180 
5) CM.マルコ伝、 IX，260 
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はそにニからベチカの上主こ移りましたペ弟はそ 4 も指さしますハわたくしはそこにも宝水をふりかけま

上たi d;はベチカのドを指さし、自分で十字を切りました勺わたくしは悪鬼の後を追わずに、主の御

名において弟に聖水を欽ませました。伎は心の底から嘆息をもらして、わたくしにこう中しました、

《ありがとうございます、神父様、あなたは悪鬼のでEFと二人の公からわたくしを奪い返してください 270ウ
ま1た叶あなたの御親切に対L、わたく Lの兄のアヴ fクムがあなたに厚く御礼申しあげるでごさ

いま Lょうけまた、教会に祈祷書と聖本を反りに行き、:@鬼どもとの闘いであなたの子比/Jけをした

少fHこも、感謝し、たLまずの彼はわたくしの友だちのシメオンとモっくりでしたぢ彼らはスントグ f

ク)11のほとりにわたくしを連れだして、ぶんなぐり、《お前が掩たちの子に引き渡されたのは、お前の

見のアヴ f クムがみ;をi1j と反り;換え、お前がその馬を可愛がっているからだ》と ~þ， 、ました，ですか
いとこ

ら、わたくし時JLに話さなけれはなりません、本を取り!えし、それと引き換えに従兄弟に金をやるよ

うにと>)，モミで、わたくし彼に中しました、 《ねえ、 お言ij、 おrIIiの見のアヅアダムはこのわたしだ

よ》すると、彼はわたくしに等えました、《あなたがわたくしの兄さんなものですか? あなたはわ

たくしの神父様ですよ、あなたがわたくしを王-{.と公たちから宅ごし、返してくださったんです、わたく 271宇

しの見は今ロノミチーツイにおります、一一一技はあなたに岸く御礼qlし上げることでしょう》。わたくし

は彼にもう・!支聖水を与えました。彼はわたくしから鉢をひったく 1)、むさぼるように欽み子します、

一一伎には水がとてもおいしかったのです!一一←ねまなくなりました、わたくしは誌を軽くそそし、

で、彼に飲ませようとしました、しかし、彼はもう飲みませんでした〉冬の夜、わたくしは夜っびて

夜の111:話をやきましたσ しばらく設と一緒に横になりましてから、朝拝の読経をあげに教会へ参りま

した。わたくしの留守に、悪鬼が再びf皮に襲いかかりましたが、 tiijより手きびしくありませんでした J

教会から!えって、わたくしが彼に聖油を注ぎますと、悪鬼どもは再び出てゆき、彼はIEAvこ返りまし

た、しかし、彼は悪鬼どもに打ちひしがれて弱っておりました、ベチカの主にちらちら 11を走らせて

は怖がっています、一一ーわたくしがちょっと留守にすると、 :Mf~鬼どもが復に襲し、かかってきますJ わ 271 ウ

たく Lは、白芳のおかした罪のために、本を坂り反してその代金を払うまで、 三選問ほどのあいだ、

丈と lif~ うように悪鬼どもと渡り合いましたフわたくしは友人の増院長イラリオーンを rí与ねました今 j史

は，;(~のために聖Mの.);ーを裂いてくれましたっその当時‘立後はまっとうな生き )jをしておりました、

一一ーとく二ろが今ではリーγザンの大主教となり、キリスト教誌の迫害告になりましたけまた、わたくし

はほかの聖職者たちにもお単品、しました、{皮らi工罪人で、ありますわたくしたちのために神に祈ってく

わました、ミう Lてわたくしの弟は:悪鬼どもから救われまLたっ神父の戒めにそむくのは、、これほと

忠いミとなのです! 神の或めにそむし、たら、いったいどうなるでしょう? ああ、炎と去しみがあ

るどげです! どう{て11寺を過ごしてよいやら、わたく Lにはわかりまぜん! わたく lーは愚昧と偽 272c1

j与につつまれ、端偽におおわれ、隣人に対する憎悪と自奇心にくる主わ、日分ではひとかどの者だと

Lじ仕がら、すべての人の兵二をkらLて、我が身を滅ぼしてい主す、わた<lは変であり、際であり、

l見われた人n日です、←ーまぎれもない主です! わたく Lはと三もかも一魂も体も悪臭を技ってい
ます • IJ、足の11Iでえや訴と・緒にいるのがわたくしにはふさわLI.、のです、一 夫や政もわたくしの

弛とIri]じように尋もちならぬ悪央をJ!x.っているのですから、隊やたが臭いのは生まれつきです、とこ

んが、わたくしときたら、 1'15士のおかした罪のために、くたばって1Hrの通りに投げ棄てられた犬のよ

ウに、忠良部}々としています，わたく Lをこの土牢に閉めてくれたI詩的たちに感謝の怠を去します、

わたくしはよからぬふるまいをして悪臭を発してはおりましても、とにかくほかの人たちをたぶらか

しに')1_ません ええ、それでよL、ので十!

1 )ヴオノレガ右岸の支流で、 グザゴログォ村v')Jli:くるゴ流れる小さな)1¥0 

2) CM. 252オの三L

)1う



松井茂雄訳

272ウ また、モスクワの銃兵で‘わたくしの番兵のキリールシコが、悪鬼にとりつかれてわたくしの牢にた

ずねてきました。わたくしは彼の頭を刈り、体を洗い、着物を取り替えてやりました、一一誌がうよ

うよしていました。わたくしは筏と閉じこもり、二人で一緒に暮らしていましたが、三番目のお方と

してキリストと聖母がわたくしどもについていてくださいました。この愛すべき男は、よく大袋小f更

をたれ流していましたが、わたくしがきれし、に拭いてやっておりました。彼は飲物や食物をくれとせ

がみましたが、説福なしには手をつけようとはしません。勤行のあいだ彼はちゃんと立っていられま

せん、一一一悪鬼が被に眠気をもよおさせるのです。わたくしは珠数でぴしやりと I!/lきます、すると、

伎は立ったままわたくしのうしろでお祈りと礼拝をはじめます。勤行を終えますと、彼はまた騒ぎだ

273オします。わたくしのいる前でも、伎はよく騒いだりふざけたりしましたっちょっとじゃまをしに神父

の牢屋を訪ねに行くようなときは、わたくしは彼を長椅子に寝かせ、起きではならぬと忌・いつけて、
v、主十

彼を祝語してやります、わたくしが神父のところにおりますあいだは、彼は神に蒋るをかけられ、横

になって、起き上がりません、一一一寝たまま騒ぎたてているので、す。彼の枕もとには、聖縁と本、パ

ンとクワスなどが置いてあります、でもわたくしがし、ないときは、なにひとつ子を触れません。わた

くしが戻ってくると、彼は起き上がります、いまいましいことに、悪鬼が彼にふさやけたまねをさせる

のです。わたくしが大声で叫ぶと、彼はおとなしく坐ります。わたくしが食事の住度をしております

と、食物をねだって食事前に盗み食いしようとしますσ ところがし、ざ食べる段になって、わたくしが

273ウ《我らの父よ》を唱え、祝福しますと、今度は食物に口をつけません、一一一祝福してないのをくれとd

います。そこで、わたくしは口の中に押しこんでやります、すると、彼は泣いて呑みこむのです。わ

たくしが魚を食べさせたりしますと、悪鬼が彼の中で荒れ狂い、《お前は俺を弱らせやがったな!}>と

彼の中から声を出します。わたくしは主の御前に涙を流し、断食によって彼を耳元りひしぎ、キリスト

によっておとなしくさせます。それから、わたくしは設に聖油を注ぎ、悪鬼による苦しみをやわらげ

てやりました。彼はーと月あまりわたくしと一緒に暮らしました。死ぬ龍に後は本心に立ち返りまし

た。わたくしは彼のざんげを聴、き、聖さんを援けてやりました、この愛すべき男も詩もなく亡くなり
事ょうかたびら

ました。わたくしは棺と経雄子を島がない、教会のかたわらに彼を葬らせました、また{曽椙たちに

は死後四十日間の供養料を与えました。死者は一昼夜わたくしのそばに横たわっておりました。夜中

27壬オにわたくしは起き上がり、神tこ祈りをささげ、死者を祝福し、披に接現をして、再び伎のかたわらで、

眠りにつきました。彼はわたくしの愛すべき友でした! このことのために樽に栄光がありますよう

に! 今Eは彼、明日は我が身も死ぬるのです。

また、モスクワで、プィリップと申す悪鬼につかれた男がわたくしの家におりました、一一わたく

しがシベリヤから戻ってからのことでございます。彼は室の鵠に鎖で壁につながれておりました、と

申しますのは、伎の中にいる悪鬼がとても停猛で、残忍だったからでございます、彼は身をもがき、暴

れ狂っておりました、召し装っている者たちも彼を静めることができませんでした。罪人であります

わたくしが十字架と聖水を手にして近づきますと、彼はおとなしくなり、死んだもののようにキリス

トの十字架の前に倒れ伏し、少しもわたくしに手出しをしようとしません。聖者たちの祈嬬によって

274ウ神の力が彼から悪鬼を追い払ったので、すO しかし、設はまだ正気ではありませんでした。痴患、の行者

フヨードノレが彼の看護につけられました、一一このブヨードノレは、キリストの信停のために背教者ど

もによってメゼーンで較首1fIJtこされました、一一伎はプイリップに詩篇を読んで関かせ、彼にイエス

1) 10名のモスクワの銃兵が国人たちをプストゼールスクに護送し、そこで監視の任についていた。

キリールシコはその中の一人。

2)いわゆる《主の祈り}>(マタイ伝、 VI，9-13)。
3)魚、はキリストのシンボノレと考えられた。

4) COpoKOyCT一一教会にお汁る故人追悼の408間の新轄のみならず、そのために必要な物〈ローソ
ク、抹香など〉をも云う。
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の祈りを教えてやりました。わたくし自身は、昼間は家を留守にしていまして、夜だ汁フィリップの

I市闘を克てやっておりましたコ暫くしましてから、わたくしはブヨードル・ルティーシチヱフの邸か

らたいへん悲しんで帰宅いたしました、と出しますのは、彼のところで信仰や誌について異端者ども

と大論争をしてきたからです、ところが、このときわたくしの家でひと関着起こっておりました、

一一一i司祭長夫人がやもめの行安いブヱチーニヤと口論していました、一一ー悪魔がつまらぬことで三人

にけんかをさせたので、す。わたくしは戻ったとたんに、悲しみの余り二人をなぐりつけ、さんざん毘

りました。わたくしは神と彼ちに対して罪をおかしました3 すると、悪鬼がフィリップ。の中で、暴れだ 275オー

し、猛りdTって鋲を引きちぎろうともがき、異様な声で叫びはじめました。家じゅうの者がことごと

く恐怖にとらわれ、それこそたいへんな騒ぎが持ち上がりましたョわたくしは罪のつぐないもしない

で、彼を静めるためにそばに行きました、しかし、彼は以前とは違っていました。彼はわたくしを揖ま
2) さいな

え、打つやら!lllくやら、まるでくもの巣のようにやたらとわたくしを苛みました、そして、《お前は俺

の子に落ちたぞ!>>と三うのです。わたくしはただ桁議だけを唱えておりました、しかし、実行をと

もなわ記い祈露にききめがあろうはずはありません 3 家の者たちはわたくしを設から引き離すことが

できません。わたくし立彼のなすがままにさせました。わたくしは自分が罪をおかしたことに気がつ

きました、ですからわたくしを勝手になぐらせたっていいのですちしかし、一一神の霊験は何とあら

たか長ことでしょう!一ーなぐられても、もっとも痛くありませんみそれから、彼はわたくしを突き 275ウ

離L、《お古Ijなんか|言jl、もんか!>)と中します、このときわたくしはたいへん悲しくなりました、<<:

魔が、一一と岳分にi品ミ弘し、開カか￥せ主した、一一このわたくしをとりこにしたのだならわたくしはちょ

っと績になりました、そして、長心をよびもどしました。わたくしは起きて妻を探し、涙ながらにゆ

るしを乞いました、彼女に抵くおじぎをし、《ナスターシャ・マルコーヴナ、わたくしは悪いことをし

ました、一一一罪採いわたくしをゆるしてください!>>と中しましたふ彼女もわたくしにおじぎをしま

したυ それカ‘らア工チーニヤにも同じようにゆるしを乞いました。それから、わたくしは室のまん中に

うち伏L、f干の者にわたくしの呪われた背中を五つずつ鞭打てと命じました。そこには二十人ばかり

おりました、一一嘉も、子供たちも、誰もかれも、泣く泣くわたくしを鞭打ちました。わたくしは、

《もし鞭打たない者があるならば、その者は天国で、わたくしとなんのかかわりもなくなるぞ!)>と申し 276オ

ました 1 彼らは、仕万なしなし、鞭をふり、泣L、ております、わたくしは打たれる度にお祈りを唱え

ましたどみんなが打ちま冬えましたとき、わたくしは起き上がって彼らにゆるしを乞いました。悪鬼は

かなわぬと観念して、再びアィリップから出てゆきました。わたくしは十字架で伎を祝福してやりま

Lた、彼はちゃんと元通りになりましナこ J その後、神の御加護により、我らが主イエス・キリストの

おかげで、彼は本復いたしましたv このお方に栄光がありますように。

わたくしがシペリヤにおりまして一一←まだかの地へおもむく途上一一トポーリスクに住まっており

主Lたとき、プヨードルと申す悪鬼につかれた男が、わたくしのもとに連れてこられました。彼tことり

ついた悪鬼は残忍で、した。彼はキリスト縄復活の日に、祝祭の日をないがしろにし、その妻とみだら

なまじわりを結びました一一彼の妻がそう申しました、一一そして、悪鬼にとりつかれたので、すO

わたく Lは:た月ほど夜を白分の家にあずかり、彼のために一生懸命神にお顕いした仏教会に連れ 276ウ

ていったりしました、それから、彼に霊法を誌いでやりました、神は御慈悲をかげてくださいました、

彼は元可になり、正気に返りま Lたみ礼拝式のおりに、彼は聖歌霊長話で、わたくしとー轄に聖歌を

1 ) <<純!の詰jJj\l~ l' -'-ス・キリストよ、 :w人ls:.;今我{(憐み給え》土いうi¥1い精義〉アトス{曽誌の沈黙
抵の{告たちによって、汚jlt紀にロシヤにか;えられた 3

2 ) << HaKa3aJI eCH qeJIOBeKa. H HCTa兄JIeCH. HKO nay句UHyλywyero >) (詩篇、 XXXVIlI.12) 

内iI確f仁意義万二離れた去HI..

'3 ) CM. :1ハネfJ;、XIII，8， 
4) 段会 (J)佐と Lて、土き口及び日曜前夜は禁容;すべきことが命じられていた〉
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歌いました、奉献の儀のときに彼はわたくしを怒らせました。そのとき、わたくしは聖歌隊席で伎

を打ち、教会の西側室の壁に彼を鎮でつなぐよう、寺男に命じました。ところが、伎は摺金の輸を引

きちぎり、前にもまして猛り狂い、礼拝式の聞に正知事の邸に行ってしまいました、そして、そこで

き匿をぶちこわし、公爵夫人の衣裳を着込み、人々を追い散らそうとしました。公爵は立腹されました、

人々が大勢で彼を牢に引き立てました。彼は牢内で不幸な囚人たちをことごとく打ちのめし、ペチカ

をぶちこわしました。公爵は彼を村の妻子のもとへ追い返すよう命じました。彼は村々を接り歩き、

277オひどい悪事を重ねていました。人々はみな彼を避けておりました。知事たちは腹を立て、わたくしに

彼を引き渡してくれません。わたくしは主の御前でいつも彼のために泣いておりました。そのうちに

モスクワから書状がまいりました、一一それはわたくしをトポーリスクから大河レナへ追放せよとの

命令でした。聖ベテロの日、わたくしが船に乗りましたとき、アヨード/レがまったく正気で、わたくし

のところにやって来ました、指むとは公衆の面前で、わたくしむ足もとに低く頭をたれ、彼はこう中

しました、一一《神父様、あなたがわたくしになさってくださった御親切に対して、心から得干しを申し

あげます。おとついのことわたくしは荒野を走っておりました、するとあなたがわたくしの前に現わ

れ、十字架で祝福してくださいました、それで悪鬼どもはわたくしから逃げだしてしまいました、わ

たくしは御礼を中しにあなたのもとにまいりました、あらためであなたの祝福をお願し式、たします丸

277ウわたくしは彼を見つめながら涙を流しました、そして、神の偉ー大さに歓喜し、たLました、と中します

のは、主はわたくしたちすべての身を案ぜられ、気づかわれておられるからです、一一主は彼を癒やし

たまい、わたくしを喜ばせてくださいました! わたくしは彼に教えを説き、祝福を与え、妻子のも

とへ婦してやりました。さて、わたくしは、これから先も悪鬼から彼をお守りくださいと、やさしい

持の調子、キリストtこ彼のことを祈り、流請の地へ船出しました。帰り道に彼のことを尋ねましたと

ころ、人が申すには、《あなたがお発ちになってからさ年ほどして亡くなりました、彼は妻子と共にい

かにもキリスト教徒にふさわしく暮らしておりました》去のと去です什それは結構なとどでご犬、いま

す。このことのために神に栄光がありますように!
しもパ

わたくしの神父ならびにキリストの僕であるあなたよ、わたくしをおゆるしください、一一わたく

しにこの自伝を語らせたのはあなたがたでございます。しかし、おしゃべりをしましたついでに、も

278オう一つあなたがたにお話をいたしましょう O 弟が悪魔どもに背しめられました 1:地で、わたくしがま
ひら

だ平の可祭でございましたころ、わたくしの家に表いやもめがおりました、一ーなにぶん左いことで、

彼女の名前は失念いたしました! いや、思L、出しました、オフィーミヤでございます、一一彼女は

こまめによく動き、料理をし、持をやらせても上手でした。ある晩わたくしたちが勤行にかかろうと

しましたとき、悪鬼が彼女を沫に打ち倒しました、彼女は化石したように全身がこわばり、息も絶え

たように見えました、一一室の真ん中で手足を伸ばし、死んだように横たわっています。わたくしは、

《おお、もろ人の讃めまつる. . .})を唱えながら、香をくゆらし、それから彼女の頭に十字架を置

278ウき、同時にパシリウスの祈講を唱えました。すると十字架を置いた彼女の頭が自由を取り戻して、女

は口をききました、しかし、手足やs同体は依然として生気がなく、石のようになっています。わたく

1は十字架でH-方の手を撫でました、するとその手が自由になりました、もう一方の手も擦でてやり

ますと、その手も自由になりました。わたくしが援を携でてやると、女は埜りました。足はまだ石の

ようです。わたくしは十字架で足を掘でる決心がなかなかっきません、一一一わたくしは考えに考えま

1 )トポーリスクの正知事ヴアシーリイ・ヒ/レコフ (cM.239 ゥ -240~入

2)向上ヒノレコフ公爵の妻イリーナ・グリゴーリエヴナ。

:3) cM.21Oウ。
4)ロパチーツイ村を指す (cM.267ゥ)。
ラ〉聖.母称葉歌~tl の結ひとの短頭歌。

6 )襲から下は不干争土日なされていたυ
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した、一一一それから両方の是を撫でてやりました、こうして女はすっかり白白の身になりました。彼

女は立ち上がり、神にお摂りをささげ、わたくしに低くおじぎをいたしました、悪鬼とも荷とも正体
ヲコ

のはっきり Lない変なj!t~ きものが彼女の中にいて、 j之t 、あいだL 、たずらをしていましたJ わたくしが

~~油を注し、でやりますと、こいつは完全にH\ていってしまいましたu 彼女は神の得加護によって本復

いたし主 Lた L また号1]なときのことでございますが、 二人ながらヴアシーリイと申す悪鬼につかれた

ヲ]たわが、わたく Lの家に渉、で、つながれておりま Lた、一一彼らについては語るも奇妙なことながら、 279オ

このワjたれはn分のたれ，た涯を食べておりました
神父よ、あなたにもう ‘つお話ーしたものでしょうか? 少々恥ずかしい誌がしますが、こういうこ

fがごきゃいましたじ トボ__1)スクにおりましたとき、わたくしの教子でアンナと中す娘が、わたく L

の京におりました)彼女-は公官、の勤行に精励これ努め、 f晃tt!:のもんもろの美をうとんじておりま L

た，思魔~lî皮女の徳訂をそねみ、彼女ーの心に最初の主人ヱリザr ノレに対する同情の念を芽牛ーえさせま

した t 彼女はカノレムィク扶の鴎!葺の中から連れてこらJt、伎のもとで育てられたのでミす。彼女は操正
さち

Lく純揮を':rってきました、そして、f誌もあふれるほど走事な'売を結んだとき、悪賓が彼女をかっ、凌い 279ウ
主した、 一一彼Jj:ilhたく Lの京をtHて最初の主人に1;.まき子こし、と願い、いつもド目、て暮らすようにな

りま iたけ後女をこら Lめるために、神ほ悪魔を彼止のもとにj去りま Lた、と中しますのは、彼女が

わたく Lの， iうことに少 Lもヰをカ‘1ず、礼拝に精をtt-¥さなくな<)たかわで、ごき¥、ます わたく Lた

わが勤(Jの訴藷にとりカ叶ゐりますと、彼女はすくい立ち 1--が i)、腕を組λ、そのまま突っιっておりま
したコ神は彼女の反抗を御覧になり、彼立のもとに悪魔をつかわされました、 一一勤行中に、彼女は

ιったまま狂気に取りつかれるのでした 3 京れな人間て、ありますわたくしは、彼女が可哀想でした、
わたくしはド子架で彼kを祝福し、宅本を注いでやります、すると悪厚査は彼女から逃げてゆきます、

こう Lt__こ左が何度もごきおい主 Lた， LカミL、彼女は相変t)-rn分の無分別1ご反抗をあらためません， 280オ
汗の丈めには抜けf!なく L 、わせ ~dLる神i主、ほかの子段で彼女を罰せられま L た、 彼女は勤行中

iこ持眠りをLtどめました、それから、長椅子の 1-.にばったり倒れて眠りこんでしまいました、そして、

:H ..C:晩のあいだflをさまさずに眠り続;すました。わたくしは眠っている彼女に時々香を焚いてやる

だけに止めました、彼女はかすかに立をしていました わたく Lは彼女が死ぬのではないかと患いま

Lた J 彼tぐは同11f I vこIF.'ぷこ返りました l 彼女はやぜ〉て、北いております 食物をやっても、食べま

ぜん わたくしは聖歌北引のお勤めをすませ、祝福を年えて家人たちを fがちせました、それから、

灯りのたL、m夜間の[t!で干し.t"fをはじめましたの披女はお掠りを唱えながらそっとわたくしに近づき、わ 280ウ

たく Lの足もとに{全ilidJ¥ Lました、わたく Lは彼女のそばを離れ、杭のfIIiに人いりましたi 彼女はまた

札の }jに近寄り、《開いてください、神父接、わたくしはあなたにお話せよと命とられております》と

泣きながら I;-¥..、ましたラわたくしは後女に尽をかしました<<わたくしが勤行，11に居眠りして、ばった

り倒れましたとき注 :人の天誌がやってまて、わたくしをかかえ起こし、狭い道を通ってわたくしを

連れてゆきました、左手に、泣き戸やすすり泣きや悲しげな戸が開こえました。それから、彼らはす

ばらしく美しい明るい場所にわたくしを連れてゆき、たくさんの美しい{七日や室を見せてくれま L

たρ ‘つの主が・需きれL、で、ほかのどの室にもましてえも三われぬ美しさに輝き、とても志うござ

います、彼らはその小にわたくしを案内しました、そこにはテーブルが設べられ、その Hこfll、I芋布

がかカー i)、御馳走を詰った皿が一、.lV_んで、いま寸、 ・つのテーブルのはしに一・本の茂った樹が揺れそよ 281す

もりとあるたL¥..、色で筒られています、わたくしはその樹にさえずる小鳥たちの戸を開きま L

た、わたく Lは今それがどんなに感動的で、どんなに素晴らしかったか、まいあらわすことができま

せん! 伎んはちょっとの間わたくしをそこにおいてから、再び京から連れ出し、 《この室法議のだ

か知ってい主すか?>)と中しま Lた わたく L'士、 《存どません、わたく Lをそこに通してください

1 ; q!"， ，，'トヘ1]ιゾ結 'J'; ¥ CM. '，' 7 l' t二、 VII， 13-14; 
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松井茂雄訳

まし》と答えました。それに対して、彼らは申しました、《この室は、お前の神父アヴアクム可祭長の

です。彼の言うことを聴きなさい、指を組むにも、十字を切るにも、神に折って礼拝をするにも、彼

281ウがお前に教えている通りにして暮らすがよい、万事彼に瓶従しなさい、そうすれば、お前も彼と一緒

にここへ来られましょう。しかし、もし彼の言うことを聴かなければ、お前はさっき泣き声を開いた

あの場所に行くことになるでしょう。これをお前の神父に話しなさL、。お前を連れてきたのは悪賓で

はありません、見なさい、一一わたくしたちには趨があります、悪魔なら持っていません丸それで、

神父様、わたくしが見ましたところ、彼らの耳のところが白うございましたよそれから、彼女はゆる

しを乞いながら、わたくしに頭を下げました。その後、彼女はまたすべての点でf弘、を改めました@

わたくしは、 トボーリスクから追放になりましたとき、その地のわたくしの教子に彼女をあずけまし

た。彼女は修道女になりたし、と思っていました、しかし、悪魔はまた勝手なまねをしました、一一彼

女はエリザールに嫁ぎ、子供たちをもうけました。八年後、彼女はわたくしが戻ってくると聞き、夫

282オの許しを得て修道女になりました。嫁いでおりましたあいだ、神は時々彼女をお爵しになりました、

一一一悪魔が彼女を苦しめたので、す。わたくしがトポーリスクに着きましたとき、彼女はそのーと月前

に修道女になっておりました。彼女は二人の子洪をわたくしのもとに連れてきて、わたくしの前に子

供たちを置き、涙を流し、すすり上げながら、ざんげをし、恥じる様子もなく自分を責めました。わ

たくしは、人々の前で彼女をこらしめるために、何度も彼女を叱りつけました。彼女はみんなの前で

ざんげをし、自分の罪の赦しを乞いました。わたくしは存分に彼女を打ちひしいだ上で、完全にゆる

してやりました。彼女は礼拝式に列するため、わたくしについて教会に入りました。奉款の犠のとき、

悪魔が彼女に襲いかかりました、一一彼女は、わめいたり、泣き叫んだり、犬のように吠えたり、山

282ウ羊のようにめーめーいった札かっこう鳥のように鳴し、たりしはじめました。わたくしは彼女をかわ

いそうに思いました、一一一天使の頚歌を中断し、わたくしは聖壇から十字架を取り、聖歌琢席に入っ

て、《支の御名によりわれ汝に禁ず、悪麓よ、彼女を苦し台るなかれ! 神は現役と来置においてこの

女を赦し給わん!))と呼びました。悪寛は彼女から出てゆきましたの彼女はわたくしのそばに駆けよ

り、自分のおかした罪のためにわたくしの足もとにひれ伏しました。わたくしは十字架で彼女を祝福

し、今変こそ彼女をゆるしてやりました。彼女は心身ともにすこやかになりました。彼女はわたくし

と一緒にロシヤに行きました。わたくしが破門になりましてから、その同じ年tこ、信仰と正しい誌の

ために、彼女はわたくしの子供たちと共に、総主教の部で府主教パーグェノレに苦しめられました。彼

女はさんざんに引きずりまわされ、責苦を加えられました。彼女は修道女の名をアガーフィヤと中し

ましTこ。

283オ 神父よ、母親たちがその小さい子供たちを連れてよくわたくしの家にやって来ました、この子たち

は脱腸をわずらっておりました。わたくしの子供たちも、幼いころ脱腸にかかったことがありました、

そのとき、わたくしは長老の祈祷を唱えながら五感のすべてに聖油を塗ってやりました、それから、

片手に聖法をのせ、幼な子の背と腹をさすってやりました、一一神の銅加護によりまして、幼な fの

脱腸はきれいになおりました。誰かがこの病気にかかりますと、わたくしは同じようにしてやりまし

た、神は衆生を愛する御心から完全になおしてくださいましたっ

さて、わたくしがまだ平の司祭でございましたとき、移行の道に入りましたはじめのころ、悪濯が

283ウわたくしをかようにおどそうとしました。わたくしの妻が重い病にかかり、ざんげ聴問僧が彼女のも

とにまいりました。深夜、ざんげ腰、間僧のために、わたくし拭家を出て析議書を京りに教会へ行きま

1 )聖録画では、天使の髪は自いリボンで留めであり、その先端が I干のあたりに乗れ下がっているけ

2) CM.ヤコプ書、 V，140 
3)重病人は、死にのぞんで、ざんげをして罪の赦しを得なければならなかったο 僧侶は自分の長り

ざんげ聴問憎になることができなかった。従って、この場合にもアヴアクムは妻のざんげを聴くわ

けにはゆかず、誰か近所の僧に頼まなければならなかった。

140 



可祭長アグアクム自伝

した。わたくしが会堂正面の入口の問に着きましたとき、そこに小さな机がございました、わたくし

が近づきますと、悪賓の仕業iこよりまして札がその場で飛び上がりました。わたくしは少しも動ぜず、

担{象に向かつてお祈りをunえながら、l'r-子で机に1・'f:を切りました、それから進みよって、詳しをJ乙の
場所に11，1:えました、するとこの担U;t¥，、たずらをやめました。本'止に人りますと、ここでも悪薩がJ]IJfc，

いたずらをしました、 み:~I;~:I斗のn:約 jての上に死者が怖の1j I ~こ横たわっていました、それが:&\1奄の

{t業によ r)まして、 1:の125が聞き、経維fが!五bきだしました、わたくしをおどそうがためなのです!

神に訴りたがら、わたく LがJi-Jーで死去に 1-'(:を切りますと、すべてが心通りになりました。さて、

i勾wにh'-を人れますと、祭服や法去があちらこちらと lltびまわっております、わたくしをおどそうと 284-j'
しているのです。わたくしはお祈りをlit-lえ、宝ttZに接i指しまして、 JI‘子で祭Jl民を祝福し、そばに当て，) 

て子を触れました、すると、それら段いつも懸かっている場所におさまりましたっそJω、ら、何rll~ネi:

を子にして、教会をIl¥ましたっわたくしたちに対する悪賓のたくらみはかようなものです! でもこ

んな訴はたくさんです。相iの恩寵によりまして、十字免さと宅油の )Jが悪曜につかれた人や病人たちに

霊験をあらわさないはずがありましょうか! しかし、わたくしたちは次のことがらを心に市めてお

かたければなりません、一一一神が栄光を帰し給うりは、わたくしたちのためではありません、わたく

したちに対してで'\.工なく、御 II身の fr~名に対してでございます》わたくしは棋あくたのようにつまら

tc.'v、人招で竜す、キリストがおらわなけれLJ:::'，わたくしにHができま Lょうか? 共が身のことをi喪主

悲しUことこそ、わたくしのなすべきことでございます。ユ夕、;ヱ奇蹟をあらわした人でした、しかし

金銭を愛したがために悪魔の子に落ちました 3 悪賓自身も天国におりました、しかし、青慢であった

がために追い落とされました。アダムは楽麗におりました、しかし、美食のたたりで追放され、五千 284ウ

万.百年の地獄入りを宣告されました。こうしてみますと、 nら¥'(てりと思う売は倒れぬように心せ
よ、ということがはっきりわかり主すハキリストの御記にすがり、宅i~J 七すべての聖者it二~)もてお祈り

ん::"Sるがよい、そうす;!Lば万全会うまくゆくでしょう

(B:子11I父上、あなたにもう ・つお，ir1iをいたしましょういダ lJ，リ γでわたく Lがアゾアナ---、ンイ・

パシゴーブと・緒にイグレン;携わほとりにおったときのことでございます。わたくしたちはひどく訟

をすかせておりました、 i註もrr.. 、をとることができません、!I~ーには食べる物が何一つございません、わ
たくしたちは飢え死にしそう九:五十五でLた z わたくしは神に街りをささげ、 :つの制を11えって、 i"dl
に投げ人jしました。 IljJくる朝木てみますと、神はわたくしに六足の鮮と -J(.の治、ますを下さっており

まLた、一一人々はなな驚践しました、と1/1Lますのは、本・人としてイ己もとることができなか-)

ょこからですけ i引くる flも持はhたくしにい出まどi立を下さい主[よ〆Lシ:トーゾは11l.jtこのこ土宗一-1.ハ

，~ηけま Lて、おそろ L くやっかλまし たけ彼i主そのi紛争Iカミ i")1 )たくしをご)j}ぃ11¥L、n分の併合そご
にカペ-r~-tぞま L 丈二 υ 伎はわ亡く L ~l'，1五時u:- tて、;旦態をつぎ、 /1'，や111fu))迫る浅瀬の，jjに(J (十 L命ど

まiたけ ;J¥はくるぶLまで Lカ‘ありまぜん、 一-).(1，なんかl'るもんですか? 主主にリていや iま-jJ・

/v! J)丈こくしはたし、J¥k;Wしみましfこ、 しかL、 L U-':らく考:乙ま Lて治、九、 こう1¥1しま Lた、 《訟

;{L;泊三くあわせられます Lよ、知、を与えてくれるのは本ではありません、 あなたの足、sLiこよづて、

あなたがわたく i たれのためにすべてをおはか~') ¥， 、にたわれ乙のですいこの本のなし、場所でわたく L

に j.{l，をおうーえください、あの !(i~カ過去をやりこめてください、不い心のゃからに」 かれらの評!ILtいず

くにありやーーなどと z汁汁訂正し、ために、あなたの宅なる御名をJtめたたえてください》い こうお削

りしま L'とから、わたく[は艇を再三 i)、 子供たれと IJ( のIj~を }ÿ竺まわって、剰をかけましょ- IIJ ~;~JI.\ 

f正(f共たむは、 :td，-くi十九:じ寸て、 二ら iドL空L!二、 <<-t~ .~うさん、結j をく 3 らーせて何にたりま L

1 ) CM. ，A語、 CXIII，9 
;;;) ! " ~íJ 吉、 X， 12

3 1 "'l?語、 CXIII，10 
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ょう? そうじゃありませんか、本がないんですよ、魚なんかし、るもんですか?)>しかし、わたくし

は彼らの言葉に耳をかさず、キリストを国く信じて、告分の思った通りにしました。明くる朝、子供

たちを績のところにやろうとしました。彼らはこう替えました、《おとうさん、行ったって何になりま

しょう? 網の中にどんな魚がし、るもんですか? わたくしたちを祝福してください、いっそのこと

わたくしたちは薪を取りに行ーってきます》。 聖霊がわたくしを力づけてくださいました、わたくしは

縞の中に魚を期待しておりました。わたくしは上の子のイワンに腹を立てて、彼だけ一人薪を取りに

やりました、それから下の子を連れて、続のところに出かけました。わたくしはそのことについて一

生懸命キリストにお顕し、しました。ついてみて、ひ、っくり仰天し、大再びしました、一一一神が網にぎ

っしり魚を詰めこんで下さっておりました。網は丸くなって横たわり、 rflに魚が入っておりましたけ

息子のプロコーピイは、 《おとうさん、魚、が、魚が!>>とnI十びました。わたくしは彼に符えました、

《せがれや、待ちなさい、そんなふうにして泣いけない、まず第ーに神に感謝をささげ、それから水の

中に入るとしよう》。さて、わたくしたちはお祈りを唱え、われらが神キリストを讃めたたえながら、

魚を岸に曳きあげました、それから同じ場所に再び網をしかけ、やっとの思いで魚を家まで曳っばっ

てきました。明くる朝やって末ーますと、言iiとfr11じくらい魚、がかかっています、その次の丹もやはり同

じくらい魚がかかっていました。あの時は本当に不思議で涙がこぼれる患いでしたの言Iiのわたくした

もの場所では、神はパシコープにー尾も魚を下さし、ませんでしたn 彼は羨望のとりこになり、叉して

も夜中に人をつかわし、わたくしの網をずたずたに引き裂かせましたっまったく馬鹿はどうしようも

ありません! わたくしたちは破れた絹を蚤き集め、こっそりつくろって、尉な場所で魚をとっては、
ゃな

彼に知られないように、魚、を日々の糧にしておりました。わたくしたちは梁をしかけました。そこで

も神は魚を与えてくださいました、しかし、悪魔が彼をそそのかしました、彼はひそかに梁を引き抜

くよう命じましたのわたくしたちは、キリストの御為に苦しみを忍びながら、再び梁の修理をいたし

ました》こうしたことが何良てとなくございま Lたu われらが神に、今の持も、絶えることなしとこ

しえに栄光がありますように!

貧しき者の忍従は最後まで滅びることはないでありましょうの

神矢よ、Tfーをおかしください。わたくしはシャクシャの湖を日ざして、魚、とりに行っている息子た

ちのもとへ赴く途中でした、一一家から十五露呈ほどの所で、息子たちはそこで人々と一緒に漁

をしていたので、す、一一それは、氷が吾を立てて前れ、神がわたくしに本を飲ませてくださった日の

ことでございます。わたくしは子供たちのところで大きな棒に魚を積み、キリスト降誕祭の後で、幼

な子たちのためにそれを家へ曳いてゆきました。さて、道のIれほどにまいりましたころ、地面の上を

じかに曳いてゆきますので、わたくしはへとへとになりました、と申しますのは、このあたりでは寒

気ばかりがことのほか厳しく、雪のないことがよくあるのです。火もなければ、何もありません、夜

がやってきました、わたくしは力が尽きはて、汗まみれになっていました、足もいうことをききませ

んη 家まで立入露里ほどあります、魚、をうっちゃって、そのまま行ってしまったものでしょうか、

一一一そうしたら、狐どもがむさぼり食って、家の者たちがひもじい思いをすることになります。 I持っ

たことになりましたが、曳っばることができません。僅かばかりの道のりを曳っばってみましたが、

足が震えてきます、それから、曳縞をかけたまま、砕つばらいのように、 うつ伏せに道のまん中に倒

れました。すっかりこごえきって、起き上がりました、それから、前と同じくらい進んでから、また

倒れました。わたくしはこうして何度も必死の努力をしました、もう真夜中近くになっていました。

濡れた上衣を説ぎすて、濡れた、ンャツのとに乾いたのを着こみ、薄い現前織の白い外去を羽織って、

1 ')イノレゲン湖の迂くにある滞I(チタの北西50露呈)。

2 ) CM. 240ォ 241オu

3) 240オにも r~J 様の措写が見られる。
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とある樹のーとによじのぼりま Ltニ、←一一わたくしは眠りミみま Lた、そして、樹から落ちました F1 

がさめてみますと、一一司令j もかも凍りついてL 、ます、~~こはし、た措り 11--め{、J- きの'号制七が凍ってし、ます、

外去は薄っぺらで、 )1誌はすっかり冷えきっていまLた ああ、アグ f クムは、この長れなみなLfは、

l又j く火花のように担えてゆき、)~を結ばない樹のように伐り倒されるのです、一一死がやってまたの

ですσ わたくしは空を仰ぎ、きらめく担くずを眺め、そこにまします主を思い浮かべました、しかし、

わたくしは，"j-:を切ることもできません、すっかりこごえきっていたのです町わたくしは横になった

まま考えておりました、 《キリストよ、まことの光よ、もしあなたがこの不十:な思いがけない今の難

儀からわたくしをお品1)けくださらないならば、わたくしはもうどうすることもできません、組虫のよ

うに死んでゆきます》。すると、わたくしの心は握まりました、わたくしは早速また議に飛びつきまし

た、まったく無我夢中です、首に史編をひっかけて、 t!fび1!.っばりはじめましたっしかし、もう))が

ありません、家まではまだ四露呈もあります、一一社)jなしなし、 fllJもかもほうりだし、身一つで歩い

てゆきました、ー露里ほど足を引きずっていきましたが、またぶっ揺れてしまいました。もうどうす

ることもできません。ちょっと横になってから、もっと先へ進もうと思し、ました、しかし、足はこご

えきっています、起き上がることができません、ナイフがないので、雪靴を足から切り離す物がない

のです。膝と手を使って」露呈ほど託って進みましたプ肢はこごえきってしまいました、動かすこと

ができません、それで‘また横になりました。もう家はそう退くありません、でも行きつくミとができ

ないのです、況でそろそろにじり寄ってゆきました、一ーやっとのことで自分のあばら屋にぷいつき

ましたぺ戸口に横たわりましたが、 1::1はきけないし、 Jiもあげることができませんつ明}jになって'家

人が起きてきました、可祭長夫人は事の次第を矢1Ii) ，記入のようになっているわたくしを家の111に1)1 

き入hましたp わたくしはひどくのどがかわいておりました、一一ー彼立はイりちを脱がせて、わたくし

に本を飲ませましたηIlfぷ想、な彼Y.:vこ法家の'_1'に二つの不幸が長なりました、わたくしと牝'1二が叫に
たおれたので、す、一一一わたくしたちの財産といったらこれきりでした、一一三二の牝'j二が本のドの本の

tjlに落ちま Lた、それで、経我をして、家り.11Vこ横たわり、死にかけておりました この比'1二は二 1-fr: 
あたい

/l<ーソVしの儲でわたくしたちの子に入り、 ffJ~たちに '1 二手Lを与えておりました}イリーナ・ミハーイ

l.1ヅナI主主が祭躍と儀式fliM，一式をモスクソからトボーリスクのわたくしに送ってくださいました、

パシユーソは勤行の必'J~I\I'tと L てそれらを反り、その代わりに三の牝'1'-をわたく L~こくれたのです内心

の牝牛は一二年の11司わたく Lたちを(fJ七ともども長ってくれま Lた、わたくしたちは松の皮やf止と

a緒によくこの牛乳をすすったものです、それで訟がもたれずにすみました I1J長想な長は、 ffJI;ょこ

ちと・絡に、泣く説く牝午吉村り殺しま Lた、そLて、 'j-，から流れ出たI((tを・人のこ1サソクに報酬と

Lてう二えました、 このI)Jは魚を底んだわたくしの十去を京にiえ・〉ば 7 てきま Lた (65オ 68A-ワ

:E-あ、持ちくよ、あたたi工わたく L0)トfなおLゃべりを iづ士に11fl¥，、てく fふさいました予 ):.0)鄭名に

よづて、今}立はわたくしがあたたに命じます、あえたもあのキリストの授に 51;いてやり k さい、 l~IWJ

が御 [:0)11'で思莞をもな泣L、あなたにIJ1 き波してくどさった次第を、また蟻どもがあなたのI~ill，しとこ

らを唆なまわった次第を、さらにまた室、賓が薪を燃やL、あなたの憎庵の夫がわが焼けてしまったの

に、 1!1はまったく無'ドで、あったこと、そして、あなたが天に!~づかつて大戸でi斗んだ請を、さらにはまた、

1 ) CM. /l力む:、 XIII，6，9 
:2 ) ミハ fーノL ・ーノュート P ，; iチ "IffI r)らtv..、 /レクセ('ifi ，. l(lr!i f一七，たら(1627 --16'19 I 
3 ) CM. 232 -1' ，!) JI: . 

4 )エビソアーニイはアヴアクムの命令にじじい、['j分の fL~，ic ~:~ I q: l 、た ο アヅ f クノ、はは i、にこのレ~ I t!~ 

にIt:かれている t活合つんげている ρ テクストー--A. H. P06HHCOH， )KH3HeonHCaHHH ABsa-
KyMa H 3nH中aHH冗， AH CCCP， MocKBa， 1963， CTp. 179-202. 
う) I日j，1:， CTp. 186" 
6) I日LIJ、CTp.186-187， 
7) IけL号、 CTp.186" 
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桧井茂雄訳

キリストと聖母を議めたたえんがために、あなたの心に涼かぶその抱の三とどもを。わたくしの百うにこ

とをききなさい、もしあなたが書かなかったら、わたくしは本当に怒ります。あなたはわたくしの話

285オを点んで揖1¥，、てくださいました、何もi路ずかしがることなんかありません、一一ほんの少しでも話し

てくださしイ 後徒行{ぷの36節と42節によりますと、{吏徒パウロとパルナパは、エルサレムにおける
しるし

集会で、全会衆を前にして、彼等により神が呉邦人のうちにいかに多くの徴と不思議を為し絵うたか、、、、、、、、、、、、、、、、、、、、、、、、、、、、、、、
を語りました、そして、キリストの御名があがめられたのですりまた、信者となりしもの多く来たり、、、、、、、、、、、、、、、、、、、、、、、、、、、、
ざんげして自らの行L、を告げーたのです。こうした例は袋詰;の子紙とりイム‘のIjrにたくさんあります<>話、、、、、、、、、、、、、、
しなさい、恐れてはなりません、ただよ追心にだけは忠実でありなさい、自分の栄光を求めるためで、は

なく、キリストと聖母の栄光のために語りなさい。その話でキリストの撲を喜ばせましょう。わたく

したちが死に、彼がわたくしたちの:書いたものを読んだら、彼は神の御前でわたくしたちのことを話

28ラウすでしょう。わたくしたちはわたくしたちで、読んだり開いたりしてくれた人々のために神にお祈り

いたしましょう O 彼らは、あちらのキリストの御そばで、とこしえにわたくしたちの仲間になり、わ

たくしたちは彼らの仲間になるでしょう。アーメン。

1 )使詫行伝、 XV，120 
2)使徒行伝、 XIX， 170 
3)寵徒行伝、 XIX，180 
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